取扱説明書 

ご使巧の前に 
よくお読みくださし、。 
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このたびは Honda 車をお買い上げいただき、 
ありびとラございます。 


この本は 祭藏誓ぶ の取り扱いについて 
必要事項を説明していまず。 

を全で快適なドライブをお楽しみいただくために、 
ご使用前に必ずお読みください。 



•運転はルールを守り、マナーよく。 

-シートベルトを着用しましょラ。 

-法定速度を守りましょラ。 

. モ供やお年寄りをいたわりましょう。 

-駐停車は、ルールに従いましょう。 

-迷惑運転はやめましょラ。 

-自然環境保護に気をくばりましょう。 

•お車に"么 on " の表示があるところは、 

ご使用前に本書の記載を確認してください。 

•取扱説明書は、メンテナンスノートと共に、 

いつちお車に保管してください。 

•お車をゆずられるときは、つざに巧有される 

かたのためにこの取扱説明書およびメンテナ 

ンスノー トを車につけておいてください。 

♦保証や点検整備に関することはメンテナンス 

♦ご不明な点は、担当セールスマンにおたずね 

ノートに記載しておりまずので、ご使用前に 

ぐださい。 

必ずお読みください。 



車の仕様などの変更により、この本の内容と実車び一致しない場台がありまずのでご了承ください。 
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本書の読みかた 


この本はドライバーの動作に沿って各部の取り扱いを説明していまず。 

また、装備、万一のとをの応急処置、お車の手入れなど、必要な情報を説明していまず。 


「安全ドライブのための必読6ポイント」 


重要ですので、しっかりお読みくださし、。 


安全に関する表示 


r 運転ちや他の人が傷害を受ける可能性のあること」を回避ちまと共に、下記の表示で記載し 
ていまず。これ5は重要でずので、しっかりお読みください。 

「 A 危険 - 

指示に従わないと、死 t または重大な傷害に至るもの 


. A 警告 - 

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至る可能性があるもの 


心 江意 - 

指示に従わないと、傷害を受ける可能性びあるもの 


その他の表示 


お車に関ずることや、その他のアドバイスは下記の表示を使って記載しています。 


P A ァドバィス- 

お車のために守っていただをたいこと 
(車げ故障-破損するのを防ぐためのアドバイ 
ス、異常事態の処置ち法を記載していまず） 


^づ^1知識-^ 

知っておいていたださたいこと 
知っておくと便利なこと 

V_ ) 
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タイトル 

階層ごとにデヴインを 
変えてあります 
於、 


ヘッダー 

ページの内容を 
示しています 


ぺージ 

インデックス 

(一4ページ） 



-説明文 

装置/機構について 


を全に関ずる表示 


解説 

▼ 

操作ち法 


に分けて記載しています。 


※このページはサンプルページですので、記載されている内容と実車は異なりまず。 
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本書の上手な使いかた 


知りたい項目の説明びずぐ探せるように、いろいろな引をかたが用意されていまず。 



タイトルから探ずとさ 


ぺージインデックス： 

目巧と対応しているので、目的のページび 
辞書を引くよラに探せます。 



スイッチ類などの名称が 
わか5ないとさ 


ビジュアル目次 


(P.6 〜 9) 
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目次 


♦を全ドライブのための必読 6 ポイント 

1 . お出かけまえに 12 2. お子さまに思いやりを 14 11 

3. 正しい知識で最適運転 18 4. オートマチック車の注意ポイント 20 

己.駐車や停車はしっかりと 24 6. こんなことにわミキ意をしよう 26 



1 .車を運転ずる前に 

-各部の開閉 34 -セキュ U ティーシステム 50 〇〇 

-シートの調節 已 4 -八ンドル-バックミラーの調節 58 

-シートベルト 62 -チかイルドシート固定装置 70 

tk 

1 

2 .車を運転ずるときに 

. メータ ー 7 日 . 表示灯 80 . 警告灯 84 /り 

- スイッチの使いかた 92 - 運転のしかた 102 



3. ま全装備 

- SRS エアバッグシステム 124 - サイドエアバッグシステム 132 1〇〇 

•シートベルトプ U テンシヨナー 142 •アンチ□ックプレーキシステム (ABS) 144 " ^ 

•その他の安全装備 146 

圓 

4. ドライブを快適にする装備 

- エアコン 148 - オーディオ 1 已 8 14 / 

* 室内装備品 162 

き •V 


5 .万一のとき 

•工具’スペアタイヤ-発炎筒 172 - 故障したとき 174 - 事故び起きたとき 176 171 
•けん弓 1178 ■パンクしたとき 182 •才ーバーヒートしたとき 192 

- 電気系統び異萬のとき 194 

色 

1 

6- 車の手入れ 1 

•点検■整備について 212 •日常の手入れ 214 •車にあった部品の使用 224 ^11 

み 


7. 車との上手なつきあいかた 

- 積雪-寒冷時の取り扱い 226 こんなときは 236 口 

•環境にやさしい省エネドライブをするために 240 

医 

1 

•サービスデータ 244 


•さくいん 250 


•こんなことでお困りのとき 巻末 
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ビジュアル目次 


サンルーフスイッチ I サンルーフ 装備車 I 48 - 

ライト/ち向指示器（ウィンカー）スイッチ 94、96 

メーター 76- 

表示灯 80 
警告灯 84 

ワイパー/ウオツシャースイッチ 97 



カップホルダー 167 
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ボンネット解錠ノブ 40- 

フューエルリッドオープナー 4已 
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- 携帯電話接続キット& 

「~ナビゲーシヨンシステム装備車 I 170 
SRS エアバッグシステム(助手席用） 124 
—— ナビゲーシヨンシステム 

- エアコン 148 

SRS エアバッグシステム(運転席用） 124 
パワーウィンドースイツチ 46 
シートべ J レト 62 



' — コイン ホルダー 168 
ドライバーズポケット 166 

-コンソールトレー166 

- アクセサリーソケット 164 

非常点滅表示丹 ( A ザード)スイッチ 96 

- グ□—ブボックス 166 

- 発炎筒 172 


《：ナビゲーシヨンシステム装備車については、別冊のナビゲーシヨンシステム取扱説明書 
をご覧ください。 
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安全ドライブのための 

ぶ\読6ポイント 


ご使用の前に知っておいていただきたいこと、 
守っていたださたいことをまとめてあります。 



参お出かけまえに . 12 

参お子さまに思いやりを . 14 

♦正しい知識で最適運転 . 18 

参才ートマチック車のま意ポイント ••• 20 

参駐車や停車はしっかりと . 24 

参こんなことにもを意をしよう . 26 










安全ドライブのための必読目ポイン 


お出かけまえに ••• 


点検をねずれずに。 

くメンテナンスノート 参照> 
■道路運送車両法により、法定定期点 
検と日常点検び義務づけ5れていま 
ず。 

まを-快適にお使いいただくために、 
Honda の点検要領に従っておず点 
検してください。 

曰常点検は車の使用状況に応じて、 
お客様の判断で適時行5点検で、お 
客様自身で実施び可能な項目となっ 
ていまず。 

■普段と違5点に気づいた5、 
Honda 販売店で点検を受けてくだ 
さい。 

(音、におい、ブレーキ液の不足、 
地面に油のあとが残っている時 •• •） 
•走巧中ち車の状態に気を配り、し、つ 
ちと違5音やにおい、運転感覚など 
を感じた5早めに点検しましよう。 


シートベルトを正しく着用。 

<62 ぺージ参照> 

•運転ずる人はもちろん、同柔ずる人 
にも必ず着用させてください。 

•シートに深く腰かけ、背もたれはお 
要 U 上に倒さないでください。 
■腰骨のできるだけ低い位置に着用し 
て < ださい。 



■ベルトにねじれがないか確かめてく 
ださい。 



•ベルトがくび、あご、顔などに当た 
5ないよ5にして < ださい。 



• 一本のベルトを二人 liLh で使用しな 
いで < ださい。 
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燃料の入った容器やスプレー宙 
などはのせないで。 

引义、爆発のおそれびあります。 



運転の巧げになる物にはミち意を。 
•運転をの足ちとに、物を置かないで 
<ださい。 

■フ□アマットび、ペダルに引つかか 
6ないようにま意してください。 

ブレーキやアクセ J レのぺ夕 J レ操作び、 
確実にでさないおそれびあります。 



排気ガスには十分に気をつけて。 
•排気ガスには無色-お臭で有害な一 
酸化炭素が含まれているため、吸い 
込むと一酸化炭素中毒のおそれがあ 
りまず。 

•車庫や屋内などの換気の悪いところ 
では、エンジンをかけたままにしな 
いで < ださい。 

車内や屋内などに排気ガスび充満し 
一酸化炭素中毒のおそれびありまず。 



•排気管に穴や亀裂があったり、妇瞭 
音の異常に気づいた5 Honda 販売 
店で点検を受けてください。 

車内に排気ガスび侵入するおそれび 
ありまず。 


■手荷物はシートの高さを越えないよ 
5にしましよラ。 

後ち視界を巧げたり、急 ブレーキの 
とをなどに荷物びとび出すおそれび 
友0まず。 




















安全ドライブのための必読目ポイン 


お子さまに思いやりを 


お子さまにちシートベルトを。 
•お子さまにち必ずシートベルトを着 
用させるか、チャイルドシート*を 
お使いください。 

お子さまを抱いていてち、衝突した 
ときなどに支えることびできず危険 
です。 



お子さまは、うしろの席に。 

■助手席にのせるのは避けましよ5。 

•不意の動作び気になったり、スイ 
ッチ.レバー類のいたずらなど運 
転のさまたげになるおそれびあり 
ます。また、事故び起さた場合、 
を席のほ5びま全といわれていま 
す。 

-インストルメントパネルに手をつ 
いたり、顔や胸を近づけた状態で 
の乗車は、 SRS エアバッグび膨ら 
む際、強い衝撃を受けるおそれび 
あり危険でず。 

•サイドエアバッグ装備車では、フ 
□ントドアに寄りかかった状態で 
の柔車は、サイドエアバッグび膨 
らむ際、強い衝撃を受けるおそれ 
びあり危険でず。 

-おテさまを後席に乗せることびで 
さなく、やむをえず助手席に乗せ 
るとをは、一ま大さなお子さまを 
柔せてください。 


※：爭 L 児用シート、幼児用シート、学 
童用シートをまとめた総称として 
「チヤイルドシート」と呼んでいま 
す。 
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■おテさまのくびやあごにシートベル 
卜があたる場合や腰骨にかか5ない 
場合は、幼巧用シートや学童用シー 
卜を使用してください。 

-シートベルトをそのまま使ラと衝 
突のとをに腹部などに強い圧迫を 
受けるおそれびあります。 

また、ひと0ですわることのでを 
ないルさなおモさまは課児 用シー 
卜を使用してください。 

• チャイルドシートはま全装備です。 
国±交通大臣び型式を指定または 
認定したマークび付してしぶもの、 
ちしくはアメ IJ 力や3—□ッパな 
どのま全基準に合格しているちの 
を必ず選んでください。 

•シート形状などにより、チャイル 
ドシートを正し<取り付けでをな 
い席びあります。このよラなとを 
は、他の席で試してください。ま 
たは、この車に合ったチャイルド 
シートを使用してください。 

-この車には、 に 0 FIX テヴー タイ 
プのチャイルドシートを固定する 
ための固定専用 バーとテヴー アン 
力一(アンカープレートアタッチ 
メント取り付けナット）び装備さ 
れています。 

この車用に認可を取得したチャイ 
ルドシートのみ固定し、使用する 
ことびでをます。 

ISO FIX テヴータイプチャイルド 
シート 固定 装置 一72 ページ 

• Honda 純正品のチャイルドシー 
卜をご用意しています。ご購入、 
ご使用に際しては Honda 販売店 
にご柏談ください。 


《選択の目ま》 

詳しくはチャイルドシートに付属の取 
扱説明書をご覧ください。 

[iso FIX タイプを除く I 


\ 

体重 ( kg ) 

参考身長 
( cm ) 

参考年令 

乳巧用 
(ベビー） 

シート 

〜 1日 

〜7日 

〜 12か月 

幼お用 
(チャイルド) 
シート 

日〜18 

70-100 

9か月〜4ホ 

学童用 
(ジュニア） 
シ-卜 

1日〜32 

1孤〜13日 

け〜 10才 


ISO FIX テザータイフ] 


\ 

体重 ( kg ) 

参考身長 
( cm ) 

参考年令 

乳児用 
(ベビー） 

シート 

〜日 

〜 7 日 

〜日か月 

幼児用 
(チャイルド) 

シ -S 

日〜 18 

70 〜 1册 

9か月〜4才 






















安全ドライブのための必読目ポイン 


■チャイルドシートは確実に取り付け 
て < ださい。 

おモさまを乗せるとさは、チャイル 
ドシートび車に確実に取り付けられ 
ていることをお認してください。 
また、おモさまの体をチャイルドシ 
ートにさちんと固定してください。 
•に 0 FIX 対応な外のチャイルドシ 
-卜は、シートベルトの種類やチ 
ャイルドシートの種類と取り付け 
の向きによっては、固定金具 （□ 
ッキングク U ップ）び必要になる 
ことがあります。 

シートベルトの種類 -64 ページ 
チャイルドシート固定機構付さ 
シートベルト ー 70 ページ 

•に 0 FIX テヴータイプのチャイル 
ドシートは、専用バーとテヴーァ 
ンカー（ァンカープレートァタッ 
チメント取り付けナット）を用い 
て固定しまず。 

チャイルドシートを前向さに取り 
付けるとさは、このバーとテヴー 
ァンカーを用いて固定します。 
をろ向をに取り付けるとさは、テ 
ヴーァンカーは使用しません。 
チャイルドシートは、シートべル 
卜で固定する必要はありません。 
車両側のテヴーァンカーにこの車 
用のァンカープレートァタッチメ 
ント（テヴーストラップ取り付け 
金具）を取り付け、テヴーストラ 
ップをァンカープレートァタッチ 
メントに結合ずることにより、チ 
ヤイルドシートをお実に固定する 
ことびでをます。 


アンカープレートアタッチメント 
は、 Honda 販売店で取り付けて 
<ださい。 

に0 FIX テヴー タイプ チャイルド 
シート 固定装置 一 72ページ 

-詳しくはチャイルドシートに付属 
の取扱説明書をご覧 < ださい。 

■助手席には乳巧用シートを取り付け 
ないでください。また、幼児用シー 
卜を後ろ向きに取り付けないでくだ 
さい。 

• SRS エアバッグび膨らむ際、をし児 
用シートや、幼児用シートの背面 
に強い衝撃を受け危険です。 

-やむをえず幼児用シートを前向さ 
に取り付ける場合は、 SRS エアバ 
ツグから遠ざけるため、シートを 
一ま後ろに下げてください。 



•チャイルドシートを取りかしたまま 
車内に放置しないでください。 

ブレーキや衝突のときなどにチャイ 
ルドシートびとび出し傷害を受ける 
おそれびあります。 

お子さまを乗せないとをでもお実に 
取り付けるか、家などに保管してく 
ださい。 
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ドア、ウィンドー、サン ルー フ、 
シートの操作は必ず大人び。 

■手、足、顔などをはさまないよう、 
気をつけてください。 

■走巧ずる前にずベてのドアが完をに 
閉まつていることを確認してくださ 
い。 

ドアび完全に閉まっていないと走行 
中にドアび開を、思わめ事故の原因 
となりまず。 

•パワーウィンドーのメインスイッチ 
は、 " OFF " にしておをましよラ。 
<46ぺージ参照> 

■走巧中、一時停止のときなど、窓や 
サンルーフか6手や頭、物などを出 
さないよう、ま意してください。 

思わめ障害物で事故のおそれびあり 
ます。 


お子さまをシートベルトで遊ばせ 
ないで。 

•チヤイルドシート固定機構付をシー 
トベルトでは、ベルトをずべて引を 
出ずと完全にベルトを戻ずまでは引 
き出しち向には動をません。 

ベルトを身体に巻をつけたりして遊 
んでいると、固定機構が作動してベ 
ルトがゆるまなくなり、窒息などの 
重大な傷害を受けるおそれがありま 
ず。 

万ーベルトをゆるめることができな 
くなつた場合は、はさみなどでベル 
卜を切断してください。 



車から離れるとさは、お子さま 
を一緒に連れて。 

•おテさまだけを車内に巧さないでく 
ださい。 

•炎天下の車内は、高温になり危険 
でず。 

-おテさまのいたずらにより車の発 
進、义災などの思わめ事故につな 
びるおそれびあります。 









安全ドライブのための必読目ポイン 


正しい知識で最適運転 


■走巧中八ンドルの中に手を入れて、 
スイッチを操作しないで < ださい。 

A ンドル操作のさまたげになり大変 
を険です。 

■走行中はエンジンを止めないでくだ 
さい。 

-ブレーキ倍力装置び作用しないた 
め、ブレーキのききび悪くなりま 
す。 

•パワーステア U ングのパワー装置 
びはたらかなくなり、八ンドル操 
作び重くなります。 

-マニュアルトランスミッション車 
は、エンジンスイッチを‘‘日’’にす 
ると、キーび巧けることびあり、 
八ンドルび□ックされを険です。 



長い下り坂ではエンジンブレー 
キを。 

• ブレーキペダルを踏み続けて走巧ず 
るとブレーキが過熱して、きをが悪 
くなることがありまず。 

•長い下り坂では、走行速度に合わせ、 
ギヤを一段ずつ落として、エンジン 
ブレーキを併用してください。 
オートマチック車は圆を使ってくだ 
さい。さらに強力なエンジンブレー 
キび必要なときは、 シーケンシャル 
モードにして2ままたは1速にしま 
す。 



走行中アクセルペダルを戻したとさ 
にかかるブレーキカのことで、1氏速 
ギヤほどよくさをます。 

霧が出たときは。 

■霧び出たときは、視界び悪くなりま 
ず。昼間でちへッドライトを下向き 
で点なし、中央線、ガードレールや 
前の車の尾ななどをめやずにして、 
速度を落として運転してください。 
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横風の強い曰は。 

■横風を受け、車が横に流されるよラ 
なときは、パンドルをしっかり握り、 
スピードを徐々に下げて進路を立て 
直してください。 

トンネルの出□、橋-±手の上、山 
を削った切り通し、大型トラックを 
追い越したり、追い越されたりする 
とをなどには、特に横風の影響を受 
けやすいので十分ま意して<ださい。 



雨天時の走行にはミち意を。 

■雨天時やめれた道路では、路面び滑 
りやず<なつてお0タイヤのグ U ッ 
プカがほ下するため、通常よりを意 
深い運転がお要です。 

急加速、急ブレーキや急八ンドルを 
避け、スピードを落としてま全運転 
にむびけてください。 

• わだちなどの水のたまりやずい場所 
では、八イド□プレーニング現象を 
起こしやずくなりまず。 

八イド□プレーニング現象とは 

一23日ページ 

• 冠水路などの深い水たまりは走行し 
ないで < ださい。 

エンジンの破損や電装品の故障およ 
び車両故障につなびるおそれびあり 
ます。 


水たまりに入ったあとはブレー 
キの効を具合を確認。 

• 7 j < たまり走巧をや洗車後は、低逸で 
走行しなが!5ブレーキペダルを軽く 
踏んで効き具合を確認してくださし、。 
めれたブレーキは効さび悪かったり、 
めれていない片側だけび効いて八ン 
ドルをとられることびあります。 
•ブレーキの効きが悪いときは、前を 
のまに十分ミ主意しなが6低速で走巧 
し、ブレーキの効をび回復ずるまで、 
繰り返しブレーキペダルを踏んでく 
ださい。 

走行中異常びあった！ 5。 

•警告なが点なした！5、ただちにをを 
な場所に停車し処置をしてください。 
<84ぺージ参照> 

点なしたまま走行を続けると、思わ 
め事故のちとになったり、エンジン 
などを損傷ずるおそれびあります。 

•走行中にタイヤびバンクやバースト 
(破裂）してちあわてずに、/\ンドル 
をしっかり握り、徐々にブレーキを 
かけてスピードを落とし、を全な場 
所に停車してください。 

急ブレーキや急ノ V ンドルは車のコン 
卜□-ルを失うことびありを険です。 
•巧下に強い衝撃を受けたときは、た 
だちに車を止めて、ブレーキ液や燃 
料の漏れ、さ部に損傷びないかをお 
認してください。 

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷など 
により思わめ事故につなびるおそれ 
びあ0ます。 










安全ドライブのための必読目ポイン 


才ートマチック車の 
ま意ポイント 


才ートマチック車は、その特性や操作 
上のを意をよく理解することび大切で 
ず。 

けートマチック車の運転のしかた」ち 
あわせてお読みください。 

<114ぺージ参照> 


オートマチック車の特性を正し 
<理解。 


クリープ現象とは 


•エンジンがかかつているとを、セレ 
クトレバーが 回圆 じ1夕 I •に入つている 
と、動力がつながった状態になり、 
アクセルペダルを踏まなくてち車が 
ゆっくりと動を出しまず。 

これをクリープ現象といいまず。 



• ◎または固で走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいに踏み込むと、自動的 
にほ速ギヤに切り換わり、エンジン 
の回お数び上びって、力強い加速を 
得ることびできまず。 

これをキックダウンといいまず。 




D ブレーキはち足で。 

• ブレーキペダルはち足で踏む習慣を 
つけましよ5。 

不慣れな左足では、適切なブレーキ 
操作がでさません。 

0エンジンをかけるまえに。 
•ペダルの踏みまちがいのないよ3、 
ち足でペダルの位置を確認しておき 
ましよつ。 



11エンジンをかけるとさ。 

»を全のため 、セレクトレバーは駆動 
輪び固定される回でエンジンをかけ 


D スタートするとさ。 

•思いちびいを防ぐため、セレクトレ 
J (-の位置を目で確認しましよう。 



•発進時のセレクトレバーの操作は、 
ち足でブレーキペダルをしっかり踏 
み、車び動かないようにして巧いま 
しよラ。 

•アクセルペダルを踏んだまま、セレ 
クトレパーを操作しないでくださし、。 

急発進して思わめ事故のちとになり 
ます。 

■エンジン始動直後は、自動的にエン 
ジンの回転が上びり、ク U - プ現象 


ましよつ。 



が強くなりまずので、ブレーキぺダ 
ルはしっかり踏んでいてください。 
エアコン作動時ち同じでず。 

• 坂道での発進は車び後退しないよう 
にぶげソくーキングブレーキを併用し、 
先にブレーキペダルを離してアクセ 
ルペダルに踏みかえてか5、パーキ 
ングブレーキをちどしてください。 











安全ドライブのための必読目ポイン 


0走行しているとさ。 

■走<5中は、セレクトレバーを圆にし 
ないで < ださい。 

エンジンブレーキび全<効かず、思 
わめ事故のをとになります。 



■上り巧で、速度を保とうとしてアク 
セルペダルを踏み&んだとを、キッ 
クダウンにより、急にエンジン回転 
が上がり、思ったより速度び出てし 
まうことがあります。 

アクセルペダルは、慎重に操作して 
<ださい。 

また、すべりやすい路面やカーブで 
は、急激なアクセルペダル操作は避 
けて < ださい。 

■下り巧では、エンジンブレーキも使 
いましよラ。 

フットブレーキを 使いすざると、 ブ 
レーキび過熱して、ブレーキの 効を 
び悪くなるおそれびありまず。 

エンジンブレーキー18ページ 


II 停車しているとさ。 

• 車び動かないよ5にブレーキペダル 
をしっかりと踏み、必要に応じてパ 
ーキングブレーキをかけましよ5。 
•停車中の空ぶかしは、やめましよう。 
万一、セレクトレバーび回圆じ(がの 
とさ、思わめ急発進のちとになりま 
す。 

D 駐車するとを。 

•駐車ずるとをは、バーキングブレー 
キをかけてセレクトレバーを回に入 
れ、エンジンを止めましよ5。 

万一、セレクトレバーび回四じ(がに 
入っていると、ク U —プ現象で車び 
動を出したり、乗り込むときに、誤 
つてアクセルペダルを踏み込んで急 
発進したりずるおそれびあります。 
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ほかに気をつけたいこと。 

■セレクトレパーは正しい位置で使用 
して < ださい。 

坂道などで、前進(回、圆、岡)の位 
置にしたまま信性で後退したり、を 
退(励の位置にしたまま前進したり 
すると、エンジンび停止してブレー 
キの効をび悪くなったり、 八ンドル 
操作び重くなり、思わめ事故の原因 
となるおそれびあります。 
•後退したあとは、すぐ 囲 か 5圆 にも 
どず習慣をつけましょ 5。 

ちょっと後退したとさなど、回に入 
れたことを忘れてしま5ことびあり 
ます。 

■前進か 5 後退、を退か 6 前進ずると 
きは車を完全に止め、ブレーキぺダ 
ルを踏んだままセレクトレバーを操 
作してください。 

車び完全に止まらないラちにレバー 
を操作ずると、トランスミッション 
破損のおそれびあります。 

■車が完全に止ま 5 ないうちに、回に 
入れないでください。 

急停止してを険であるばか りでなく、 
トランスミッション破損のもとにな 
りまず。 


シフト□ック装置の正しい理解 
を。 

• ブレーキペダルを踏んでいないと、 
回 か 5 のセレクトレバー操作はでを 
ません。 

-エンジンスイッチび、‘‘ I "または 
"0" のときには、ブレーキペダル 
を踏んでち、レバーは操作でさま 
せん。 

-セレクトレバーを助手席側に動か 
したままブレーキぺダ J レを踏んだ 
場合、レバーの操作びでさないこ 
とびあります。先にブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 

■回 夕 I •では、エンジンスイッチか6 
キーは巧けません。 

回け外では、キーび "I "から" 0" に 
回りません。 

•回に入れるとチャイムが鳴りまず。 

-セレクトレバーび圆のとさにチャ 
イムび鳴り、回に入っていること 
を運転者に巧らせます。 

-車外の人には音び聞こえませんの 
で、ごま意< ださい。 

•万一、 回 や圆か 5 セレクトレバーび 
操作できないときは： 

-カバーを外し、 

—117ページ 

-キーまたはドライバーをシフト □ 
ック解除巧に差し込み、 

-キーまたはドライバーを巧しなび 
ら、セレクトレパーを操作しまず。 






安全ドライブのための必読目ポイン 


駐車や停車は 
しっかりと 


可燃物にはを意を。 

•枯草や紙、油、木材など燃えやずい 
ちのがあるところには、駐停車しな 
いで < ださい。 

排気管や排気ガスの熱により、着火 
するおそれびあ0ます。 



植込みなどにちを意して。 
•植込みなどの近くに駐停車ずるとき 
には、扫院ガスび当た5ないように、 
車の向きを巧めましょう。 
















仮旧するとさはエンジンを止め 
る 0 

• エンジンを必ず止めてください。 

無意識にチェンジレバーやセレクト 
レバーを動かしたり、アクセルぺダ 
ルを踏み込んだりして、思わめ事故 
を起こすおそれびあります。 

また、無意識にアクセルペダルを踏 
み続けたりした場合、オーバーヒー 
卜などを起こしたり、エンジンや排 
気管などの異常過熱による火災事故 
び発生するおそれびあります。 
さらに風向や周囲の状況等によって 
は、車内に排気ガスび侵入し一酸化 
炭素中養のおそれちあります。 



車から離れるとさには施錠を。 
•必ず バー キング ブレーキを かけ、エ 
ンジンを止め、ドアを施錠してくだ 
さい。 

•車内の見えるところに、責重品など 
を置かないよ5にしましよ5。 

• お子さまも連れていきましよう。 


しりが 



車の移動はエンジンをかけて。 
•車を移動するときは、必ずエンジン 
をかけてください。 

下り坂を利用しての移動などは、思 
わめ事故を招 < ことびありまず。 

坂道での駐車は。 

■パーキングブレーキをかけ、チェン 
ジレパーまたはセレクトレバーを下 
表の位置に入れてください。 



マニュアル車 

才ートマチック車 

上りあ 

1 

回 

下り坂 

R 

平地 


さらに、タイヤに輪止めをすると 
効果びありまず。 























安全ドライブのための必読目ポイン 


こんなことにら 
ま意をしよう 


タバコの吸いび日は义を消して。 
■タバコ、マッチなどは、確実に义を 
消してか5の皿に捨て、の皿は必ず 
閉めて < ださい。 

• 灰皿の中に吸いび6をため過ざたり、 
燃えやずいものを入れたりしないで 
<ださい。 

(灰皿ホ別売りです。） 


アクセヴ U —の取り付けには注 

意を。 

•ガラス面にアクセサリーなどを取り 
付けないでください。 

視界をさまたげたり、吸盤びレンズ 
のはたらさをして乂災を起こしたり、 
思わめ事故のちとになります。 



車内にライターや炭酸飲料宙な 
どを放置しないで。 

炎天下での駐車などで車内温度び上 
昇すると、ライターなどの可燃物は 
自然発义したり、宙などは破裂した 
りするおそれびあります。 
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ラジェーターキャップに気をつ 
けて。 

• ラジェーターキャップが熱いとさは、 
がさないでください。 

蒸気や熱湯び吹さ出し危険です。 



八ンドルをいっぱいに回した状 

態をつづけない。 

■ A ンドルをいっぱいに回した状態か 
6、さ！5に回そ5とずる力をかけつ 
づけないで < ださい。 

ノ くワーステア U ングポンプびオイル 
潤滑不良をおこし、損傷することび 
友0まず。 

動物を乗はるとさは、動さまね 
5ないよラにミま意して。 

運転の巧げになった0、急ブレーキ 
のとさなどに思わめ事故につなびる 
おそれびあ0ます。 

携帯電話の使用は停車中に。 

■運おちは、携帯電話を走行中に使用 
しないで < ださい。 

-運転者び運転中に J V ンズフ1」一し U 
がの自動車電話や携帯電話を使用 
することは、法律で禁止されてい 
ます。 

-運転中の使用により周囲の状況に 
巧するを意び不十分になると、思 
わめ事故につなびるおそれびあり 
ます。 


改造はしない。 

• Honda 純正部品!•ソがの、車の性能 
や機能に適さない部品を、使用しな 
いで < ださい。 

-適正な性能や機能を発揮しなかっ 
たり、思わめ事故のちとになった 
りすることびあります。 

- Honda び国±交通省に届け出を 
した部品しソ外の物を装着すると、 
違反になることびあります。 
•ホイールは 、 INTEGRA TYPE S 専 
用品をご使用ください。 

専用品し U 外のホイールを使ラと、走 
行装置やブレーキ装置に支障ををた 
すことびあります。 

Honda 販売店にご相談ください。 
•無線装置や自動車電話などの取り付 
けの際には、必ず Honda 販売店に 
ご相談ください。 

装置や取り付けち法び適切でない場 
合、電モ機器部品に悪影響をおよぼ 
すことびあります。 










安全ドライブのための必読目ポイン 


■運転席および助手席に、 SRS エアバ 
ッグシステムび装備されています。 
A ンドルを交換したり、パッドにス 
テッカー類を貼ったりしないでくだ 
さい。 

インストルメントパネル上面には、 
ステッカー類を貼ったり、アクセサ 
リーやち香剤など物を置かないで< 
ださい。 

また、フ□ントガラスにアクセサ U 
-などを取り付けたり、ルームミラ 
-にワイドミラーを取り付けたりし 
ないで < ださい。 

- SRS エアバッグび正常に機能しな 
くな0ます。 

-作動時にこれらの物び飛ぶことび 
あり危険でず。 

• 次の場合は、おず、 Honda 販売 
店にご相談ください。 

①八ンドルまわりの修理 
④センターコンソール付近の修理 
④カーステレオ等用品の取り付け 

④ ダッシュボード周辺の板金塗装 
および修理 

⑤ インストルメントパネルまねり 
の修理 
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■運転席および助手席用サイドエアバ 
ッグシステム装備まは、フ□ントド 
アやその周辺にカップホルダーなど 
の用品を取り付けたりしないでくだ 
さい。 

フ□ントシートとドアの間付近に$ 
などの物を置かないでください。 

フ □ン トシートにシー ト カバー を 取 
り付けないでください。 

また、新車時についているビニール 
のシートカバーは、必ずがしてくだ 
さい。 

•サイドエアバッグび正常に機能し 
なくなります。 

-作動時にこれらの物び飛ぶことび 
あります。 

• 次の場合は、おず、 Honda 販売 
店にご相談ください。 

①フ□ントシートまわりの修理 
⑥センターコンソール付近の修理 

③ カーステレオ等用品の取り付け 

④ センターピラーまわりの修理 
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. 安全ドライブのための必読目ポイン 


発進するとさは、まわりの状況 
に十分を意して。 

車のまわりには運転席か5見えないと 
ころ(死角)がありまず。発進ずるとき 
は子どもや障害物など車のまわりの状 
況に十分を意してください。 

■駐車をに発進ずるとをは、車のまわ 
りのをを確認を十分に巧つてくださ 
し、。 



• 信号待ちなどの停車をに発進ずると 
きは、つねにまわりの状況に目を配 
り、をを確認を十分に行ってくださ 
し、。 



• 後退ずるとをに十分な視界び得5れ 
ない場合は、車か6降りてをちを確 
認してください。 

バック5ラーでは確認しをれない死 
角(まの直後など)びありまず。 
























車止めなどにを意して。 

■この車は、最低地上高びあく設計さ 
れ、タイヤも超偏平タイヤを装着し 
ていまず。 

々のような場合には、フ□ントバン 
パー、マフラー、巧下やアルミホイ 
ールを損傷ずるおそれがありまずの 
で、十分にを意してください。 

• 車止めのある場巧への駐車 
-路肩に沿っての駐車 
-平坦路から上り坂-下り坂および 
上り坂' 下り坂から平坦路への柔 
り入れ 

-路肩等段差のある場所への柔り降 
り 

-凹凸やわだちのある道路の走行 
-くぼみ(巧)のある個所の通過 
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車を運転する前に 


参さ部の開閉 

キー . 34 

ドアの施錠.解錠 . 36 

ボンネット . 40 

テールゲート . 42 

燃料補給 □. 44 

パヮーウィンドー . 46 

サンルーフ . 48 

♦セキュリティーシステム 

イモビライヴーシステム 

について . 50 

セキュ1」ティーアラームシステム 
について . 52 


♦シートベルト 

シートベルト . 62 

着用のしかた . 68 

♦チャイルドシート固定装置 

チャイルドシート固定機構付さ 

シートベルト . 70 

に0 FIX テヴータイフ 
チヤイルドシート固定装置 • 72 


参シートの調節 

正しい運転姿勢 . 54 

フロントシート . 56 

U ヤシート . 57 

参パンドル-パックミラーの 
調節 

チルトステアリング . 58 

ルーム S ラー . 59 

ドアミラー . 60 





















各部の開閉 


キ— 


この車には、じ(下のキーび付いています。 
全てのキーには、イモビライヴー機能 
(車両盜難防止装置)び付いてます。 

イモビライヴーシステムについて 

一加ページ 



参キーレスエントリ-体キー 

(イモビライザー機能付き） 

キーレスエント U —用発信器びついてい 
ます。キーはエンジンの始動、停止のほ 
かにドア、テールゲートの施綻-解綻に 
使えまず。 

キーレスエント U - 用発信器はドアとテ 
ールゲートの施綻-解錯びキーを差し込 
まずにできます。 

キーレスエント1」 一 一3日ページ 

キーレステールゲートオープナー 

一42、43ページ 

参イモビライザーキー 

イモビライヴーキーはエンジンの始動、 
停止のほかにドア、テールゲートの施錠 
-解錠に使えます。 
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1 .車を運転ずる前に 


各部の開閉 


M 


^夕?!が識- -X 

•キーには信号を発信するための精密な電子部品び組み込まれています。 

電子部品の故障を防ぐため、次のことをお守りください。 

•直射曰光び当たるところやインストルメントパネルの上など、高温、多湿にな 
るところに置かないでください。 

. 衝撃をちえないでください。 

-水にめらさないで<ださい。 

-分解しないでください。 

-乂であぶったりしないで<ださい。 

電子部品び故障ずると、イモビライヴーシステムびキーの信号を正しく受信でを 
ないためエンジンの始動びできなくなります。 

エンジンの始動びでさないときは、 Honda 販売店にご連絡ください。 

■タグにはキーナンバーび表示してあります。紛失しないよラに、キーとは別に車 
両しソ外の場所に大切にな管してください。キーを紛失したときは、キーナンバー 
を Honda 販売店へご連絡ください。 

キーを紛失したときは、盗難などを防ぐため、 Honda 販売店にご相談ください。 
■キーを追加するときは、 Honda 販売店にご巧談ください。 

キーレスエント1」一一体キーとイモビライヴーキー合わせて日本まで(但しキー 

レスエント1」一一体キーは3本まで)登録でをます。 

V. _ _ _ y 
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ドアの施錠-解錠 


「 A 足意 - 

•走行する前にすベてのドアび完全 
に閉まっていることを巧認してく 
ださい。完全に閉まっていないと、 
走行中にドアび開さ思わめ事故の 
原因になるおそれびあります。 


^づ^1知識 -^ 

• ドアは不用意に開けると後続車な 
どびぶつかることびあるので周囲 
のま全を確かめてから開けてくだ 
さい。 

■強風時にドアを開閉するとさは、 
風にあおられないようを意してく 
ださい。 

■車から離れるときは、エンジンを 
止めドアを必ず陆錠してください。 
また、車内の見えるところに、貴 
重品などを置かないよラにしまし 
ょラ。 

•運転席ドアの解錠-施錠に連動し 
て、室内灯び点打•消打します。 

室内な一1日2ページ 

V_ J 


バワードア□ック 

運転席ドアを施錠(解錠)ずると、助手席 
ドアとテールゲートわ同時に跑綻(解銳) 
します。 


♦車外か5巧ラ場合 

キーを確実に差し込んで回します。 
運転席ドアを施綻(解錠)すると、助手席 
ドアとテールゲートも同時に施錦(解綻） 
しまず。 
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1. 車を運転ずる前に 备部の開閉 


M 


♦車内から巧ラ場合 


♦キーを使わないで施錠ずる場合 


ノブまたはスイッチを矢印のち向に動か 
します。 

運転席ドア部のスイッチまたはノブを操 
作すればすべてのドアとテールゲートの 
施錠(解錠)びでさまず。 




^ ろ！ 知識- -X 

•キー閉じ込み防止のため、キーを 
持っていることをお認してから施 
綻しましよつ。 

V. _ J 


運転席ドア 

①ドアの八ンドルを引いたままノブを施 
錠のち向に動かします。 



-キー閉じ込み防止装置 

キーびエンジンスイッチに差し込まれた 
ままだと施錠でさません。 


助手席ドア 

ノブを施綻のち向に動かしてドアを閉め 
ます。 


































づ^1知識 


参キーレスエント U — 

ドアと テールゲー トの施疑-解錠び キー 
を差し込まずにでをます。 

▼ 

発信器の施綻ボタンを巧すとすべてのド 
アとテールゲートび施錠され、解錠ボタ 
ンを巧すと解錠されます。 


キーレスエント1」一で施錠-解錠を行5 
と非常点滅表示巧び施錠時は]回、解錠 
時は2回点滅します。 



•発信器には、精密な電子部品び組 
み込まれています。発信器の故障 
を防ぐため、次のことをお守りく 
ださい。 

-直射日光び当たるところやイン 
ストルメントパネルの上など、 

局温なるところ II 置かないで 
<ださい。 

. 衝撃をちえないで < ださい。 

-水にめらさないでください。 
■微弱電波を使用しているため、周 
囲の状況により作動範囲び変化す 
ることびあります。 

■キーレスエント U —用発信器で解 
錠してから約30秒じ(内にドア、テ 
ールゲートを開けなかった場合は、 
自動的に再度施錠されます。 
•エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとさやドア、テールゲ 
ートび開いているとさは、キーレ 
スエント U —は作動しません。 
•運転席ドアの解淀'施銳に連動し 
て、室内なび点灯-消巧します。 

室内な^1蛇ぺージ 
•車を離れるとさは、ドア八ンドル 
を引いて施錠されていることを確 
認してください。 

V_ J 
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1. 車を運転ずる前に 备部の開閉 


M 


発信器のボタンを押してち作動距離び不 
ま定になった場合は、電池の消耗び考え 
日れまずので早めに電池を交換してくだ 
さい。ボタンを押したとさにホランプび 
点なしない場合は電池ざれです。電池を 
交換してください。 

使用電池 . ボタン電池 CR 1616 

①ネジを外してカバーを外します。 


广みミロ識- -X 

•液漏れなどを防ぐため、電池の© 
極と©極は正しく取り付けてくだ 
さい。 

♦電池は Honda 販売店または時計 
店、力ラ店などでお求めくださ 
い。 

V _ J 



⑥ケースをがして、電池を交換します。 






























ボンネッ 



⑨必ずステーを確実にかけ、固定しまず。 


参開けかた 

①運転席足元のノブを引さます。 



⑤ボンネット前部び少し浮き上びるので、 



ステー 


参閉めかた 

ステーを外し、クランプに納めます。 
ボンネットを静かに下げ、手を離します。 


レノ く一を上へ巧しなびら開けます。 



^ろけ D 識- -x 

• ワイパーアームを起こした状態で 
ボンネットを開けないで<ださい。 
ボンネットびワイパーに当たり、 
ボンネットやワイパーび損傷しま 
す。 

'V _ J 



ボンネットが完全に閉まっていることを 
確認します。 
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1 .車を運転ずる前に 


各部の開閉 


M 


「 A ;王意 - 

•ボンネットを閉めるときは、手な 
どをはさまないよ5にを意してく 
ださい。 



广夕け D 識-^ 

■ボンネットを開けているとさに、 
風にあおられて ステーび 外れるこ 
とびあります。特に風の強いとを 
は、ごま意ください。 

■ボンネットび完全に閉まっていな 
いままで走巧すると開くことがあ 
りまず。走行前に必ず確認してく 
ださい。 

^_ J 
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ールゲート 


参施錠-解錠 

車がか5行5場合 

キーをお実に差し込んで回しまず。 
運転席ドアを施錯(解綻)すると、助手席 
ドアとテールゲートも同時に陆錠(解錠) 
します。 



車内か5巧5場合 

運転席ドア部のスイッチまたはノブを操 
作すればすべてのドアとテールゲートの 
施錯(解錠)びできます。 



4-レノ>7- J レケートオーソナー 

キーレスエント U —用発信器を使ってテ 
ールゲートの施綻-解錠びでをます。 

▼ 

発信器の施錠ボタンを巧すとずべてのド 
ァとテールゲートび施綻され、解綻ボタ 
ンを巧すと解錠されます。 

キーレスエント U —で施錠-解錠を行ラ 
と非常点滅表示巧び施錠時は1回、解錠 
時は2回点滅します。 

キーレスエント U — 一3日ページ 
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1. 車を運転ずる前に 备部の開閉 


M 


参開閉 

テールゲートを解綻してから、八ンドル 
を引き静かに引き上げて開けまず。 



閉めるとさはプル八ンドルを利用してく 
ださい。 



p A ;王意 - 

•テールゲートを閉めるとさは頭を 
ぶつけたり、手などをはさまない 
ようにを意してください。 
•エンジンをかけた状態で手荷物を 
出し入れするとさは、排気管の後 
ちに立たないでください。 
やけどなど思わめけびをずること 
びあります。 

• カーゴスペース内には人を柔せな 
いで < ださい。 

ブレーキや加速、衝突のとさなど 
にけびをするおそれびあります。 


「 A アド/ くイス- 

■テールゲートの解結びでをないと 
さ 

一如8ぺージ 


^づ?1知識- 

•テールゲートを開けたまま走巧し 
ないでください。車内に排気ガス 
び侵入ずるおそれびあります。 
•運転席ドアを施錠したあとにテー 
ルゲートを閉めると、随綻されて 
テ - J レゲートび開かなくなります。 
































燃料補給口 


燃料巧給□は車の左側後ちにあります。 

指定燃料：無鉛レギユラーガソリン 
(無銷八イオクも使用可能） 

タンク 容量： 50 fi 

PA ァドバィス- 

• 必ず無鈴ガソ U ンを補給してくだ 
さい。巧給するときは、無鉛ガソ 
U ンであることを確認してくださ 
し)。 

-有銘ガソ U ンを補給ずると、触 
媒装置などを損ないます。 

-高濃度アルコール含有燃料を巧 
給すると、エンジンや燃料系な 
どを損傷ずる原因となります。 

-軽油や粗悪ガソ1」ンを巧給した 
り、不適切な燃料添加剤を使5 
と、エンジンなどに悪影響をち 
9 〇 


♦燃料補給のしかた 

A 警告 - 

• 燃料補給時は义気厳禁でず。 
燃料は弓 I 火しやすいため义災や爆 
発のおそれびありまず。 

-エンジンは必ず止めて<ださい。 

-タバコなどの火気を近づけない 
で < ださい。 

-こぼれた燃料はずみやかに拭き 
取ってください。 

-燃料の取り扱いは、屋外で行っ 
て < ださい。 

• 燃料補給作業は身体の静電気を除 
去してから行ってください。 
静電気の放電による义巧により気 
化したガソリンに引火し、やけど 
を負ラおそれびあります。 


^づ?1知識- 、 

• 車体や給油機などの金属部分に触 
れると、静電気を放電することび 
でさます。 

•燃料補給作業は、静電気を放電し 
た人のみで行ってください。 

• 燃料補給中に車内にをどったりす 
ると再び帯電することびあります。 
再度、静電気を除去して<ださい。 
♦ガソリンスタン ド内に掲示されて 

いるを意事項を守ってください。 

V_ J 
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1. 車を運転ずる前に き部の開閉 


M 


①運転席ち下にあるフューエル U ッドオ 
ープナーを引き上げて U ッドを開けま 
す。 



④給油ノズルを奥まで差し込んで巧 
給します。 

燃料タンクび満タンになると給油 
ノズルの自動停止びはたらき、給 
油び停止します。 

「 A 注意 - 

■給油ノズルの自動停止衡ま、追加 
巧給しないでください。 

気温などのを化により燃料びあ& 
れ、火災になるおそれびあります。 


⑤ フユーエル キャップを開ける前に、身 
体の静電気除去を行います。 

感ツマ S を持ってキャップをゆっくり回 
して開けます。 



^るけ日識- -N 

• 気温などのを化により燃料びあみ 
れないよラに、タンク容量に達す 
ると燃料タンクに空間を残して給 
油ノズ J レの自動停止びはたらくよ 
5になつています。 

V. _ J 

⑥キャップを"カチッ"という音び2回な 
上するまで締め付けまず。フューエル 
U ッドは手で押さえつければ閉まりま 
す。 


王意 - 

♦キャップはゆっくり開けてくださ 
し)。 

急激に開けると燃料補給□より吹 
を返しび発生し、火災になるおそ 
れびあ0ます。 


「 A 迂意 - 

•キャップびお実に閉まっているこ 
とをお認してください。 

お実に閉まっていないと走行中に 
燃料びちれ、义災になるおそれび 
ありまず。 




































パワーウインドー 


エンジンスイッチび‘‘ 11" のとを、ウイン 
ドーの開閉びでさます。 

▼ 

開閉は、それぞれのドアにあるスイッチ 
で操作します。 

-運転席スイッチは、助手席ウィンドー 
を操作でをます。 

♦運転席ウインドーの開閉 

スイッチを軽く操作している間、作動し 
ます。 

強く操作すると、自動で全開(全閉）しま 
す。 


開けるとさ•'•スイッチを巧します。 
閉めるとを'' •スイッチを引を上げます。 



自動開閉中にウィンドーを停止させると 
さは、スイッチを作動ち向とは逆へ軽く 
操作します。 


♦助手席ウインドーの開閉 

メインスイッチを‘‘ ON " にしてから、ス 
イッチを操作します。 

メインスイッチを巧ずごとに" ON " 
" OFF " び切り換わります。 

スイッチを操作している間、作動します。 

開けるとさ'•'スイッチを押します。 
閉めるとき•''スイッチを引き上げます。 


•運転席ドアスイッチ 




助手席ウィンド ーを 動かなくしたいとき 

(メインスイツチ） 

メインスイッチを" OFF " にしておけば、 
助手席ウィンドーは作動しません。 
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1 .車を運転ずる前に 


各部の開閉 


M 


A 警告 - 

• ノ くワーウインドーを閉めるとさは、 
手や顔などをはさまないようにし 
て < ださい。 

ドアガラスにはさまれて重大な傷 
害を受けるおそれびあります。 
特にお子さまには気をつけてくだ 
さい。 


「 A 迂意 - 

■車から離れるときはキーを抜き、 
おテさまち一緒に連れて行ってく 
ださい。 

いたずらなど誤った操作をして思 
わめ事故につながるおそれがあり 
ます。 


^づ?1知識-^ 

■ウィンドーの開閉はおモさまでは 
なく大人び操作ずるよラにしてく 
ださい。 

•かさなおモさまび同乗していると 
をは、おモさまび誤って操作しな 
いよラ、メインスイッチを‘‘ OFF " 
にしておをましよ5。 


♦はさみ込み防止機構(運転席のみ） 

運転席ウインドーを自動で閉じていると 
きに、窓枠とドアガラスの間に異物のは 
さみ込みを検巧ずるとはさみ込み防止機 
構び作動し、ドアガラスの上昇び停止し 
て自動で下降します。 

「 A 注意 - 

■ウインドーを確実に閉めるため、 
閉めさる直前の部分では、はさみ 
込みを検巧でをない領域びありま 
ず。指などをはさまないようにを 
意してください。 


^づ?1知識- 、 

• 故障などではさみ込み防止機構び 
作動してしまい、ウインドーを自 
動で閉めることびでをな < なった 
ときは、スイッチを軽く引き上げ 
続けると閉めることびでさます。 

• 環境や走巧条件による衝撃などで、 
はさみ込み防止機構び作動するこ 
とびあります。 

•パ' ッテ I 」 一 やヒューズを交換した 
場合は、オート作動びでさな<な 
D ます。 

その場合は、エンジンを始動しド 
アガラスを一番下まで下げてから、 
スイッチを引き上げ続け、ウイン 
ドーを閉め切った状態で、約1秒 
間スイッチを保持ずると機能び復 
帰します。 

V_ J 































サン ルーフ 


ミまで装備;! 


♦サンシエード(遮光板） 

サンシエードは手動で開閉しまず。 
サンルーフを開けると同時に開さます。 
サンルーフび開いた状態ではヴンシエー 
ドは全閉でさません。 



^づ^1知識-^ 

■サンシエードは全開か全閉の位置 
で使ってください。途中で止めて 
使ラと、走行中の振動で音び出る 
ことびあります。 

V_ J 


♦開閉 

エンジンスイッチび‘‘ 11" のとをサンルー 
フの開閉びでさます。 


サンルーフスイッチを巧している間、サ 
ン ルーフび 作動します。 
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1 .車を運転ずる前に 


各部の開閉 


M 


A 警告 - 

•サンルーフを閉めるときは、手や 
顔などをはさまないよラにしてく 
ださい。 

サンルーフにはさまれて重大な傷 
書を受けるおそれがあります。特 
におテさまには気をつけてくださ 
し、 


「 A 迂意 - 

•走行中または一時停止時にルーフ 
開口部から手、物などを出さない 
で < ださい。 

思わめ障害物や急 ブレーキを かけ 
たときなどに事故につなびるおそ 
れびあ0ます。 


「 A ァドバィス- 

•サンルーフやルーフ開口部の縁に 
おをかけたり荷物を柔せるなどの 
大きな力を加えないでください。 
サンルーフび破損ずるおそれびあ 
りまず。 

•降雪時、厳寒時などには凍結する 
ことびあります。このよ5な場合 
は故障の原因となるので作動させ 
ないでください。 

• サンルーフび作動しないとき 

一209ページ 


^づ?1知識- -N 

• 車から離れるとさや洗車のときは、 
サンルーフび完全に閉まっている 
ことを確かめてください。 

• 降雨後や洗車樹まルーフ上の水を 
除去してから開けてください。ま 
た、積雪時にはルーフ上の雪を除 
去してから開けてください。室内 

に水や雪び入るおそれびあります。 

V J 



























セキュリティーシステム 


セキュ U テイー(盗難防止）システムは、 
イモビライヴーシステムとセキュ U テイ 
-アラームシステム(を文装備）により、 
お車を盗難から守るための装置です。 


イモビライザーシステムに 
ついて 


キーに信号を発信する電子部品びあり、 
あらかじめ登録されたキーでないとエン 
ジンの始動びでさないよ5にしたシステ 
ムです。 

イモビライヴーシステムは、車両とキー 
との電子照合を行5とさ、微弱な電波を 
使用しています。 

なのよラな場合、正常に作動しないこと 
びあ0ます。 

-近くに強い電波を発する設備びあると 
さ 

. キーグ1」ップ部び金属物に觸れたり覆 
われているとさ 


エンジンを始動ずるとさは、登録された 
キーをエンジンスイッチに差し込んでく 
ださい。エンジンスイッチを‘‘ 11" にずる 
と、イモビライヴーシステム表示灯び数 
砂間点巧してから消好し、エンジンの始 
動びでさるよラになります。 

表示なび点滅したとさは、システムび登 
録されたキーの信号を認識していないの 
で、エンジンを始動することはでをませ 
ん。 

そのときは、エンジンスイッチを‘‘日’’へ 
回しキーを巧いてから、をう一度エンジ 
ンスイッチに差し込み" 11" にしてくださ 
い。 

エンジンスイッチを" 11" から" r または 
° 0" へ回したときにも、イモビラィヴー 
システム表示なび数回点滅します。 

イモビライヴーシステム表示な 

一83ページ 
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1 .車を運転ずる前に セキユ U テイーシステム 


M 


P A ァドバィス- 

•システムを改造したりしないでく 
ださい。 

エンジンシステムが故障するおそ 
れびあ0ます。 

■エンジンスイッチを‘‘ 11" にしてち 
表示なび点なしないとさや、頻繁 
に表示なの点滅を繰り返ず場合は、 
システムの異常び考えられますの 
で、 Honda 販売店で点検を受け 
てください。 


^づ^1な識- 

•エンジンスイッチとキーの部分に、 
別のイモビライヴーシステム用の 
キーや金属物を近づけたり接触さ 
せたりずると、登録されたキーの 
信号をシステムび認識でさな < な 
りエンジンの始動びでをないこと 
びあります。 

-他のイモビライヴーシステム用 
のキーを取り付けないで < ださ 
い。 



• 金属製のキーホルダーを使わな 
いでください。 

























セキュ u ティーアラーム 
システムについて 


[1 主义装備 I 

このシステムは、キーあるいはキーレス 
エント U —用発信器を使わずにドア、テ 
ールゲートを開けたり、ボンネットを開 
けたりすると警報装置び作動し、ホーン 
を鳴らし、同時に非常点滅表示なを点滅 
させます。 


♦警報装置について 

警報装置は、セキュ U ティーアラームシ 
ステムびセットされているとをになのよ 
ラなことのいずれかを行ラと作動しまず。 
-ドアまたはテールゲートをキーあるい 
はキーレスエント U —用発信器を使わ 
ずに開けようとしたとき 
-ボンネットをこじ開けよ5としたとさ 
-エンジンスイッチを‘‘ 11" にしたとさ 

警報装置び作動すると、ホーンび断続的 
に鳴り、非常点滅表示巧びすべて点滅し 
ます。 

警報装置は、セキュ U ティーアラームシ 
ステムを止めるまで最大日分間作動しま 
す。（ホーンおよび非常点滅表示灯は1 
回の警報作動につを約30砂間作動し、そ 
の警報作動び最大10回行われます。） 

警報装置の止めかた 

キーあるいはキーレスエント U - 用発信 
器で解錠ずればその時点で警報装置は止 
まります。 
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1 .車を運転ずる前に 


セキユ U テイーシステム 


M 


参セットのしかた 

なの操作びすべて行われると自動的にセ 
キュ U テイーアラームシステムびセット 
されまず。 

-ボンネットを閉める。 

-すべてのドアと テールゲー トを閉め、 
施綻ずる。 

上記びすべて行われると、メーター内に 
ある作動表示なび点滅を始めます。約1日 
秒後に点滅間隔び変わり、セキュリティ 
ーアラームシステムびセットされたこと 
を知らせます。 

作動表示巧は、セキュ1」ティーアラーム 
システムびセットされている間は、点滅 
を続けます。 



セットを解除するときは、キーあるいは 
キーレスエント1」一用発信器で解銳しま 
ず。作動表示灯び消打し、セットび解除 
されたことを知らせます。 

^ろけ日識- N 

■車から離れるときは、セキュ U テ 
ィー アラームシステムびセットさ 
れ、作動していることを作動表示 

なで確認してください。 

_ / 


^づ^1な識- -X 

•ボンネット、ドア、 テール ゲート 
のすべてび完全に閉まっていない 
と、セキ ュ 1」ティ ーアラーム シス 
テムはセットされません。 

■車内に人び乗っている状態または 
ウィンドーやサンルーフび開いた 
状態でをセキュ U ティーアラーム 
システムは作動しまず。警報装置 
の思わめ作動を防ぐため、人び柔 
っている状態またはウィンドーや 
サンルーフび開いた状態ではセキ 
ュ IJ ティーアラームシステムをセ 
ットしないで < ださい。 

■セキュ I 」ティーアラームシステム 
をセットしたあとに、バッテリー 
あびりなどでバッテ I 」一の充電- 
交換をする際は、警報装置び作動 
ずる場合びありますので、キーあ 
るいはキーレスエント U - 用発信 
器でドアを解錠し、セキュリティ 
-アラームシステムを解除してく 
ださい。 

V J 
























シートの調節 


正しい運輯姿勢 


運転者は正しい運転姿勢びとれるよ5にシートを調節しまず。 

正しい運転姿勢とは、シートに深く腰かけた状態で、背をたれから背を離すことなくぺ 
ダルを十分に踏み込め、八ンドルび楽に操作でさる姿勢をいいまず。 



卜を後ろに下げます。 
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1 .車を運転ずる前に 


シートの調節 


M 


A 警告 - 

•シートに深く腰かけてください。 
また、背もたれは必要し U 上に倒さ 
ないで < ださい。 

寝そべった姿勢では、衝突したと 
さなどにシートベルトの下に滑り 
込んだりして、重大な傷害を受け 
るおそれびありまず。 

• SRS エアバッグに必要しツ上に近づ 
くと、 SRS エアバッグび腹ミらむ際、 
強し、衝撃を到ん重大な傷害を受 
けるおそれびありまず。 

-運転者は正しい運転姿勢びとれ 
る範囲で、シートを後ろに下げ 
てください。 

-助手席同柔者はインストルメン 
トパネルに近づかないよラに、 
シートを後ろに下げてください。 


p A ;王意 - 

•走行中に調節するとシートび化要 
しツ上に動くことびあり、思わめ事 
故につなびるおそれびあります。 
調節は走行ずる前に行い、シート 
を前後にゆずってお実に固定され 
ていることを確認してください。 
•背もたれと背中の間にクッシヨン 
などをいれないで < ださい。 
正しい運転姿勢びとれないばかり 
か、シートベルトなどの効果び十 
分に発揮されないおそれびありま 
す。 

•シートを操作するとをは、操作ず 
る人やまわりの人の手や足などを 
はさまないよラに十分ま意してく 
ださい。 

•フ□ントシートの下に物を置かな 
いで < ださい。 

物びはさまってシートび固定され 
ず思わめ事故につなびるおそれび 
ありまず。 




















フ□ントシート 


♦前後位置の調節 


♦後席への乗り降り 

柔り降りの際はシートベルトに足を弓 I つ 
かけないよラにして < ださい。 



♦背ちたれの調節 



♦高さの調節(運転席のみ) 


運転席 

レバーを引を上げると、背ちたれび前へ 
倒れます。 



助手席(ウォークイン機構） 

背ちたれを前に倒ずと同時に、助手席全 
体び前へ移動して柔り降りびしやすくな 
りまず。 

▼ 

レバーを引を上げるか、ノブを押し下げ 
ると背もたれび前に倒れます。 

そのままシートを前に巧すと移動します。 
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1 .車を運転ずる前に シ-卜の調節 


M 


U ヤシ- 



参起こしかた 

背をたれを後ろへ巧しつけて固定しまず。 


♦背ちたれの倒しかた 

ノブを引き上げ、背もたれを前に倒しま 
す。 

片側ずつ独立して行えまず。 



^づ?1知識- 

• 後席の背をたれを倒すとさなどは、 
シートベルト、パ'ックルを図のよ 
ラに収納します。 



V 


A 巧意 - 

•操作ずるときは、手や足などをは 
さまないよラに十分を意してくだ 
さい。 

■倒した背ちたれの上やカーゴスぺ 
ースには人を柔せて走巧しないで 
ください。 

ブレーキや加速、衝突のとさなど 
にけびをするおそれびあります。 
•背ちたれをお実に固定してくださ 
し、固定されていないとシートべ 
ルトび本来の機能をはたせず、衝 
突のとをなどにけびをするおそれ 
びあります。 


广みミロ識- N 

■背もたれを起こすとさは、シート 
ベルトを背をたれではさみ込まな 
いよラにしましょラ。はさまれる 
と正しく着用でをません。 

•背もたれを起こしたとさは、背も 
たれを前後にゆすって確実に固定 
されていることをお認してくださ 
い。 

^- J 





























ノ V ンドル-バックミラーの調節 


チルトステアリング 


八ンドルの高さを適切な位置に変えるこ 
とびでさます。 


レバーを押し下げ、八ンドルの高さを適 
切な位置にして、レバーを元の位置まで 
お実に弓 I き上げて固定しまず。 



A ;王意 - 

•走行中に調節すると八ンドルびお 
要 liUi に動くことびあり、思わめ 
事故につなびるおそれびあります。 
調節は走行ずる前に行い、八ンド 
ルに上下ち向の力を加え固定され 
ていることを確認してください。 
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1 .車を運転ずる前に 


A ンドル•ルバミラ-の謂節 


M 


ルームミラー 


参防眩式ルームミラー 


夜間走行時、後続車のライトびまぶしい 
とさにライトの反射を弱くでをます。 


^ろけ D 識-^ 

•走行中は S ラーの調節を行わない 
でください。 

V _ J 


ノブを動かして切り換えます。 



角度調節はノブを昼間の位置にして行つ 
てください。 
















ドア巧一 


^ろけ D 識-^ 

•ミラーを格納したまま走巧しない 
で< ださい。また、走行中は S ラ 
一の調節を行わないでください。 
•ミラーを格納するとさは、周囲の 
人の手などをはさまないよラにし 
て < ださい。 

'v _ J 


•格納のしかた 

5ラーを折りたたむことがでさます。狭 
い所へ駐車をするとさに便利です。 
走行するとさは、必ず元に戻してくださ 
い。 

エンジンスイッチが" M " のとさ、スイッ 
チで左ちの S ラーをたたむことがでをま 
ず。 

▼ 

格納スイッチを巧ずごとに"0 N " 
" OFF " が切り換わります。 


\ 

格納スイッチの状態 

S ラーの 状態 

ON 


) 

こ 句 


が 

OFF 


] 

り 


り 
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1 .車を運転ずる前に M ンドル|/(ジクミラ-の II 節 


M 


♦角度調節のしかた 


^づ?1が識- -x 

•なの場合は手動で操作してち、5 
ラーは自動的に格納スイッチの状 
態に戻ります。 

-エンジンスイッチび‘‘ 11" のとを 
• 手動で操作したあとにエンジン 
スイッチを‘‘ 11" にしたとき 

V _ J 


エンジンスイッチび‘‘ 11" のとをスイッチ 
を操作ずると、 S ラーの角度調節びでき 
よ 9 〇 

▼ 

①左ち切り換えスイッチを調節したいち 
に動かします。 

⑥調節スイッチで角度を調節します。 



直接手で鏡面を動かして角度を調節する 
ことちでさます。 























シートベルト 


シー トベルト 


シートベルトは、車を運転ずるまえに運転者は正しい運転姿勢で着用し、同乗者にわ必 
ず着用させてください。 



「 A 警告 - 

• シートベルトは全員び着用してください。 

着用しないと、衝突したときなどに重大な傷害を受けたり死 t することびありま 
す。 

•シートに深く腰かけてください。また、背ちたれは必要!;(上に倒さないでくださ 
し)。 

寝そべった姿勢では、衝突したときなどにシートベルトの下に滑り込んだりして、 
重大な傷害を受けるおそれびあります。 

■お子さまにちシートベルトを着用させるか、チヤイルドシートをお使いください。 
おテさまを抱いていても、衝突したとをなどに支えることびでさず、お子さまび 
重大な傷害を受けたり死 t するおそれびあります。 
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1 .車を運転ずる前に シートベルト 


M 


「 A ;王意 - 

•シートベルトを正しく着用していないと本来の機能をはたさず、衝突のとさなど 
にけびをずるおそれびありまず。 

-腰部のベルトは必ずお骨のでをるだけほい位置にぴったり着用してください。 

ベルトび腰骨か5ずれていると腹部などに強い圧迫を受けます。 

-ベルトはねじれびないように着用してください。 

ねじれびあるとベルトの幅び狭くなり、局部的に強い力びかかります。 
•ベルトびくび、あご、顔などに当たらないよ引こ着用してください。 

-一本のベルトを二人しツ上で使用しないでください。 

-=点式シートベルトは腕の下に通して着用しないでください。 

ベルトび肩に十分かかっていないと前ちに巧げ出されるおそれびあります。 

-ベルトにはク U ップや洗たくばさみなどでたるみをつけないでください。 

■妊娠中のかたや疾患のあるかたちシートベルトを着用してください。 

ただし、万一のとき腹部、胸部、肩部などに圧迫を受けることびありまずので、 
医師に確認してください。 

-巧娠中のかたは、=点式シートベルトを使用してください。 

•妊娠中のかたは、ベルトを着用するとさは、腹部のベルトを腹部からさけて暖 
骨のできるだけ低い位置にかかるよラにして身体に密着させてください。 

また、肩部のベルトは腹部からさけて胸部にかかるよラにしてください。 
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♦シートベルトの種類 


シート 

シートベルトの種類 

フ□ントシート 

ELR 付王点式シートベルト 

U ヤシート 

ELR . ALR 付兰点式シートベルト 


ELR 付兰点式シートベルト： 

体の動さにあわせて伸縮し、強い衝撃を受けるとベルトび自動的に□ックします。 

ELR ' ALR 付兰点式シートベルト： 

湿軍は ELR シートベルトとして機能します。 

ALR はチヤイルドシートを固定する機構でず。 

チヤイルドシート固定機構付さシートベルト ー70ページ 
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1 .車を運転ずる前に 


シートベルト 


M 


参兰点式シートベルト 

シートベルト U マインダー (非着用警報 

装置） 

エンジンスイッチを" 11" にずると、運転 
席シートベルトを着用するまでシートべ 
ルト U マインダーび作動し、メーター内 
のシートベルト非着用警告灯び点打し続 
けます。 

また、エンジンスイッチを" 11" にしたと 
さや走行したときは、運転席シートべル 
卜を着用するまで、数秒間ブヴーび鳴り 
ます。（ブヴーび鳴っている間は、警告 
巧び点滅します。） 

^ろ！知識-^ 

• 運転席シートベルトを着用してい 
ない場合でち、停車すると、ブヴ 
一は止まります。また、走行して 
いるとをでち、一定回数を超える 
とブヴーは止まります。 

■[才ートマチック車 

セレクトレバーを圆に入れたとを 
は、後退位置警報装置のチャイム 
び鳴り、シートベルト非着用警告 

ブヴーは鳴りません。 

V_ J 


チャイルドシート固定機構付をシートベ 

ルト(後席） 

-70 ページ 

^る！知識-^ 

•を席シートベルトを着用した状態 
で上体を大さく動かしたときに、 
シートベルトびすべて引を出され 
てチャイルドシート固定機構び作 
動することびあります。 

このとをは、チャイルドシート固 
定機構を解除してから再度シート 
ベルトを着用してください。 

解除のしかた 一71ページ 

V _ . _ J 

シートベルトプリテンショナー 

(前席のみ） 

一142ページ 


ソートべ J レト J ック 

後席の背をたれを倒したあとは、シート 
ベルトをフックにかけておをます。 






























♦お子さまを柔せるときは 

おテさまは、後席に柔せシートベルトを 
着用させて < ださい。 

ただし、装備されているシートベルトは 
大人用ですので、ベルトびくびやあごに 
当たる場合やお骨にかからない場合は、 
幼お用シートや学童用シートを使用して 
ください。シートベルトをそのまま使5 
と、衝突のときに腹部などに強い圧迫を 
受けるおそれびあります。 

また、ひとりですわることのでさなし v 」\ 
さなお子さまは乳児用シートを使用して 
<ださい。 

おモさまを後席に柔せることびでさなく、 
やむをえず助手席に柔せるとさは、一ま 
大きなおテさまを乗せてください。 



A 警告 - 

•巧手席には a 児用シートを取り付 
けないで< ださい。また、幼児用 
シートを後ろ向をに取り付けない 
でください。 SRS エアバッグび膨 
らむ際、乳児用シートや、幼児用 
シートの背面に強い衝撃を到ブ、 
重大な傷害を受けたり、死じする 
おそれびあります。 

また、やむをえず幼児用シートを 
前向きに取り付ける場合は、 SRS 
エアバッグから遠ざけるため、シ 
ートを一番後ろに下げてください。 
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1 .車を運転ずる前に 


シートベルト 


M 


广づ?1が識- 

•乳児用シート、幼児用シート、学童用シートは、お子さまの体重や身長によりお 
使いになれるタイプや取り付けち法び異なります。 

に0 FIX 対応 L 义列のチャイルドシートは、シートあ状などにより、チャイルドシ 
ートを正しく取り付けでをない席びありまず。このよラなとさは、他の席で試し 
てください。または、この車に合ったチャイルドシートを使用してください。 

に0 FIX テヴータイプのチャイルドシートは、専用バーとテヴーアンカー(アン 
力ープレートアタッチメント取り付けナット）を用いて固定しまず。 
チャイルドシートを前向きに取り付けるときは、このパ'-とテヴーアンカーを用 
いて固定します。 

後ろ向をに取り付けるとをは、テヴーアンカーは使用しません。 

チャイルドシートはシートベルトで固定する必要はありません。 

車両側のテヴーアンカーにこの車用のアンカープレートアタッチメント（テヴー 
ストラップ取り付け金具)を取り付け、テヴーストラップをアンカープレートア 
タッチメントにお合することにより、チャイルドシートをお実に固定することび 
でさます。 

アンカープレートアタッチ;<ントは、 Honda 販売店で取り付けてください。 

に0 FIX テヴータイプチャイルドシート固定装置 一72ページ 
Honda 純正品をご用意しています。ご購入、ご使用に際しては Honda 販売店に 
ご相談ください。 



{選択の目安） 

詳しくはチャイルドシートに付属の取扱説明書をご覧ください。 


ISO FIX タイプを除く I 


\ 

体重 ( kg ) 

参考身長 
( cm ) 

参考年令 

乳児巧 
(ベビー） 

シート 

〜 10 

〜 7 已 

〜 12 か月 

幼児用 
(チャイルド) 
シート 

9〜18 

70-100 

9 か月〜 4 才 

学童用 
(ジュニア) 
シ-卜 

1 巳 〜32 

100-135 

4 才〜 1 []才 


[iso fix テザータイプ 


\ 

体重 ( kg ) 

参考身長 
( cm ) 

参考年令 

乳児用 
(ベビー） 
シート 

〜日 

〜7 日 

〜 9 か月 

幼児巧 
(チャイルド) 

シ-卜 

日〜 18 

70 〜 1 册 

9 か月〜 4 才 
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♦シートベルトの取り扱い、手入れ 

-ベルトを着用した状態で万一、事故に 
あった場合は機能を損なっている可能 
性びあるため、ベル!-一式を交換して 
ください。 

前席シートベルトは、前席に乗員びい 
な<てち、 SRS エアバッグび作動する 
ような事故にあった場合は、フ U テン 
シヨナーち作動するため、ベルトー式 
を交換してください。 

また、ベルトにほつれ、すりをれ、破 
れなどびできたときち交換してくださ 
い。 

-シートベルトを十分に機能させるため 
に、バックルおよび自動巻を取り装置 
の内部に異物を入れないよ5に して< 
ださい。 

-ベルトびミちれた場合は、中性洗剤を溶 
かしためるま湯に巧をひたして&を取 
り乾かしてください。薬剤を使ったり 
漂白や染色は絶対しないでください。 
ベルトを弱めます。 


着用のしかた 


点式シートベルト 

①正しい運転姿勢でシートにずねりまず。 

(一已4ページ) 

⑥タングプレートをつかみ、ゆっくり引 
を出しまず。 



⑥ベルトにねじれびないようにし、タン 
グプレートをバックルの中へ"カチ1」" 
と音びするまで差し込みます。 



④ベルトびねじれたり、引つかかったり 
していないかを確認します。 
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1 .車を運転ずる前に シートベルト 


M 


⑥ベルトを腰骨のでをるだけほい位置に 
かかるよ5に引を、たるみびないよラ 
に身体に密着させます。 



⑥かすときはバックルの" PRESS " ボタ 
ンを巧します。 

ベルトび自動的に収納されますので、 
ひっかかったり、ねじれたりしていな 
いかを確認します。 

























チャイルドシート固定装置 


チャイルドシート固定機構 
付をシートベルト(後席） 


後席のシートベルトには、チャイルドシ 
ート固定機構びついています。 

シートベルトを引き出しち向に動かない 
よラにでさるため、チャイルドシートを 
固定することびでをます。 

取り付けかたは、チャイルドシートのお 
状、取り付けち法によって異なります。 
チャイルドシートに付属の取扱説明書に 
したびって取り付けてください。 

A 警告 - 

• お子さまをシートベルトで遊ばせ 
ないで < ださい。 

固定機構び作動するとべルトびゆ 
るまなくなり、窒息などの重大な 
傷害を受けるおそれびありまず。 
万一べルトをゆるめることびでを 
なくなった場合は、はさみなどで 
ベルトを切断してください。 


^ろ！知識- -x 

• ISO FIX 対応のチャイルドシート 
を取り付けるとを 
に0 FIX テヴータイプチャイルド 
シート固定装置 —72 ページ 

^_ J 


♦チャイルドシートを取り付けると 
さ 

①チャイルドシートを U ヤシートに置き 
ます。 

感ベルトにねじれがないことを確認し、 
タングプレートをバックルの中へ"力 
チリ"と音がするまで差し込みまず。 



感ベルトをゆっくりと引き出します。ず 
ベて引さ出ずと、チャイルドシート固 
定機構が作動します。 
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1 .車を運転ずる前に 


チャイルドシート固定装置 


M 


④ベルトをみし卷さ取らせます。その後、 
ベルトをゆっくりと引さ、ベルトび引 
を出しち向に動かないことをお認しま 
す。ベルトび引を出し方向に動く場合 
は、再度ベルトをすべて引を出してく 
ださい。 

「 A ミま意 - 

•おずベルトび引を出しち向に動か 
ないことを確認してください。 
ベルトび引さ出しち向に動く状態 
では、チャイルドシート固定機構 
び作動していないので、ブレーキ 
や衝突のとさなどにチャイルドシ 
ートびとび出し傷害を受けるおそ 
れびあ0ます。 


⑤チャイルドシートに体重をかけて U ヤ 
シートに押しつけなびら、ベルトを卷 
き取らせ、しっかりと固定します。 



A ;王意 - 

•チャイルドシートを前後左ちにゆ 
ずってお実に固定されていること 
を確認してください。 

お実に固定されていないとブレー 
キや衝突のとをなどにチャイルド 
シートびとび出し傷害を受けるお 
それがあ0ます。 


•解除のしかた 

①チヤイルドシートからべルトを夕+しま 
す。 

⑥ベルトをいっぱいまで巻を取らせると、 
チヤイルドシート固定機構は解除され 
よ9 〇 
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に 0 FIX テザータイプ 
チャイルドシート固定装置 
(後席） 


後席には、に0 FIX テヴータイプのチャ 
イルドシートを固定ずるための固定専用 
バーとテヴーアンカー(アンカープレー 
トアタッチメント取り付けナット）び装 
備されています。 

この車用に認可を取得したチャイルドシ 
ートのみ固定し、使用することびでさま 
ず。 

チャイルドシートを前向さに取り付ける 
ときは、 このバーとテヴーアンカーを 用 
いて固定します。 

後ろ向さに取り付けるとさは、テヴーア 
ンカーは使用しません。 

チャイルドシートはシートベルトで固定 
ずる必要はありません。 

アンカープレートアタッチメント（テヴ 
-ストラッフ取り付け金具）は、 Honda 
販売店で取り付けてください。 

Honda 純正品のチャイルドシートをご 
用意しています。 

ご購入、ご使用に際しては Honda 販売 
店にご相談ください。 

^づ^1が識-^ 

■チャイルドシート固を機構付をシ 
ートベルトを使って取り付けると 
を 

チャイルドシート固定機構 
付をシートベルト ー7日ぺージ 

_ J 


♦チヤイルドシートを取り付けると 
さ 

①シートクッション後端の切れ目をかし 
広げて、専用バーの位置を確認します。 



⑥ U ヤシエルフを取りがします。 

1」ヤシエルフの取りがし一1朗ぺージ 
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1 .車を運輯ずる前に チャイルドシ-卜固定装置 


M 


④チヤイルドシートを取り付ける座席の 
真後ろ側のカーゴルーム後ちのカバー 
を開いて、アンカープレートアタッチ 
メントの位置を確認します。 



④チヤイルドシートとテヴーストラップ 
をチヤイルドシートに付属の取扱説明 
書にしたびって取り付けます。 



p A ;王意 - 

•チャイルドシートを取り付けると 
をは、固定専用バー周辺に異物び 
ないこと、シートベルトなどのか 
み込みびないことをお認してくだ 
さい。 

異物やシートベルトなどをかみ込 
むとチャイルドシートびお実に固 
定されず、ブレーキや衝突のとを 
などにチャイルドシートびとび出 
し傷害を受けるおそれびあります。 
•チャイルドシートを前後左右にゆ 
ずって確実に固定されていること 
を確認してください。 

確実に固定されていないとブレー 
キや衝突のとをなどにチャイルド 
シートびとび出し傷害を受けるお 
それびあります。 


♦取り外ずとき 

チヤイルドシートに付属の取扱説明書に 
したびって取り外します。 
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車を運転するときに 


参メーター . 76 

イルミネーシヨン 

コント□—ル . 79 

参表示'口 . 80 

♦警告‘口 . 84 

警告なの電球切れの点検 . 91 

♦スイッチの使いかた 

エンジンスイッチ . 92 

ライトスイッチ . 94 

ち向指示器(ウィンカー） 

スイッチ . 96 

非常点滅表示な(八ヴード） 

スイッチ . 96 

ワイパー/ウォッシャー 

スイ ッチ . 97 

I 」ヤデフ□スタースイッチ ''.100 
ホーンスイッチ . 101 


参運おのしかた 

エンジンのかけかた . 102 

パーキングブレーキ . 104 

チェンジレバーの操作 . 106 

セレクトレ(—の操作 . 108 

オートマチック車の産転の 

しかた . 114 




















メーター 


イラストは代表例を掲載しています。 


オド/トリップメーター 
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2 .車を運転ずるとさに メータ ー 




スピードメー タ — 

走行速度を km/h で示します。 

タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を示しま 

す。 

P A ァドバィス 

•エンジン故障の原因となりますの 
で、限界回転数！;!上（レッドゾー 
ン）に入らないよ5に運転してく 
ださい。特に高连走行時、変速 
(シフトダウン)するとをにはを意 
してください。 

限界回転数 . 6,800 rpm 

•停車中の空ぶかしは、エンジン回 
転数が下表の回転数になると燃料 
供給が停止されます。 


タイプ 

回転数 
(rpm) 

オートマチック車 

5,000 

マニュアル車 

5,500 


オド/トリップメーター 

エンジンスイッチを" M " にするとオド; 
ーターまたは卜 U ッつみ 一夕一が表示さ 
れます。 

▼ 

表示の切り換え 

たレクト / U セットノブを巧すごとに 
「…"オド X - 夕一" 一 "TRIP A " 一 "TRIP 
B " • ••」の順に表示が切り換わります。 

オドメ~夕~ 

走行距離の累計を km で示します。 

トリップ メーター 

U セットしてからの走行距離を km でお 
します 。 "TRIP A " と "TRIP B " でそれぞ 
れ別の走行距離を知ることができます。 
①セレクト / U セットノブを巧して 
"TRIP A " または " TRIP B " を選びます。 
感セレクト / U セットノブを;<ーター表 
示が" 0" になるまで巧して、リセット 
しまず。 

^ 知識 

♦走行距離が999.9 km を超えると0 
km に戻りまず。 

^_ ) 
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燃料計 

エンジンスイッチが" 11" のとを、燃料の 
残量を示します。 

" E " に近づいたら早めに補給してくださ 
い。 

燃料補給に ついて-*44ページ 


水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 

走行中は" H " の目盛より下側をさすのが 
正常でず。 

アドバイス-1 

♦針が" H ’’ の目盛に入った場合は才 
ーパーヒートのおそれげあ0ます。 
ただちに安全な場所に停めてエン 
ジンを冷やしてください。 

そのまま走行を続けるとエンジン 
故障の原因となりまず。 
オーバーヒートしたと走 

一1目2ぺージ 
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2 .車を運転ずるとさに 


メーター 




イルミネーシヨン 
コント□-ル 


セレクト / U セットノブを回すと 、木一 
ター表示の明るさが調節できます。 

▼ 

車幅口点灯時に、ノブを回して明るさを 
調節しまず。 

明る<するとさ… 

ノブをちに回します。 

暗 < するとを… 

ノブを左に回します。 

車列の明るさに応じてお好みで調節して 
<ださい。 
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表示な 


イラストは代表例を掲載しています。 


へッドライト上向き ( A イビーム)表示な 
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2 .車を運転ずるとさに 表示灯 




表示なは下表の装備一覧をご覧 < ださい。 


表示な 

タイプ 

TYPES 


ク吟 

方向指示器表示な 

〇 


10 

へッドライト上向さ 
(八イビーム)表示灯 

〇 


R 

R 

N 

DM 

D 3 

たレクトポジション 
表示灯《 

〇 


M 

M (シーケンシャルモード） 
表示灯※ 

〇 



イモビライヴーシステム 
表示灯 

〇 




ヴイドエアバッグ 
自動停止表示灯 

A 


m 

セキユ U テイーアラーム 
システム作動表示灯 

A 


〇:標準装備 
A :を文装備 
※：才ートマチック車 
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ク岭 


方向指示器表示。 

方向指示器のランプの点滅状態を表示し 
ます。 

^ホ！知識- 

•電球が切れたときや、ワット ( W ) 
数の違った物を使ったとさは、表 
示灯の点滅周期が異常になります。 
電球(バルブ)の交換 

一2日3、2日4、2日日ページ 
電球(バルブ)のワット数 

一24日ぺージ 

^_ J 


困 

へツドライト上向き ( A イビーム)表 
示な 

へッドライトび上向きのときに点灯しま 
ず。 



セレクトポジション表示'打 
(トランスミッション警告打兼用） 

[ィートクチッソ車] 

使用中のセレクトレバー位置が表示され 
ます。 

トランス S ッションが異常のとさには、 
◎が点滅します。 

トランスミッション警告灯一能ぺージ 


M 


M (シーケンシャルモード)表示な 

[ィートクチッソ車] 

シーケンシャルモードのとをに点灯しま 
す。 

シーケンシャルモードー1日9、112ページ 
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2 .車を運転ずるとさに 


表示な 




^ が1 


イモビライザーシステム表示'打 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
" II "にずると、数秒間点打してから消巧 
します。消巧したらエンジンを始動する 
ことびでさます。 

点滅したとさは、エンジンを始動するこ 
とびでさません。 

エンジンスイッチを‘‘ 11" から‘ T または 
"日"へ回したときにも、イモビラィヴー 
システム表示灯び数回点滅します。 

イモビライヴーシステムについて 

一50ページ 


サイドエアバッグ自動停止表示な 

I サイドエアバッグシステム装備車 I 

柔員姿勢検知システムにより、助手席用 
サイドエアバッグの作動を自動停止して 
いるときに点なします。 

▼ 

点!打したとさは 

上体を起こして座ってください。また、 
ルさなお子さまの場合は、後席に乗せて 
<ださい。 

サイドエアバッグシステム —139 ページ 



セキュリティーアラームシステム作 

動表示な 

セキュ U ティーアラームシステム 
装備車_ 

セキ ュ IJ ティ ーアラーム システムびセツ 
卜されているとさに点滅します。 

セキュ IJ ティーアラームシステムに 
ついて -52 ページ 
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警告な 
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2 .車を運転ずるとさに 警告口 




警告巧は下表の装備一覧をご覧 < ださい。 


警告な 

タイプ 

TYPES 


心‘ 

油圧警告な 

〇 


(©) 

ブレーキ警告な 

〇 


—+ 

充電警告灯 

〇 


Od 

PGM - FI 警告な 

〇 


D 

トランスミッション 
警告口※ 

(セレクトポジション 
表示灯兼用） 

〇 


曲 

燃料残量警告な 

〇 



シートベルト非着用警告な 

〇 


を 

ドア/テールゲート開閉警告打 

〇 


が 

SRS エアバッグシステム 
警告な 

〇 


(©) 

アンチ□ックブレーキ 
システム ( ABS ) 警告な 

〇 


〇:標準装備 
※：才ートマチック車 
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油圧警告な 

エンジン回転中、エンジン内部を酒滑し 
ているオイルの圧力び低下ずると点なし 
ます。 

▼ 

点なしたときは 

エンジン回転中に点灯した場合は、ただ 
ちにを全な場所に停車してエンジンを止 
め、エンジンオイル量を点検してくださ 
い。 

エンジンオイルび減っていないのに点な 
しているとをや、エンジンオイルを巧給 
しても点なするとをは、ただちに 
Honda 販売店へご連絡ください。 

P A ァド/ くィス^^^^^^ 
• 点なしたまま走行しないでくださ 
しんエンジンび破損するおそれび 
あります。 


鑑 

ブレーキ警告な 

パーキングブレーキレバーび完全に戻っ 
ていないとをやブレーキ液量びいちじる 
しく減少しているとをに点なします。 

▼ 

点:打したとさは 

走行中点なしたとさやパーキングブレー 
キを解除しても消なしないとさは、 

①ブレーキ液量を点検します。 

⑥下限より下びっていたらただちに 
Honda 販売店へご連絡ください。 

ブレーキ液量び下限け下になっていな 
いのに点なするとをや、パーキングブ 
レーキをかけてを点なしないとをは、 
お早めに Honda 販売店で点検を受け 
てください。 


(©) 
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2 .車を運転ずるとさに 


警告な 




巧 0 


巧電警告な 

充電系統び異常のとをに点なしまず。 

▼ 

点なしたときは 

運転中に点巧した場合は、電気の消費を 
減らすため、ヒーター•エアコンスイッ 
チ、 U ヤデフ□スタースイッチを‘‘ OFF " 
にして、ただちに Honda 販売店で点検 
を受けてください。 


PGM - FI 警告な 

エンジン制御システムび異常のとをに点 
なします。 

触媒装置び異常のとをには点滅します。 

▼ 

点:打したとさは 

運転中に点灯した場合は、高ま走行を避 
けて、ただちに Honda 販売店で点検を 
受けてください。 

点滅したとさは 

①走行中に点滅した場合は、枯草などの 
可燃物のないま全な場所に停車し、1日 
分間しツ上エンジンを止めて、をえるま 
でお待ちください。 

④エンジン再始動後、警告灯び消灯しな 
いとさや再び点滅するとをは、軸媒装 
置保護のため、急加速、急減速などの 
無理な運転を避け、甜 km / hL ： l 下のま 
度で、最寄りの Honda 販売店まで走 
行し点検を受けてください。 

アド'くイス- 

•エンジン各気筒の失义状態を検知 
し、警告巧を点滅させる機能を持 
っています。警告なび点滅したが 
態で運転は続けないでください。 
触媒装置を焼損することびありま 
す。 
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D 各 


トランスミッション警告な 
(セレクトポジション表示な兼用） 

[すート イチッ ク車] 

トランスミッションび異常のとさに点滅 
します。 

▼ 

点滅したときは 

運転中に点滅した場合は、急発進、急加 
速を避けて、ただちに Honda 販売店で 
点検を受けてください。 


シートベルト非着用警告な 

エンジンスイッチを‘‘ 11" にすると、運転 
席シートベルトを着用するまでシートべ 
ルト I 」マインタ'一(非着用警報装置)び作 
動し、点巧し続けます。 

また、エンジンスイッチを" 11" にしたと 
さや走巧したとさは、運転席シートべル 
卜を着用するまで、数秒間ブヴーび鳴り 
ます。 

( ブヴーび鳴っている間は、警告巧び点 
滅します。） 

^づ?1知識- N 

•運転席シートベルトを着用してい 
ない場合でも、停車すると、ブヴ 
—は止まります。また、走行して 
いるときでも一定回数を超えると、 
ブヴーは止まります。 

♦[才ートマチック車] 

セレクトレノく一を回に入れたとさ 
は、後退位置警報装置のチャイム 
が鳴り、シートベルト非着巧警告 
ブヴーは鳴りません。 

^- J 
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2 .車を運転ずるとさに 


警告な 




B 


燃料巧■警告な 

燃料タンク内のガソ U ン残量び7 a 前後 
になったときに点灯します。 

燃料の補給 -*44ページ 


み 


ドア/テールゲート開閉警告な 

ドア、テールゲートび完全に閉まってい 
ないときに点なします。 

▼ 

ドア、テールゲートを完全に閉めてくだ 
さい。 


89 













が (©) 


SRS エアバッグシステム警告巧 
(サイドエアバッグシステム警告な 
[サイドエアバッグシステム装備車〕、 
シートベルトプリテンシヨナー警告 
な兼用） 

SRS ユニッ トびシステムの異常を検出す 
ると点なします。 

SRS エアバッグシステム ー131ページ 
サイドエアバッグシステム ー141ページ 
シー トベルトプ IJ テン シヨナー 

一143ページ 


アンチ□ックプレーキシステム 
い BS ) 警告。 

ABS び異常のときに点なします。 

—14 己ページ 
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2 .車を運転ずるとさに 


警告灯 




警告打の電球切れの点検 


エンジンスイッチを" 11" にしたとき、下 
記の警告な類び点なずるのび正常です。 
点灯しないときは、 Honda 販売店へ c_r 
連絡ください。 

•油圧警告な 
(エンジン始動後消な） 

■ブレーキ警告む 

(パーキングブレーキび解除されてい 
るとさは数秒後消打） 

(パーキングブレーキをかけていると 
きは完全に解除すると消口） 

■巧電警告な 
(エンジン始動後消な） 

• PGM - F 喔告な 
(数秒後消灯） 

• トランスミッション警告な 

(数秒後消な） 

• SRS エアバッグシステム警告口 

(約日秒後消灯） 

■アンチ□ツクプレーキシステム 
( ABS ) 警告灯 

(数秒後消な） 
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スイッチの使いかた 


エンジンスイツ 




キーを 巧くとき 

•才ートマチック車は、セレクトレバー 
を回に入れまず。 

• I "でキーを巧し込んで" 0" まで回し 
てキーを巧さまず。 



エンジンをかけずにラジオ 
などのァクセサ1」一を使用 
ずるときの位置です。 



運転するとをの位置です。 


^ A 知識- -N 

•キーを巧くと八ンドルび□ックさ 
れます。 

•を"ートマチック車 I 

セレクトレバーび回じ(外のとさは、 
エンジンスイツチび‘‘ 0" まで回ら 
ないので、キーを巧くことびでを 
ません。 

V_ J 


"0" か 5" I "にキーが回5ないとを 

り、ンドル□ックのお除） 

ノ V ンドルを左ちに回しなびらキーを回せ 



ば容易に回ります。 

エンジン始動位置です。 

始動したら、キーから手を 
離してください。自動的に 
"11" に戻ります。 
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2 .車を運転ずるとさに 


スイッチの使いかた 




A 警告 - 

•走行中はエンジンを止めないでく 
ださい。 

マニュアルトランスミッション車 
は、エンジンスイッチを‘‘0’’にす 
るとキーび抜けることびあり、ノ V 
ンド J レび□ックされ、思わめ事故 
につなびります。 


^ろ！ 知識 - ^ 

■エンジンを止めた状態で "I "また 
は‘‘ 11" のまま、長時間放置しない 
で < ださい。 

バッテ U - 容量び低下し、エンジ 
ンびかからな<なることびありま 
す。 

エンジンスイッチを‘‘0’’にすると 
きは、途中の位置で止めずに"日" 
まで回して < ださい。 

■車から離れるときは、バッテ U - 
保護のため必ず " 0" にしてくださ 
し)。 

V _ J 


♦キー巧き忘れ警告ブザー 

エンジンスイツチび‘‘ r または‘‘ 0" でキ 
一を差し込んだまま車を離れようとした 
とを(運転席ドアを開けたとき）、ブヴー 
び鳴りキーの抜さ忘れを知らせます。 
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ライトスイツ 


♦ライトの点な-消な 

エンジンスイッチの位置に関係なくなの 
よラに点な、消灯します。 



スイツチの位置 

ジ〇こ- 

ID 

へツドライト 

— 

点な 

計器類照明打 
車幅な-尾な 
ま号な 

点巧 

点な 


^づ?1 知 識- X 

• エンジンび止まっている状態で、 
ライト類を点巧したままにしない 
で<ださい。バッテ1」一あびりの 
原因となります。 

V_ y 

♦ライト消し忘れ警告ブザー 

ライトを点巧したままエンジンスイッチ 
からキーを巧いて、車を離れよラとした 
とき(運転席ドアを開けたとさ)、ブヴー 
び鳴りライトの消し忘れを知らせます。 


♦へッドライトの上向き（ハイビー 
ム）と下向さ（□-ビーム）の切り 
換え 

b ； く一を前ちへ巧ずと上向きになりまず。 
戻すと下向をになりまず。 

上向をのとをは、メーター内の表示好び 
点灯します。 

へッドライト上向き(八イビーム） 

表示な 一82ページ 



^みミロ 識-^ 

• 対向車のあるとをや市街地走巧な 
ど、上向きが不適切なとさは下向 
さにします。 

V_ J 
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2 .車を運転ずるとさに 


スイッチの使いかた 




参追越合図(パッシング） 

レバーを手前に引している間、上向きび 
点なします。 



♦才ートレべリング機能 

へッドライトには、積載時などの車両の 
姿勢の変化に応じて光軸の上下ち向を自 
動的に調節するオートレべ U ング機能び 
装備されています。 

^るけ D 識- 's 

•へッドライト光軸の上下ち向に異 
常を感じたときは Honda 販売店 
で点検を受けてください。 

V_ J 
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方向指示器(ウィンカー) 
スイッチ 


非常点滅表示打 ( A ザード) 
スイッチ 


エンジンスイッチび‘‘ 11" のとを使えます。 
ふだんは①の位置で使いまず。 

この位置では八ンドルの切り角びルさい 
ときには戻らない場合もあります。戻ら 
ないとさは手で戻してください。 

車線変更などでは⑥の位置に軽く手で押 
さえなびら使います。 



スイツチを巧すとすべてのち向指示器の 
ランプび点滅します。 

故障でやむをえず路上駐車するとをに使 
います。 



^ づ?1 知識- -N 

•非常時にのみお使いください。 

完全充電の新しし V くッテ U —でも 
約2時間しツ上使うとバッテ U - 容 
量び低下し、エンジンの始動びで 
をな < なります。 

V_ J 
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2 .車を運転ずるとさに 


スイッチの使いかた 




ワイパー/ウォッシャー 
スイッチ 


「 A 江意 - 

■寒;令時はフ□ントガラスび暖まる 
までウォッシャー液を噴射しない 
で < ださい。 

ウォッシャー液び凍りついて視界 
のさまたげとなり、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 


^づ?1知識- 八 

■空ぶさをしないでください。ガラ 
ス面に傷をつけたり、ブレード 
(ゴム部)を傷めたりします。 
■ウォッシャー液び出ないとさはウ 
ォッシャースイッチを切ってくだ 
さい。 

ウォッシャー液びないままで動か 
すとポンプの故障の原因となりま 
す。 

• 寒を時、ブレード（ゴム部)びガラ 
ス面に張りつ<ことびありますの 
でデフ□スターを使ってフ□ント 
ガラスを暖めてください。 

凍りついたまま動かすとブレード 
(ゴム部)を傷めたり、ワイパーモ 
一夕一の故障の原因とな0ます。 

デフ□スター -156 ページ 
V _ J 


广みミロ識- -X 

• ワイ J く一を作動中にガラスに雪な 
どびたま りワィ J (一び停止したと 
をは、安全な場所に停車してワイ 
パースイッチを‘‘ OFF ’’、 エンジン 
スイッチを‘‘日’’または‘‘ I "にして 
ワイパーび作動でさるよラに雪な 
どの障害物を取り除いてください。 
•フ□ントワイパー モー ターには、 
保護機能としてブレーカーを内蔵 
しています。 

モーターの負荷び大さい状態び続 
いたとをなどには、ブレーカーび 
作動し、一時的にモーターび止ま 
ることびあります。 

数分ほどすると、 ブレーカーび 復 
帰して通常通り使用でさるように 
なります。 

V _ J 
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エンジンスイッチび‘‘ ir のとを使えます。 

参フ□ントガラス 
ワイパースイッチ 


間夕時間の調節 

ワイノ V ’一の間欠作動の間隔を調節できま 
ず。 

▼ 

間隔のセツトは U ングを回して行いまず。 



I NT (間欠） . 雨量のみないとさ 

L 0 (低ま） . 普通雨量のとを 

HI (高ま） . 雨量のをいとを 




^づ?1知識- N 

• 間欠作動中は、車まびまくなると 
間隔び停止時より約4秒短<なり 
ます。 

また、発進時にワイパーび]回作 
動しまず。 

• U ングを間欠時間の短いちへいつ 
ぱいに回しているときに、車まび 
速くなるとワイ J く一び間欠から低 
連作動になります。 

V_ J 


IVMST . 

レバーを押し上げている間、高まで作動 
します。 

屬やル雨のときなどに使うと便利です。 
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2 .車を運転ずるとさに スイッチの使いかた 




ウォツソヤースイツチ 

レバーを手前に引くとウォッシャー液が 
噴射します。レバーを引いている間はワ 
イパーが作動し、レバーを離した後さら 
に2〜3回作動しまず。 


手前こ引く 



♦リヤガラス 




赞 

=g MIST 夕巧 


OFF . 停止 

ON . ワイパーが作動します。 

m . スイッチを回している 

間、ウオッシャー液が 
噴射します。 
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u ヤデフ□スタースイツ 


づ?1知識 


U ヤガラスを暖め、曇りを取ることびで 
さます。 

▼ 

エンジンスイッチび‘‘ 11" のとをスイッチ 
を押すと" ON" になり、同時に作動表示 
巧び点なします。をラー度スイッチを押 
ずと" OFF" になり、作動表示なは消なし 
ます。 



• この装置は消費電力び大さいので 
曇りび取れたら "OFF" にしてくだ 
さい。 "ON" のままであってを、 

約3日分経過後自動的に "OFF" にな 
ります。また、エンジンの回転び 
1氏いとさ長時間使わないでくださ 
し、。バッテ U- 容量び低下し、エ 
ンジン始動に影響することびあり 
ふ^ 〇 

• 1」ヤガラスの内側に電熱線び装着 
されています。電熱線は傷つをや 
すいので清掃のとさは電熱線に沿 
ってやわらかい巧でふいて<ださ 
し、。また、手荷物などで傷つけな 

いよラにしてください。 

V_ J 
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2 .車を運転ずるとさに スイッチの使いかた 





八ンドルのパッドを押すとホーンが鳴り 
ます。 























運乾のしかた 


エンジンのかけかた 


A 警告 

• バッテ U —液び不足しているとさ 
は、エンジンの始動をしないでく 
ださい。 

バッテ U —び破裂するおそれびあ 
ります。 

• 車庫や屋内などの換気の悪いとこ 
ろでは、エンジンをかけたままに 
しないでください。 

車内や屋内などに排気ガスび充満 
し、一酸化炭素中妻のおそれびあ 
ります。 


心 江意 - 

■エンジンを始動するとをは、ブレ 
ーキぺダ J レをしっかりと踏んでく 
ださい。 



A アドバイス 


>排気音び変わったり、車内でガソ 
U ンや排気ガスのにおいび消えな 
い場合は、排気系や燃料系の異常 
び考えられますので、必ず 
Honda 販売店で点検を受けてく 
ださい。 


①パーキングブレーキびかかっているこ 
とを確認しまず。 

バー キングブレーキの操作 


1日4ぺージ 


! パーキングブレーキ 
⑥[マニュァル車] 

チェンジレバーを N (こユートラル）に 
して < ださい。 

チェンジレバーの操作一1日日ページ 


チェンジレパー 
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2 .車を運串 5 ずるときに 運転のしかた 




[ィートゾチック車 I 

セレクトレバーが回の位置にあること 
を確認してください。 

セレクトレパ'—の操作 

一1日8、]1日ぺージ 



感つ レーキぺ夕 V レをしっかりと踏みます。 
マこュアル車は、クラッチペダルもい 
っぱいに踏み込んで行います。 


® エンジンスイッチを" 11" に回してから、 
^一夕 一 内のイモビライヴ ー システム 
表示灯が消灯するのを確認します。 
イモビライヴーシステムに 
ついて 一5日ぺージ 

イモビライヴーシステム表示灯 

一83ぺージ 



感アクセルペダルを踏まずに、エンジン 
が始動するまでスターターを回してく 
ださい。 
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V " —キングブレーキ 


クラッチ • スタートシステム 


民ニュアル 車 I 

思わめ事故を防ぐため、クラッチペダル 

をいっぱいに踏み込まないとスターター 

が回らないよラになっています。 

^夕^1が識- -X 

■消費電力の大さいライト類、エア 
コン、 U ヤデフ□スターのスイツ 
チは " OFF " にしたちび始動は容易 
になります。 

■バッテ U —あびりを防ぐため、ス 
ターターは連続して15秒け上回さ 
ないでください。15秒回してもエ 
ンジンび始動しなかったとさは、 
一度キーを "I "に戻して1日秒しツ上 
待ってから再始動してください。 

• エンジンびあたたまっていると始 
動に時間びかかることびあります。 
アクセルペダルを半分程度踏み込 
んだまま、 スターターを 回してく 
ださい。エンジンび始動したらア 
クセルペダルを徐々に戻してくだ 
さい。 

•エンジン始動後は、エンジン制御 
システムの働をによりエンジン回 
転び高<なりまずび、自動的に適 

正回転に下びります。 

V_ y 


かけるとを 

ボタンを巧さずにレバーをいっぱいに引 
さまず。 
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2 .車を運転ずるとさに 


運較のしかた 




お除するとき 

①レバーを軽く引を上げなびら、ボタン 
を押します。 



⑤ボタンを押したまま、レバーを下に売 
全におろします。 



p A ;王意 - 

•パーキングブレーキをかけたまま 
走行しないでください。 

ブレーキび過熱し効さび悪くなる 
おそれびあ0ます。 


广ろ！ が識 - -N 

•駐車するときは、車び動き出さな 
いよラに必ずパーキングブレーキ 
をかけて < ださい。 

寒;令時のノ（ーキングブレーキの 
取り扱い 一232ページ 

V_ J 
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変速するとさは、クラッチペダルをいつ 
ぱいに踏み込んで、チェンジレバーを確 
実に操作します。 


R に入れるとき 

誤操作を防ぐために、日から R へは直接 
入れられません。一度 N へ戻してから R 
に入れて < ださい。 

P A ァドバィス-1 

♦車が完全に止まらないうちは R に 
入れないでください。 

トランスミッション破損の原因と 
なります。 


♦速度範囲 

エンジンを過回転させないために、下表 
の各チェンジレ J く一位置での速度範囲を 
参考に、シフトダウンしてください。 


チェンジ レバーの 位置 

速度範囲 

1 

0〜 日日 km/h 

2 

20〜9 日 km/h 

3 

35〜14 日 km/h 

4 

4己 km/h 〜 

己 

己己 km/h^ 


106 
























2 .車を運転ずるとさに 


運転のしかた 




「 A 江意 - 

•滑りやすい路面では、急激なエン 
ジンブレーキびタイヤのス U ップ 
を招 < ことびあります。 

シフトダウンする際の車まには十 
分を意してください。 


PA ァドバィス- 

■エンジン故障の原因となりますの 
で、限界回転数！;!上（レッドゾー 
ン）に入らないよ5に運転してく 
ださい。特に高ま走行時、変速 
(シフトダウン)するとをにはを意 
してください。 

限界回転数 . 6,800 rpm 


广づ^1な識 - 

• 法定速度を守って走行してくださ 
い。 

• ] , mOkm 走行するまではエンジン 
や駆動系の保護のため急発進、急 
加速を避け控えめな運転をしてく 
ださい。 

•エンジンの回転をあやまって限界 
回転数!;■(上（レッドゾーン)で運転 
した場合、エンジンな護装置によ 
り、燃料供給び停止されます。そ 
のとさ、軽い衝撃を感じることび 
ありますび、異常ではありません。 
























セレクトレパーの操作 


才ートマチック車 


参それぞれの位置のはたらさ 


ノ（ーキング 駐車およびエンジンを始動する位置。 

キーを 抜ぐ位置。 


广夕 1が識- -S 

■セレクトレバーび回じ(がのとをは、エンジンスイ 
ッチび"日"まで回らないので、キーを抜くことび 
でさません。 

V_ ^ 


P 


R 


U バース 


車を後退(バック）させる位置。 

チヤイムび鳴り、セレクトレバーび回に入っていること 
を運転者に巧らせまず。 


N 


ニ ユートフ ル 


中立位置。 

(エンジン始動でをますび、ま全のため回で巧ってくだ 
さい。） 


ー ドライブ 

面 


通南の走行をずる位置。 

(1 速から5速まで自動的に変速されます。） 
シーケンシャルモードにすることびでをます。 


上り坂、下り制こ使う位置。 

(1 速から3速まで自動的に変速されます。） 
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2 .車を運串 5 ずるときに 運転のしかた 




AT (才ートマチック）モード 



シーケンシャルモード 

停車中や走行中に、セレクトレバーを回 
から運転席側に動かすと、シーケンシャ 
ルモードびセットされ画表お巧び点灯し 
ます。マニュアルトランスミッションの 
よラな操作びできます。 

1日 km / hUTF になると、自動的に]まに 
シフトダウンしまず。車速び上びつてち、 
自動的にシフトアップしません。 

発進は1ままたは2までのみ行な5こと 
びできます。2まで発進すると、雪道な 
どの滑りやすい路面での発進びしやす< 
なります。 

シーケンシャルモードの使いかた 

-11 2ページ 

M (シーケンシャルモー ド) 表示打 

—82 ページ 


シフトアップ 
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ブレーキ ペダルを踏んだ まま、レバーを 
ゲートにそって操作します。 



そのままゲートにそって操作します。 


广みミロ識- N 

■セレクトレ J く一の操作は誤操作防 
止のためち位置ごとに節度をつけ、 
確実に行ってください。 

•回のとをは、レバーを助手席側に 
動かしたままブレーキペダルを踏 
んだ場合、レバーの操作びでさな 
いことびあります。先にブレーキ 
ペダルを踏んでください。 

•エンジンスイッチび‘‘ I "または 
"日’’のときは、 ブレーキ ペダルを 
踏んでち回から他の位置に切り換 
えられません。 

V J 


♦セレクトレバーの動かしかた 
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2 .車を運転ずるとさに 


運較のしかた 




♦速度範囲 

エンジンを過回転させないために、下表のさセレクトレバー位置での速度範囲内で切り 
換えを行ってください。 


セレクトレバーの位置 

速度範囲 ( km / h ) 

変速範囲 

回 

日〜 

日（自動） 

シーケンシャルモード 

日〜 

102030405 (手動） 

固 

0-150 

自動） 


「 A 迁意 - 

■滑りやすい路面では、急激なエンジンブレーキびタイヤのス U ップを招くことび 
あります。 

シフトダウンする際の車まには、十分ま意してください。 


「 A ァドゾくイス- 

■シーケンシャルモードでは自動的にシフトアップしません。 

エンジン故障などの原因となりまずので、下記の限界回転数!;!上（レッドゾーン) 
に入らないように運転してください。 

限界回転数 . 6,800 rpm 


^づ?1知識- 

•法定連度を巧って走行してください。 

• 1.册 Okm 走行するまではエンジンや駆動系の保護のため急発進、急加まを避け控 
えめな運転をしてください。 

•エンジンの回転をあやまって限界回転数しソ上（レツドゾーン)で運転した場合、エ 
ンジン保護装置により、燃料供給び停止されます。そのとき、軽い衝撃を感じる 
ことびありますび、異常ではありません。 
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• シー ケンシャル モー ド表示口 


♦シーケンシャルモードの使いかた 

^シフ ト アップずるとさ I 

レバーを+側に動かすとシフトアップ 
肩速ギヤに変敷します。 



シフ ト ダウンずるとさ I 

レバーを一側に動かすとシフトダウン 
(低速ギヤに変速）しまず。 



^ろけ D 識- -x 

•レ J く一の操作 1 回で、ギヤび1段 
ずつ変まします。連続して操作し 
たときは、ギヤを連続して変まし 
ます。 レバーを +または 一に 倒し 
たままでは、連続変速しません。 
続けてをまするときは、一旦レバ 
一を戻してから操作してください。 

_ J 


シーケンシャルモードにすると岡表すげ J 
が点灯します。また、一夕一内にある 
セレクトポジション表示灯の横にギヤの 
位置を表示します。 



M (シーケンシャルモード)表示灯 

一能ぺージ 


シーケンシャルモードを解除ずるとき 

レバーを助手席側に動かずと、シーケン 
シャルモードは解除され圆表示灯は消灯 
し、通常の ◎( AT モード）に戻ります。 



M (シーケンシャルモード)表灯 

一82ぺージ 
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2 .車を運転ずるとさに 


運較のしかた 




2速固定モードの使いかた 

停止または lOkm / h じ(下でレバーを+側に1回動かすと、2ま固定モードになり2まに 
固定されます。雪道などの滑りやすい路面での発進びしやずくなりまず。 

2速固定モードのときに、レバーを+または一に動かすと、2ま固定モードは解除され 
よす 0 


♦操作受けつけ車速 


シーケンシャルモードでは、け下の条件のとをにレバーを操作するとを速します。 



三 J —] k でぃ/づ 

ぐ/つ k づ’り、ノ 

1ま《2ま 

^ y V ' J ツソ 

0 km / h し义 h 

ソソ r - ツンン 

己日 km / h じ(下 

2まま 

1日 km / hl ； ■(上 

10日 km / h しソ下 

3まま 

32 km/h け Jb 

1己日 km / h しソ下 

4ま《日ま 

能 km / h じ (上 



また、シフトダウン時（日速一4ま、4速一3速および3速- ► 2ま）にま度範囲を超えて 
いるときは、表示なび点滅(最大約1砂間）します。点滅している間に車まびま度範囲内 
に下びったときはシフトダウンを行いまず。 


^づ^1知識- 

• シーケンシャルモードでは、発進は1ままたは2速 （ 2ま固定モードのとさ）で行 
えまず。 

•じ(下の場合、自動的にシフトダウンずることがあります。 

- lOkm/hliTR こなると、1速になります。 

2速固定モードのときは1日 km/h し U 下になっても2連のまま変速されません。 

• 日速で日 2km/h じ(下になると、4速になりまず。 

-日速で日2〜 72km/h のときに、登坂時に車速が下がったとさや、降坂時にブレ 
ーキを踏んだときは4速になることがありまず。 

- 4速で 32km/h じ(下になると、3速になります。 

- 4速で32〜日 2km/h のときに、登坂時に車速が下がったとさや、降坂時にブレ 
ーキを踏んだときは3速になることがあります。 
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才ートマチック車の 
運おのしかた 


エンジンをかける前に 


オートマチック車は、クラッチ操作とギ 
ヤの切り換えを自動化したもので、その 
分、操作の負担び軽くなり、運転び楽に 
なりますび、運転の基本を十分理解し、 
正しく操作する習慣をつけてください。 


正しい運転姿勢をとり、ち足でアクセル 
ペダルと ブレーキ ペダルび確実に踏める 
か確認しまず。 



^ A 知識- -N 

• ペダルの踏みまちびいを防ぐため、 
ペダルの位置を実際に踏んでみて 
足におぼえさせておくことび重要 
です。 

また、不慣れな左足では、適切な 
ブレーキ操作がでさません。 

• 車をかし移動させるとをにちぺダ 
ルが確実に踏めるよ5に、正しい 
運転姿勢をとりましょラ。 

V J 
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2 .車を運転ずるとさに 


運較のしかた 




エンジン始動 


①パーキングブレーキびかかっているこ 
とをお認。 

⑥セレクトレバーび回に入っていること 
を確認。 

广夕け D 識- N 

■回でち始動でさますび、安全のた 
め駆動輪び固定される回で行って 
<ださい。 


⑨ ブレーキ ペダルをち足で踏んで始動。 



^ろけ D 識-^ 

• イモビライヴーシステム表示なび 
点滅しているとエンジンを始動す 
ることびでさません。 

イモビライヴーシステムに 
ついて 一50ページ 

イモビライヴーシステム表示打 

一83ページ 

■始動時にアクセルペダル操作びお 
要な場合は、始動後、ち足でブレ 
ーキぺダ j レを踏んでください。 

V _ J 























c 発進 


①ち足でブレーキペダルを踏んだまま、 
セレクトレパーを前進は图、後退は圆 
に入れる。 



「 A な意 - 

■アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクトレバーを操作しないでくだ 
さい。急発進しておわめ事故の原 
因になります。 


⑥ レバーの 位置を目で再お認。 

④ノてーキングブレーキを解除する。 

④ ブレーキ警告灯び消巧したことを確認。 

(一8日ページ) 

⑤ ブレーキ ペダルを徐々に離して、ァク 
セルペダルをゆっくりと踏む。 


^み知識- -X 

•セレクトレバーを回回じ I 外に入れ 
ると、ク1」ープ現象により、アク 
セ J レぺダ j レを踏まなくてち車び動 
を出します。 ブレーキ ペダルを踏 
んでいてください。 

•エンジン始動直後は、自動的にエ 
ンジンの回転び上びり、クリープ 
現象び強くなりますので、ブレー 
キペダルはしっかり踏んでいてく 
ださい。 

■セレクトレバーを助手席側に動か 
したままブレーキペダルを踏んだ 
場合、レバーの操作びでさないこ 
とびあります。先にブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 

•オートマチック車は、発進時のま 
度を、アクセル操作のみで行5の 
で、アクセル操作は憤重に巧って 
ください。 

V _ J 
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2 .車を運転ずるとさに 


運おのしかた 




^ろ！知識- 

•万一、ブレーキ ペダルを踏んでも 
回から回や、のから回の位置に切 
り換えられないときは、 

①ドライノ（一の先端に巧等をまい 
てシフト□ック解除穴のカバー 
を外します。 


急な坂道での発進 

セレクトレバーの位置を目でお語し、 

-パーキングブレーキをかけたままブレ 
-キペダルから足を離し、 

-アクセルペダルをゆつくり踏んで、 

-車び動き出す感おをお認しなびら、 

-パーキングブレーキを解除して発進。 



@シフト□ツク解除巧にキーまた 
はドライバーを差し込み、巧し 
なびらレノ（一を操作してくださ 
し、。 



















走巧 


走行中はセレクトレバーを回にしないで 
ください。 


广夕?1が識-^ 

■回にするとエンジンブレーキび全 
くさかなくなるため思わめ事故の 
原因になります。 

また回にしてを燃費の差はほとん 
どありません。 

^_ J 




上り坂走行 
下り坂走行 

通常走行 

〇3 

D 

または 

シーケンシャル 

モード 

2速、1速 


A ;王意 - 

■フッ トブレーキを使いすざると、 
ブレーキび過熱してをきび悪くな 
るおそれびありまず。長い下り坂 
や急な下り坂では、必ずエンジン 
ブレーキを併用してください。 


エンジンブレーキー1日ページ 
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2 .車を運輯ずるとさに 


運乾のしかた 




通常走行 

セレクトレバーを◎にして走行します。 
アクセルペダルの踏み加減と走行ま度に 
より、1速から日ままで自動的に変速さ 
れます。 

- シー ケンシャル モー ド走行 

停車中や走行中に、セレクトレバーを回 
からシーケンシャルゲートに入れると、 
シーケンシャルモードびセツトされ圆表 
お巧び点巧します。マニュアルトランス 
S ツシヨンのよラな操作びでさます。 
シーケンシャルモード ー1胞ページ 

M (シーケンシャルモード)表示打 

一日2ページ 


急加速したいとを 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、 
キックダウンして急加ましまず。 

上り坂走行 

坂の勾配に応じ、セレクトレバーを因に 
しておくと、エンジン回転数の変化び少 
ない、なめらかな走行びでをます。 

下り坂走行 

下り坂を◎のまま走行すると、エンジン 
ブレーキのをさび窗<、速度び出すぎて 
しまうことびあります。このようなとき 
には、セレクトレバーを因にします。 
さらに強力なエンジンブレーキび必要な 
とさは、シーケンシャルモードにして、 
走行速度に合わせ、2ままたは1まにし 
ます。 

シーケンシャルモードのとをには、走行 
連度に合わせ、ギヤを一段ずつ落として 
エンジンブレーキを併用して<ださい。 















〔 停車 


①◎のまま ブレーキ ペダルをしっかりと 
踏んでおく。 

必要に応じてパーキングブレーキをか 
ける。 

P A ァドバィス 

•アクセルペダルと ブレーキ ペダル 
を同時に踏んだり、上り坂で回圆 
しソがに入れた状態で、アクセルを 
ふかしなびら車を停止させたりし 
ないで < ださい。 

トランスミッションび過熱し、故 
障の原因となります。 


^づ?1知識- -X 

■上りおでの停車はク U —プ現をで 
前へ進ちラとする力よりち車び後 
退しよ5とする力のちび大さくな 
り、車び後退することびあります。 
ブレーキペダルを踏み、パーキン 
グブレーキをかけて < ださい。 
•セレクトレノ（一び回回じ(外でエア 
コンスイツチび入っている場合な 
どは、エンジン回転数び断続的に 
高 < なりク1」ープ現象び強まりま 
す。ブレーキペダルを特にしっか 
りと踏み込んでください。 

V_ y 


⑥停車時間び長くなるとさはセレクトレ 
八一を因]に入れる。 

「 A 注意 - 

■停車中、空ぶかしをしないでくだ 
さい。 

万一、セレクトレバーび回回じ(外 
のとさ、思わめ急発進の原因にな 
りまず。 


^るけ日識-^ 

■停車後、再発進するとをは、思い 
違いのないよ5セレクトレバーび 
◎にあることをお認してください。 

•セレクトレバーび回でちエンジン 
び;令えているときは、トランスミ 
ッシヨンオイルの粘性により車び 
わずかに動さ出すことびあります 
ので、ブレーキペダルをしっかり 
と踏み、必要に応じてパーキング 
ブレーキをかけて < ださい。 

V J 
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2 .車を運串 5 ずるときに 運転のしかた 




C _^_ ； 

①車を完全に止める。 

③ ブレーキ ペダルを踏んだまま、 パーキ 
ングブレーキをかける。 

⑥セレクトレバーを回に入れる。 



^づ?1知識- 

■駐車の際は、セレクトレバーびお 
ず回に入っていることを確認して 
ください。セレクトレバーび回の 
とさは、駆動輪び固定されるため、 

車び動き出ずむ配びなくま全です。 
^ _ 


r-dS 巧意 - 

•エンジンをかけたままにしておく 
と、 万一、 セレクトレバーび回四 
1；■(州こ入っていたとき、クリープ 
現象で車びひとりでに動さ出した 
り、乗り込むとさに誤ってアクセ 
J レペタレを踏み急発進するおそれ 
びあります。 



■車び完全に止まらないうちに回に 
入れないでください。トランス S 
ッシヨン破損の原因となります。 


广みミロ識-^ 

■環境保護のため駐車時にはエンジ 
ンを止めましよ5。 

V_ y 


® エンジンを止める。 
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〔ほかに気をつけたいこと) 

厂 As ミま意 - 

•セレクトレバーは正しい位置で使 
用して < ださい。 

坂道などで、前進(◎、の、岡)の 
位置にしたまま情性で後退したり、 
後退(回) の 位置にしたまま前進し 
たりすると、エンジンび停止して 
ブレーキの 効きび悪くなつたり、 
八ンドル操作び重くなり、思わめ 
事故の原因となるおそれびありま 
す。 


車をかし移動させるとを 

このよラな場合でも、正しい運転姿勢を 
とり、 ブレーキ ペダルとアクセルペダル 
び確実に踏めるよラにしてください。 

車をを退させるとき 

この場合、体をラしろにひねった姿勢に 
なり、ペダルの操作びしにくくなります。 
ブレーキペダルは確実に踏めるようを意 
してください。 















安全装備 



参 SRS エアバッグシステム 


SRS エアバッグシステムの 

し<み . 124 

作動するとさ . 126 

作動しないとを . 127 

SRS エアバッグシステムの 
効果を十分に発揮させる 

ために . 128 

おテさまを乗せるときは129 
取り扱いについて . 130 

参サイドエアバッグシステム 

サイドエアバッグシステムの 

し<み . 132 

作動するとさ . 134 

作動しないとさ . 13巳 

サイドエアバッグシステムの 
効果を十分に発揮させる 

ために . 136 

乗員姿勢検知システム . 138 

おテさまを柔せるときは139 
取り扱いについて . 140 


♦シートベルト 
プ U テンシヨナー 

シー トベルトプ U テン シヨナー 


のしくみ . 142 

取り扱いについて . 143 

参アンチ□ックプレーキシステム 
( ABS ) 

ABS のしくみ . 144 

運転のしかた . 144 

取り扱いについて . 145 

•その他の安全装備 . 146 






















SRS エアバッグシステム 

(運転席/助手席用シートベルト補助乗員保護装置) 


SRS エアバッグシステムのしくみ 


参 SRS エアバッグシステムとは 

前ち向からの衝突により、 SRS エアバッ 
グび膨らんで運転者および助手席同乗者 
の顔面への衝撃を緩和する装置です。 

SRS エアバッグシステムはシートべ 
ルトに代わるものではありません。 
必ず、シートベルトを着用してくだ 
さい。 

A 警告 - 

• SRS エアバッグシステム装備車で 
あってち、必ずシートベルトを着 
用して < ださい。 

シートベルトを正しく着用し、正 
しい柔車姿勢をとらないと衝突な 
どのとを SRS エアバッグの効果び 
十分に発揮されず、重大な傷害や 
死 t などの危険性び高くなりまず。 


•SRS :サプ U メンタルレストレイントシス 
了ム （Supplemental Restraint System ) の略 

でシートベルトの補助拘束装置の意味 


♦どのよラに作動ずるか 

エンジンスイッチび‘‘り"のとを、前ち向 
からの衝突により、センサーび一定し U 上 
の衝撃(正しくシートベルトを着用して 
いてち八ンドルに顔面びあたり、けびを 
するよラな場合）を感知するとシステム 
び作動し、 SRS エアバッグび膨らんで運 
転ちおよび助手席同乗をの顔面への衝撃 
を緩和します。 

「 A を意 - 

• SRS エアバッグび膨らんだ直後は、 
SRS エアバッグ構成部品に触れな 
いで < ださい。 

構成部品び熱くなっているため、 
やけどなど思わめけびをずること 
びあります。 
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3 .安を装備 SRSI アバツグシステム 



^ ろ！ が識- N 

•車体び衝撃を十分に吸収でさた場合、システムは作動しません。 

• SRS エアバッグは非常に速いま度で膨らむため、 SRS エアバッグとの接軸により 
すり傷、やけど、巧撲などを受けることびあります。 

■膨らんだ SRS エアバッグはすぐにしぼみます。視界を巧げません。 

■ SRS エアバッグび膨らむと白煙び出ますび、火災ではありません。また、人体へ 
の影響をありません。ただし、残留物(カスなど)び目や皮膚などに付着したとき 
には、できるだけ早く水で洗い流してください。 

巧膚の謂いかたなどは、まれに皮膚を刺激することびあります。 

• SRS エアバッグは一度膨らむと再使用でをません。 

Honda 販売店で交換してください。 

V_ y 


運転席用 SRS エアバッグシステム 



助手席用 SRS エアバッグシステム 

助手席用 SRS エアバッグシステムは、同 
乗をびいなくてち作動します。 
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作動ずるとき 


次のよラな場合に作動しまず。 


20〜 30 km / hiy 上の速度で、きわめて厚 
い固定されたコンクリートの壁に真正面 
か 5 衝突したとさと同等か、それ上の 
衝撃を受けたとを 



謂!®韶鹤瞧の方向か5強 



^づ?1巧識- -N 

■衝撃を吸収でをるをの（車やガー 
ドレールのよ5にをおするもの） 

に衝突した場合、 SRS エアバッグ 
び作動するときの速度(車ま)は高 
<なります。 

V. _/ 


次のよラな場合、車両下部に強い衝撃を 
受けたとさ作動することびあります。車 
両に衝撃を受けないよラに十分にま度を 
落とし障害物をさけて走行してください。 
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3 .安を装備 SRSI アバツグシステム 



作動しないと 



衝突の位置、衝撃の度含い、角度によつ 
て、作動しないことがあります。 


電巧、立木などへの衝突 



トラックなどへの潜り込み 



部分的な衝突や斜め方向か5の衝突 



シートベルトだけで棄員を保護でをるよ 
ラな低い速度での衝突や次のよラな場合、 
柔員保護の効果がないので作動しません。 



^ろ！知識-^ 

• 車体の部位によって衝撃の吸収度 
合いび異なりまずので、損傷が態 
の大ルと SRS エアバッグの作動は 
必ずしち一致しません。 

'V, _ J 


^る！知識- N 

■事故の状況、形態によっては、 
SRS エアバッグび作動することび 
あります。 

V_ J 
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SRS エアバッグシステムの効果を十分に発揮させるために 


♦正しい乗車姿勢で 
運転席 

正しい運転姿勢（シートに深くおかけた 
状態で、背ちたれから背を離すことなく 
ペダルを十分に踏み込め、八ンドルび楽 
に操作できる状態）びとれる範囲で、シ 
ートを後ろに下げまず。 



「 A 言ち - 

■八ンドルに顔や胸などを近づけて 
いると、 SRS エアバッグび膨らむ 
際、強い衝撃を受け、重大な傷害 
を受けるおそれびあります。 


助手席 

シートを後ろに下げて;买く g 要かけ、背中 
を背ちたれから離さないよ5にします。 



A 警告 - 

•インストルメントパネルに顔や胸 
などび近づかないよ5にシートを 
後ろに下げてください。また、イ 
ンストルメントパネルに手や足な 
どを置かないで < ださい。 

SRS エアバッグび膨らむ際、強い 
衝撃を受け、重大な傷害を受ける 
おそれびあ0ます。 
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3 .安を装備 SRSI アバツグシステム 



♦シートベルトは必ず着用 

このシステムは、シートベルトと併用す 
ることでその効果を発揮します。 

必ず、シートベルトを着用してください。 



お子さまを乗せるときは 


お子さまは、後席に乗せ必ずシートベル 
卜を着用させてください。 

正しく着用できないルさなお子さまは、 
体格に合わせてチャイルドシートをお使 
いください。 

♦チャイルドシートの取り付けにつ 
いて 

「 A 警告 - 

■助手席には ¥ L 児用シートを取り付 
けないで< ださい。また、幼児用 
シートを後ろ向をに取り付けない 
でください。 SRS エアバッグび膨 
らむ際、乳児用シートや、幼児用 
シートの背面に強い衝撃を到ブ、 
重大な傷害を受けたり、死じする 
おそれびあります。 

また、やむをえず幼児用シートを 
前向をに取り付ける場合は 、 SRS 
エアバッグから遠ざけるため、シ 
ートを一ま後ろに下げてください。 
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取り扱いについて 


「 A ;王意 - 

• SRS エアバッグの取り外し、分解などはしないでください。 

不適切に扱うと誤って作動したり、正常に機能しなくなりまず。 
■八ンドルを交換したり、パッドにステ 
ツカー類を貼ったりすると正常に機能 
しなくなります。 


•インストル><ントパネル上面にステツ 
カー類を貼ったり、アクわヴ I 」一やち 
香剤など物を置かないで<ださい。 

フ□ントガラスにアクセヴ U —などを 
取り付けたり、 ルーム S ラーにつイド 
ミラーを取り付けたりしないでくださ 
い。 

また、 SRS エアバッグと乗員との間に 
テレビなどの用品を取り付けたり、物 
を置いたりしないで<ださい。 

正常に機能しなくなったり、作動時に 
これらの物が飛ぶことがあります。 
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3 .安を装備 SRSI アバツグシステム 



^み知識- 八 

■ ノ V ンドルまねり、インストルメン 
トパネルまねりやセンターコンソ 
ール付近の修理、オーディオ等用 
品の取り付けおよびダッシュボー 
ド周辺の板金塗装および修理をす 
る場合は、 SRS エアバッグシステ 
ムに影響を及ぼすおそれびありま 
すので、必ず Honda 販売店にご 
相談ください。 

• SRS エアバッグシステム装備車を 
廃棄するとさはおず Honda 販売 
店にご相談ください。正しく取り 
扱わないと SRS エアバッグシステ 
ムび思いびけなく作動することび 
あ D ます。 

• サスペンションの改造をしないで 
ください。車高やサスペンション 
の硬さび変わると SRS エアバッグ 
の誤作動につなびりまず。 

(Honda 純正品を除く） 

V_ . _ y 


♦ SRS エアバッグシステム警告な 

メーター内に組み込まれており、 SRS ユ 
ニットびシステムの異常を検出すると点 
なします。 



エンジンスイッチを" 11" にしたとさに約 
6秒間点巧して消えるのび正常です。 


アド'くイス- 

• 警告なび次のよ5な状態になった 
ときは、システムの異常び考えら 
れまずので、ずみやかに Honda 
販売店で点検を受けて < ださい。 
•運転中に点灯したとを。 

-エンジンスイッチを‘‘ 11" にして 
も点灯しないとさ、あるいは約 
巳秒経過してを消なしなし、とき。 
必要なときに SRS エアバッグ別彭 
らまないおそれびありまず。 




























サイドエアバッグシステム 


主文誤備 


サイドエアバツグシステムのしくみ 


参サイドエアバッグシステムとは 

側面からの衝突により、サイドエアバッ 
グび膨らんで柔員(運転をまたは助手席 
同柔者）とドアの間に入り込むことによ 
り、ドアと乗員の胸部などび衝突すると 
さの衝撃を緩和する装置です。 

サイドエアバッグシステムはシート 
ベルトに < でわるをのではありません。 
必ず、シートベルトを着用してくだ 
さい。 

A 警告 - 

•サイドエアバッグシステム装備車 
であってち、必ずシートベルトを 
着用してください。 

シートベルトを正しく着用し、正 
しい柔車姿勢をと5ないと衝突な 
どのとをエアバッグの効果び十分 
に発揮されず、重大な傷害や死 t 
などのを険性び高くなります。 


♦どのよラに作動ずるか 

エンジンスイッチび‘‘ 11" のとを、側面か 
らの衝突により、センサーび一定 liLh の 
衝撃(胸部に重傷を及ぼすような場合)を 
感知ずるとシステムび作動し、衝撃を受 
けた側のサイドエアバッグび膨らんで柔 
員(運転ちまたは助手席同乗者)とドアの 
間に入り込むことにより、ドアと乗員の 
胸部などび衝突するとさの衝撃を緩和し 
ます。 

助手席側は柔員姿勢検巧システムび柔車 
姿勢を不適切であると判断した場合は、 
サイドエアバッグの作動を自動停止しま 
す。 

柔員姿勢お巧システムー138ページ 

厂 /h ミ主意 - 

•サイドエアバッグび膨らんだ直後 
は、サイドエアバッグ構成部品に 
触れないでください。 

構成部品び熱くなっているため、 
やけどなど思わめけびをずること 
びあ0ます。 
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3 .安を装備 


サイドエアバッグシステム 



^ろ！ が識 - N 

•サイドエアバッグは非苗に速い速度で膨らむため、サイドエアバッグとの接触に 
よりすり傷、やけど、打撲などを受けることびあります。 

■膨らんだサイドエアバッグはすぐにしぼみます。 

■サイドエアバッグび膨らむと白煙び出ますび、义災ではありません。また、人体 
への影響ちありません。ただし、残留物(カスなど)び目や皮膚などに付着したと 
さには、できるだけ早く水で洗い流してください。 

巧膚の弱いかたなどは、まれに巧膚を刺激することびあります。 

• サイドエアバッグは一度膨らむと再使用できません。 

Honda 販売店で交換してください。 

V_ y 



助手席サイドエアバツグシステム 

助手席用サイドエアバッグシステムは、 
同乗をびいなくてを作動します。 



133 



















作動ずるとき 


次のよラな場合に作動しまず。 


約 25 km ルむ上の速度で自車と同等の車 
が真横か5側面衝突したとをと同等かそ 
れ L ソ上の衝撃を受けたとを 



^づ?1知識- 

• 側面に斜めち向から衝突された場 
合、サイドエアバッグび作動ずる 
ときの速度(車速)は高くなりまず。 



次のよラな場合、作動しないことびあり 
ます。 



^るけ日識- 、 

•サイドエアバッグは柔員の受ける 
衝撃の大ささによって作動するよ 
5になっていますので車両の損傷 
状態の大ルとサイドエアバッグの 
作動はおずしち一致しません。 

V_ _ _ y 
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3 .安を装備 サイドてアバツグシステム 



作動しないとを 


ほい速度での衝突や次のよラな場合、サ 
イドエアバッグび膨らんでも乗員な護の 
効果びないので作動しません。ただし、 
状況によっては、サイドエアバッグび作 
動することびあります。 



助手席側は、柔員姿勢検知システムび柔 
車姿勢を不適切であると判断した場合は、 
サイドエアバッグの作動を自動停止しま 
す。 

柔員姿勢巧知システム —13 日ページ 



广み 知識- 

■事故の状況、お態によっては、サ 
イドエアバッグび作動することび 
あります。 
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ヴイドエアバツグシステムの効果を十分に発揮させるために 


♦正しい乗車姿勢で 
運転席 

正しい運転姿勢（シートに深くおかけた 
状態で、背ちたれから背を離すことなく 
ペダルを十分に踏み込め、八ンドルび楽 
に操作できる状態）びとれる範囲で、シ 
ートを後ろに下げまず。 



助手席 

シートを後ろに下げて;买く g 要かけ、背中 
を背ちたれから離さないよ5にします。 
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3 .安を装備 サイドてアバツグシステム 



「 A 江意 - 

■フ□ントドアに寄りかからないよ 
5にしてください。サイドエアパ 
ツグびおらむ際、強い衝撃を受け、 
傷害を受けるおそれびありまず。 



■サイドエアバッグ格納部に手や顔 
などを必要じ(上に近づけないで< 
ださい。 また 、後席同乗者は前席 
の背ちたれを抱えないで<ださい。 
サイドエアバッグび膨らむ際、強 
い衝撃を受け、傷害を受けるおそ 
れびあ0ます。 


♦シートベルトは必ず着用 

このシステムは、シートベルトと併用す 
ることでその効果を発揮します。 

必ず、シートベルトを着用してください。 

























乗員姿勢検知システム(助手席のみ) 


参乗員姿費検知システムとは 

柔車時の姿勢び不適切な場合、サイドエ 
アバッグび膨らむことにより重大な傷害 
を受けるおそれびあるため、助手席乗員 
の姿勢を検巧し、サイドエアバッグの作 
動を自動的に停止する装置です。 



^ろけ日識-^ 

• シート表皮の裏にセンサーび取り 
付けられているため、次のよラな 
場合には、柔員姿勢検知システム 
び正常に機能しないおそれびあり 

ぶ〇 

-シートの背もたれびめれている 
とさ 

-金属など電気を通ず物び接して 
いるとを 

-シートにクッシヨンなどを装着 
してし)るとを 

-ダウンジャケット等の厚い上着 
を着ているとき 

-水分を含んだ物を助手席に置い 
ているとさ 

V_/ 


♦サイドエアバッグの作動を自動停 
止ずるとき 

次のよラな場合、サイドエアバッグの作 
動を自動停止しまず。このとをメーター 
内のサイドエアバッグ自動停止表示灯び 
点灯します。 



^ろけ日識- 、 

•次のような場合でも、サイドエア 
バッグの作動を自動停止ずること 
びありまず。 

-ル柄な大人のちび上のイラスト 
と同じような姿勢をとったとき 
-大人のちび前かびみになるまた 
は、寝そべっていて、ドア側に 

寄りかかっているとを 

V_ _ _ J 
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3 .安を装備 サイドエアルック'システム 



♦サイドエアバッグ自動停止表示な 

メーター内に組み込まれており、柔員姿 
勢検巧システムび乗車姿勢を不適切であ 
ると判断し、サイドエアバッグの作動を 
自動停止しているときに点打します。 
表示灯び点灯したときは、上体を起こし 
て座ってください。また、ルさなお子さ 
まの場合は、を席に柔せてください。 



^るけ日識-^ 

■次のよラな場合は、表示巧び点な 
ずることびあります。表示巧び点 
なしているとさは、サイドエアバ 
ツグの作動を自動停止します。 

-シートの背をたれびめれている 
とを。 

-金属など電気を通す物び接して 
いるとさ。 

-水分を含んだ物を助手席に置い 
ているとを。 

V_ J 


お子さまを乗せるときは 


エンジンスイッチを" 11" にしたとさに約 
5砂間点灯して消えるのび正常です。 

P A ァドバィス 

• 表示灯び次のよ5な状態になった 
とさは、柔員姿勢検巧システムの 
異常び考えられますので、ずみや 
かに Honda 販売店で点検を受け 
て < ださい。 

•正しい柔車姿勢をとってち消 I 灯 
しないとき、あるいは助手席に 
柔員びいないのに消灯しないと 
さ。 

-エンジンスイッチを‘‘ 11" にして 
ち点灯しないとき、あるいは約 
5砂経過しても消なしないとを。 


お子さまは、後席に乗せ必ずシートベル 
卜を着用させてください。 

正しく着用できないかさなお子さまは、 
体格に合わせてチヤイルドシートをお使 
いください。 



























取り扱いについて 


「 A ;王意 - 

•サイドエアバッグの取り外し、分解などはしないでください。 

不適切に扱うと誤って作動したり、正南に機能しなくなります。 
• ドアやその周辺にカップホルダーなど 
の用品を取り付けないでください。 

また、フ□ントシートとドアの間付近 
に傘などの物を置かないでください。 

サイドエアバッグはドアに沿って膨ら 
むため、正常に機能しなくなったり、 

作動時にこれらの物び巧ぶことびあり 
ます。 


• フ□ントシートにシートカバーを取り 
付けないでください。サイドエアバッ 
グはシートの背ちたれが側に収納され 
ていて、エアバッグ収納部のカバーを 
おって膨らむため、正常に機能しなく 
なるおそれびありまず。 


• フ□ントシートの背をたれを倒したが 
態でとびはねるなど、サイドエアバッ 
グ収納部に無理な力を加えないでくだ 
さい。 
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3 .安を装備 サイドてアバツグシステム 



^み知識- 

■フ□ントシートまねり、センター 
ピ ラー まわり やセンターコン ソー 
ル付近の修理、オーディオ等用品 
を取り付ける場合は、サイドエア 
バッグシステムに影響を及ぼずお 
それびありますので、必ず 
Honda 販売店にご相談ください。 

■サイドエアバッグシステム装備車 
を廃棄するときはおず Honda 販 
売店にご相談ください。正しく取 
り扱わないとサイドエアバッグシ 
ステムび思いびけなく作動するこ 
とびおります。 

V_ J 


♦サイドエアバッグシステム警告な 
( SRS エアバッグシステム 
警告な兼用） 

メーター内に組み込まれており、サイド 
エアバッグユニットびシステムの異常を 
検出ずると点なします。 



エンジンスイッチを" 11" にしたとさに約 
6秒間点巧して消えるのび正常です。 


「 A ァドバィス- 

• 警告なび次のよ5な状態になった 
とさは、サイドエアバッグシステ 
ムまたは、乗員姿勢検巧システム 
の異常び考えられますので、すみ 
やかに Honda 販売店で点検を受 
けて < ださい。 

•運転中に点灯したとを。 

-エンジンスイッチを‘‘ 11" にして 
も点灯しないとさ、あるいは約 
巳秒経過してを消なしなし、とき。 
必要なときにサイドエアバッグび 
膨らまないおそれびあります。 





























シー トベルトプリテン シヨナー 


シートベルトプリテンシヨナーのしくみ 


参シートベルト 

プリテンシ ヨナーとは 

前ち向からの衝突により、前席シートべ 
ルトを瞬間的に引を込み、シートベルト 
の拘束効果をいっそラ高める装置です。 
SRS エアバッグシステムと同じ条件で作 
動しまず。 

SRS エアバッグシステム ー 124ぺージ 

♦どのよラに作動ずるか 

エンジンスイッチび" 11" のとき、前方向 
からの衝突により、センサーび一定け上 
の衝撃を感知するとシステムび作動し、 
前席シートベルトを瞬間的に引さ込み、 
シートベルトの巧束効果をいっそラ高め 
ます。 



「 A 迁意 - 

■シートベルトを着用するときは、 
必ず次のことをお守りください。 
守らないとプ U テンシヨナーび十 
分に効果を発揮しません。 

-シートベルトを正しく着用して 
<ださい。 

シート ベルトー能 ぺージ 
-正しい運転(乗車)姿勢をとって 
<ださい。 

正しい運転姿勢^日4ぺージ 


^ ろ！ 知識- N 

• シートベルトフ U テンシヨナ ーは 
一度作動すると、再使用できませ 
ん。作動すると、シートベルトを 
引き出ずことも卷き取ることもで 
をなくなります。 Honda 販売店 
で交換して < ださい。 

なお、シートベルトを着用してい 
なくても作動しまずので、助手席 
側を同時に交換してください。 

V_ J 
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3 .安全装備 シートベルトプリテンシヨナー 



取り扱いについて 


「 A ;王意 - 

• シートベルト引を込み装置の取り 
がし、分解などはしないでくださ 
し)。 

不適切に扱5と誤って作動したり、 
正常に機能しなくなります。 


^づ^1巧識-^ 

• シートベルト引き込み装置やセン 
夕ーコンソール付近の修理、才一 
ディオ等用品の取り付けおよび修 
理をする場合は、プ U テンシヨナ 
一に影響を及ぼすおそれびありま 
すので、必ず Honda 販売店にご 
相談ください。 

• シートベルトプ1」テンシヨナー装 
備車を廃棄するとさは、必ず 
Honda 販売店にご相談ください。 
正しく取り扱わないとプ U テンシ 
ヨナーと SRS エアバッグシステム 
び思いびけなく作動ずることびあ 
ります。 

V_ J 


参シートベルトプリテンショナー 
警告な ( SRS エアバッグシステム 
警告な兼用） 

メーター内に組み込まれており、 SRS ユ 
ニットびシステムの異常を検出すると点 
なします。 



エンジンスイッチを" 11" にしたとさに約 
6秒間点巧して消えるのび正常です。 


「 A ァドバィス- 

• 警告なび次のよ5な状態になった 
ときは、システムの異常び考えら 
れまずので、ずみやかに Honda 
販売店で点検を受けて < ださい。 
•運転中に点灯したとを。 

-エンジンスイッチを‘‘ 11" にして 
も点灯しないとさ、あるいは約 
巳秒経過してを消なしなし、とき。 
必要なときにシートベルトび引を 
込まれないおそれびあります。 
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アンチ□ックブレーキシステム 
(ABS) 


ABS のしくみ 運おのしかた 


参 ABS とは 

急制動や滑りやすい路面で制動ずるとを、 
車輪の□ックを防止ずることで車両の姿 
勢をま定させ、八ンドルの効さを確保し 
よラとずる装置です。 

参作動について 

. ブレーキ ペダルを踏んだとを、ペダル 
び小刻みに動<ことびあります。これ 
は ABS び作動しているとさの現象で 
異萬ではありません。そのまま、ブレ 
ーキぺダ J レを強く踏み続けてください。 



做！(約1日 km / h しツ下）では ABS は作動 
せず、普通のブレーキと同じ作動にな 
0ます。 


^づ?1知 識-^ 

■エンジン始動後、最初の発進時に、 

エンジンルームからモーター音等 

び聞こえることびありますび、こ 

れはシステムの動作チェックをし 

ている音で異常ではありません。 

V_ y 


この装置は制動距離を短くずるための 
ものではありません。 ABS を装備し 
ていない車両と同様に、路面び滑りや 
すくなるほど長い制動距離び必要にな 
ります。 

また、 ABS び作動した状態でも車両 
の姿勢や八ンドルの効さには限界びあ 
りますので、八イド□プレーニング現 
象び起こりやすい雨天時の高速走行な 
どにおいてち過信せず、を全運転にむ 
びけて < ださい。 

悪路、砂利道、深い新雪などの路面で 
は、 ABS の装備されていない車両に 
比べて制動距離び長くなることびあり 
ます。 

このよラな道路条件ではま度は控えめ 
にして車間距離を十分にとって運転し 
てください。 
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3 .安全装備 アンチ□ックブレ-キシステム 



取り扱いについて 


^づ?1知識 - N 

■タイヤはおず四輪とを同一指定ヴ 
イズのをのをお使いください。ヴ 
イズ(外径)の異なるタイヤを混用 
すると、 ABS び正常に機能しな 
<なることびあります。 

^_ _J 

♦アンチ □ックプレー キシステム 
( ABS ) 警告'な 

メーター内に組み込まれており 、 ABS 
び異常のとをに点灯します。 


エンジンスイツチを" 11" にしたとを点な 
し、数砂後に消なずるのび正常です。 
また、運転中に数砂間点なしてちすぐ消 
なし、その後走行中に点巧しなければ正 
南でず。 



• 警告打び次のよ5な状態になった 
ときは、システムの異常び考えら 
れまずので、すみやかに Honda 
販売店で点検を受けて < ださい。 

•運転中に点なしたとを。 

-エンジンスイッチを‘‘ 11" にして 
を点なしないとさ、あるいは数 
砂経過してを消なしないとを。 
なお、この場合でを通萬のブレー 
キと しての性能はお保されていま 
す。 （ ABS としての作動はしませ 
ん） 
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その他のを全装備 


ほかに、次のよ5なま全装備を採用して 
います。 

♦シフト□ック装置 

セレクトレバーの誤操作防止を助けます。 

(一巧ページ） 

♦八イマウントストップランプ 

ストップランプを高い位置にも設置し、 
後ちから見えやすくしています。 

参後席兰点式シートベルト 

上半身を拘束する=点式シートベルトを 
後席にを採用しています。 

(一朗ページ） 

参シートベルトリマインダー 
(非着用警報装置） 

シートベルトの未着用をランプとブヴー 
で巧らせ、ベルトの着用を促します。 

(一朗ページ） 

参ドアビーム 

側面から外力び加わったとさに、ドアの 
変形を抑える効果びあります。 


参 □ —ルオーバーバルブ 

車び転倒したとさ、燃料タンクからの燃 
料流出を防止します。 

•難 燃 性材料使用の内装 

フ□アカーペットやシートなどには、燃 
え広びりにくい素なを採用しています。 

参リヤワイパー 

雨天時の後ち視界の確なに効果びありま 
す。 

(―朋ページ） 
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ドライブを快適にする装備 



参エアコン 

吹き出し風の調節 . 149 

エアコンインデックス . 150 

才ートエアコン . 152 

•オーディオ 

上手な使いかた . 158 

アンテナ . 161 


♦室内装備品 

室内な . 162 

マップランプ . 163 

エンジンスイッチ照明な……164 

アクセサ U — ソケット . 164 

サンバイヴー . 165 

チケットホルダー . 165 

ル物入れ . 166 

カップホルダー . 167 

コインホルダー . 168 

コ—ト フック . 168 

U ヤシエルフ . 169 

携帯電話接続キット . 170 




















エアコン 
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4. ドライブを快適にずる装備エアコン 



のさ出し風の調節 


吹を出し□を閉めるとさは、フィンを閉 


じます。 


フィンを上下または左ちに回して、吹さ 
出し風の向きを調節しまず。 

-のき出し □ 



^づ?1知識- S . 

■側面ガラスび曇ったときは、吹き 
出し風びガラスに直接当たるよラ 
両側の吹き出し□の向きを調節す 
れば、より早く曇りを取ることび 
でさます。 

'v. _ J 



吹を出し口を開けるとさは、フィンの 
"〇"を押します。 





























エアコンインデックス 
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4. ドライブを快適にずる装備 


エアコン 
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オー トエアコン 


参才ートエアコンを使ラとき 

エンジンをかけた状態で使いまず。 


温度調節ダイヤル 

ダイヤルを回して温度を設定します。表示温度は室温設定時のめやすとなります。 


ファンスピード切り換えダイヤル 

ダイヤルを‘‘ AUTO " にすると風量び 
自動制御されまず。 


のさ出し□切り換えダイヤル 

ダイヤルを" AUTO " にすると吹き出 
し□の切り換えび自動制御されます。 



内外気切り換えスイッチ - 

スイッチを押して外気導入(表示な 
消な）と内気循環(表示灯点な)を切 
り換えます。 

トンネルやおお地域などでミちれてい 
るが気を室内に入れたくないときは、 
内気循環にします。 

また、吹き出し□切り換えダイヤル 
を"*'^ "または"嘯？"にずると 
自動的に外気導入に切り換わります。 


^ エアコンスイッチ - 

フアンスピード切り換えダイヤルび 
" OFF " じ(外のとき、スイッチを押す 
とエアコンび作動します。（表示灯 
点な） 

を房や除湿暖房をずるとをに使いま 
す。 

また吹き出し□切り換えダイヤルを 
"み‘"または"而？"にすると自 
動的にエアコンび作動します。 
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4. ドライブを快適にずる装備 


エアコン 



通常の使いかた 

①フアンスピード切り換えダイヤルを AUTO にします。 

⑥吹を出し口切り換えダイヤルを AUTO にします。 

⑥温度調節ダイヤルで室内の温度を設定しまず。 

④を房や除湿暖房をずるときは、エアコンスイッチを入れます。 

停止するときは フアンスピー ド切り換えダイヤルを‘‘ OFF " にします。 

广 iSi ‘ミロ战 \ 

•外気温によっては、；令風の巧き出しを防ぐため、オートエアコン作動後一定時間 
フアンび回転しないことびあります。 

■希望温度に設定したら、温度調節ダイヤルをむやみに動かさないでください。設 
定温度への到達時間び長くなることびあります。 

■長時間、：令風を直接体に当てないでください。：令やしずざは健康上良くありませ 
ん。 

■炎天下に駐車していたとをは、窓を開けて熱気を追い出しなびら、を房を開始し 
て < ださい。 

V_ y 
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参マニュアルで使ラとさ 

各スイッチ、ダイヤルを組み合わせて使ラことびでをまず。 


ファンスピード切り換えダイヤル 


ダイヤル 
の位置 

OFF 

AUTO 

— 

風量 

停止 

自動切換 

弱強 


のさ出し□切り換えダイヤル 

ダイヤルを回すと吹さ出し□び切り 
換わりまず。（ちページ参照） 



エアコンスイッチ - 

ファンスピード切り換えダイヤルび 
" OFF " じ(外のとを、スイッチを巧す 
とエアコンび作動します。（表示な 
点な） 

冷房や除湿暖房をするとをに使いま 
す。 

また吹を出し口切り換えダイヤルを 
" "または"而7 "にずると自 
動的にエアコンび作動しまず。 
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4. ドライブを快適にずる装備エアコン 
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参前面/側面ガラスの霜や量りを取りたいとさ（デフ□スター) 

①フアンスピード切り換えダイヤルを" AUTO " にします。 

⑥吹を出し口切り換えダイヤルを"巧り"にします。 


F デフ□スター 

ガラスの曇り取りなどに使用します。 
ダイヤルを"つ巧？’’にすると自動的 
にエアコンび作動し、外気導入に切 
り換わります。また、吹さ出し□び 
前面および側面ガラスに切り換わり 
ます。 




^で知識- -X 

■エアコンスイッチを入れているとさは、設定温度を最大;令房付近にしないでくだ 
さい。；令風び前面ガラスにあたるとガラスの外側び曇ることびあり、視界のさま 
たげになります。 

^_ J 


急速に霜を取りたいとき 



^る！知識- 'v 

• 内気循環で使い続けると車内の湿 
気で窓ガラスび曇り、視界のさま 
たげになります。一度霜を取った 
をは外気導入で使って<ださい。 

V_ J 
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4. ドライブを快適にずる装備エアコン 



参エアコンを常用しないとを 

装置各部のオイルををらさないために、とをどきエンジンを低回転させた状態で数分間 
;令房または除湿暖房をしてください。 

广夕?!が識- 's 

■室内の温度びほい場合は、エアコンび作動しないことびあります。このよ5な場 
合には、内気循環で室内を暖めてからエアコンスイッチを入れると作動します。 

V_ J 


参温度感知装置 

オートエアコンには、温度感知装置などのセンサーびついています。曰射感知部や車内 
温度感知部の上に物を置いたり、水をかけたりしないでください。車内温度び設定温度 
とずれることびあります。 
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オーディオ 


ナビゲーシヨンシステム装備車の才ーデ 
イオ.テレビの取り扱いについては、別 
冊のナビゲーシヨンシステム取扱説日月書 
をご覧ください。 


上手な使いかた 


^る！知識- -N 

•運転中の音量は車外の音び聞こえ 
る程度の音量でお使いください。 

車外の音び聞こえない状態では安 
全運転のさまたげとなります。 

また、運転中の才ーディオ操作は、 
安全運転に支障びないよラにして 
ください。 

• 車内や車の近くで携帯電話や無線 
機を使ラとオーディオに雑音び入 
ることびあります。 

V_ J 


参ラジオについて 

ラジオの受信については、車の走行にと 
ちない受信状態び刻々と変わったり、障 
害物や電車、信号機などの影響により最 
良な受信状態を維持することび困難な場 
合びありまず。 
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4. ドライブを快適にずる装備 


才ーディオ 



参 CD / MD について 

ディスクのを形を避けるため、直射日光 
や高温多湿を避けてケースに入れ保管し 
てください。 

悪路走行などで激しく振動した場合、音 
とびすることびあります。 


些 

ディスクの信号面は直接手で軸れないで 
ください。指紋等のミちれび付くと、音と 
びなどをずることびあります。 

下記マークのついていないディスクおよ 
び円形しツ外のデイスクは使えません。 


寒いとさや雨降りのときは、プレーヤー 
内部に露冰;苗)び生じ、正しく作動しな 
くなることびあります。その場合、デイ 
スクを取り出し、換気または除湿をして 
からお使い < ださい。 



COMPACT 



DIGITAL AUDIO 


•ディ 


知識 


デイスクはおず円おのちのをお使 
いください。円おじ(外のディスク 
を使用すると故障の原因となりま 
す。 


MD 

シャッターを無理にあけないでください。 
こわれることびあります。 

また、ディスクの信号面は直接手で触れ 
ないでください。指紋等のちれび付くと、 
音とびなどをすることびあります。 






























参カセットについて 

なのよラなカセットテープは、故障の原 
因になりますので、ご使用はお避けくだ 
さい。 

-ラベルびはびれかけていたり変形した 
カセットテープを使用ずると、回転不 
良を起こしたりテープび取り出せなく 
なる場合びあります。 



1甜分(上のテープは非常に薄いため、 
伸びたり、プレーヤーに巻を付いたり 
する場合びあります。 


カセットテープは、プレーヤーにテープ 
び巻を込まれたりしないよ5に銘筆など 
でたるみをとってから差し込んで<ださ 
い。 



音び歪んたり局音か出く くなった場合 
は、市販のク U —ニングテープなどでプ 
レーヤーの手入れをしてください。 


カセットテープは、をおしたり録音び消 
えてしまわないようにほこり、直射日光 
や磁気のあるものの近くを避けてケース 
に入れ保管して < ださい。 
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4. ドライブを快適にずる装備 


オーディオ 



アンテナ 


テールゲートガラス内側にラジオ用のア 
ンテナ線び、後部ウインドー内側にテレ 
ビ用のアンテナ線（ナビゲーシヨンシス 
テム装備車)びありまず。 



^づ^1な識- -X 

• アンテナ線は傷つさやすいので、 
清掃のときはアンテナ線に沿って 
柔らかい巧でふいてください。ま 
た、手荷物などで傷つけないよラ 
にしてください。 
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室内装備品 


室内打 


"ON" 

ドアの開閉に関係なく点打しまず。 

神間） 

ドアを開けると点灯し、閉めると消打し 
ます。 

また、次の場合にち点巧し、そのを消な 
し 〇 

•運転席ドアを解綻したとを 
(ウエルカムランプ機能） 

-エンジンスイッチからキーを抜いたと 
さ 

消なするとをは、徐々に減光してから消 
よ9 〇 

"OFF" 

ドアの開閉に関係なく消なします。 


♦室内'打 
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4. ドライブを快適にずる装備室内装備品 



^づ?1が識- -x 

•なの操作を行ったとさは、室内打 
は減光せずにすぐに消巧します。 

-運転席ドアを施錠したとさ 
-エンジンスイッチにキーび差し 
込まれた状態でドアを閉めたと 
さ 

• エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとをは、運転席ドアを 
解綻してち室内巧は点なしません。 
■"中間’’の位置のときに、エンジン 
スイッチにキーを差し込んでいな 
いときは、バッテ U - 保護のため、 
ドアを開けたままにしていると約 

3分後に消なします。 

V_ y 



[サンルーフ装備車] 


スイッチを巧すと点なし、もラー度押す 
と消なしまず。 

夜間、車を止めて地図などを見るときに 
便利です。 
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エンジンスイッチ照明な 


アクセヴ U —ソケッ 


ドアを開けると点なし、閉めると消なし 


カバーを開けて使用します。 


ます。 

また、なの場合にち点灯し、その後消な 
します。 

•運転席ドアを解綻したとを 
-エンジンスイッチからキーを抜いたと 
さ 



^づ?1知識-^ 

■バッテ U - 保護のためドアを開け 
たままにしていると、約3分をに 
消なします。 

^ _ J 


Honda 純正の電気製品の電源を取り出 
ずのに使用します。 

(消費電力に日 W [にボルト、1日アンペア] 
まで使巧でさます。） 



^づ?1知識- 

• Honda 純正品(外の電気製品の 
電源を取り出さないでください。 
バツテ I 」 一 あびりやアクセサ U - 
ソケツトの損傷の原因となります。 

•パ'ツテリーあびりを防ぐため、エ 
ンジンびかかっている状態でご使 
用 < ださい。 

• シガレツトライターは差し込まな 
いで<ださい。発熱するおそれび 
ありまず。 

•アクセサ U —ソケツトを使わない 
ときは、異物の侵入を防ぐため力 
パーを閉めてください。 

V. ___ J 
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4. ドライブを快適にずる装備室内装個品 



ヴンバイザー チケットホルダー 


サンバイヴーを横にずるときは、フック 
から外して行います。 



♦バニテイミラー(化粧鏡） 

サンバイヴーに鏡びあります。 
お化粧のとをなどに便利です。 
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ル物入れ 


参グ□-ブボックス 

ノブを引くと開さます。 

ライトスイツチび " OFF " し U 外のとき照明 
巧び点なしまず。 



♦ドライバーズポケット 

ノブを引 < と開さます。 



♦コンソールト レー 

ノブを押し、 ふたをスライドさせて開さ 
ます。 


A 警告 - 

•走行中は、グ□ーブボックスのふ 
たを必ず閉めてください。 

グ□ーブボックスのふたび開いて 
いると、衝突したとさなどにふた 
にぶつかった0、内部の物がとび 
出したりして思わめ事故につなが 
ります。 
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4. ドライブを快適にずる装備 室内装備品 



カップホルダー 


♦後席用 


カツプなどを置くときに使いまず。 


^ろけ D 識-^ 

• ドアの開閉や走行中の振動、車の 
動さなどで飲み物びこぼれること 
びあります。 

熱い飲み物などはやけどのおそれ 
びあ0まずのでミ主意して < ださい。 
■飲み物びスイッチ等にかかると、 
故障の原因となりますのでを意し 
て < ださい。 

^_ J 


参前席用 

ノブを巧し、ふたをスライドさせて開さ 













































コインホルダー 


—トフック 


ル銭を入れておくと有料道路の料金所な 
どで便利です。 



引さ出して使います。 
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4. ドライブを快適にずる装備き内装個品 




♦取り外し 


♦取り付け 

①テールゲート左ちにあるテールゲート 
ノ V ンガーを引さ下げます。 


① U ヤシエルフを左ちのテールゲート八 


⑦1」ヤシ王ルフを左ちのテールゲート八 


ンガーから取り外しまず。 



⑥ U ヤシエルフを前ちへ引き、テールゲ 
ートから取り外します。 



④テールゲートノ V ンガーを前ちに倒し格 
細します。 


ンガーに取り付けまず。 

⑥テールゲート後側に U ヤシエルフの固 
定ピンを確実に差し込みます。 

广ろ！が識-^ 

• U ヤシエルフの上に物を置かない 
で < ださい。 

後ち視界をさまたげるばかりでな 
く、急ブレーキなどのとさにとび 
出すおそれびあ0ます。 

• 1」ヤシエルフ本体、ネット部に強 
い力をかけないで < ださい。 

• 力ーゴスペースに荷物を置くとき 
は、力ーゴスペース横にある印の 
高さを越えないようにしてくださ 
い。 



V_ y 




















































携帯電話接続キッ 



[ナビゲーシヨンシステム装備車 I 


付属のケーブルを使って、携帯電話をグ 
□ー ブボックス内上側にある端テと接続 
して使います。 

广夕け D 識- N 

■お買い上げ時、接続ケーブルはグ 

□ーブボックスに入っています。 

V_ J 


接続した携帯電話は、図のよラにネット 
の中に入れてお < ことびでをます。 



詳細に関しては、ナビゲーシヨンシステ 
ムの取扱説明書をご覧ください。 
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万一のとを 



♦工具-スペアタイヤ-発炎筒 


格納場巧 . 172 

工具の種類 . 173 

発炎筒について . 173 

♦故障したとさ 

踏切で動けなくなったとさ•174 
高速道路で故障したとを174 
道路で動けなくなったとさ '••175 
故障の修理について . 175 

参事 故が起きたとき . 176 

♦けん引 

けん引されるとを 
(□— プによるけん引）……178 
故障車をけん引するとを181 


♦パンクしたとき 

ジャッキの取り扱い . 182 

応急用スペアタイヤ . 184 

タイヤ交換 . 185 


参オー/(—ヒートしたとさ 
. 192 

•電気系統が異常のとさ 

バッテリーあびりのとき……194 
ライト類び点なしないとさ、 
電気装置び作動しないとを 

. 196 

テールゲー トの解綻び 

でさないとを . 208 

サンルーフび作動しないとを 

. 209 


* を国の Honda 販売店および JAF の電話ま哥ホ別冊のけービス網一覧」に記載してありまず。 



















工具.スペアタイヤ-発炎筒 


格納場所 


参工具-スペアタイヤ 



応急巧スペアタイヤ 


♦発炎筒 



発炎筒は助手席足元にあります。 
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己.万一のとき 工具.スペアタイヤ.発が筒 



工具の種類 



ジャッキ 


n ~ «=»1 

グリ "/ プ をートマチック車 I 


ホイールナツトレンチ 
(兼ジャッキ A ンドル） 


ジャッキ八ンドルパ- 


マイナスドライバ ー I 才-トマチック車] 


ヴンルーフレンチ 


1 [ 


サンルーフ装備車 I 


^夕知識- -S 

■工具の種類、ジャッキ、発炎筒の使いかたなどは万一のとき困らないよラあらか 
じめ確かめておきましよう。 

■スペアタイヤ、ジャッキは走行中動かないよ5に、所定の位置にしっかり固定し 
て < ださい。 

• 高ま道路で故障などにより停止するとさは、停止表お器がによる表示義務びあり 

ますので、停止表示板などを常時携帯するようにしましよラ。 

V_ J 


発炎筒について 


高速道路、踏切などの危険な場所で故障 
したとさに使います。発炎筒に記載され 
ているなのことをよく読んであらかじめ 
お認しておいてください。 

-使いかた -使用上のミ主意 

-発炎時間 -有効期限 

「 A 警告 - 

• ガソ U ンなどの燃えやずいちのの 
そばでは使わないでください。 
义災や爆発のおそれびありまず。 


「/ h な意 - 

•おテさまにいじらせないでくださ 
し、いたずらなどにより発炎筒び 
発火して思わめ事故ややけどの原 
因になりまず。 

•発炎筒を使ラとさ顔や身体に向け 
るとやけどなどをずることびある 
のでおやめ < ださい。 

• トンネル内では視界を悪くするの 
で使用しないでください。 

トンネル内では非常点滅表示巧を 
使ってください。 
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故障したとさ 


車を路肩に停め、非苗点滅表示なを点滅 
させます。必要に応じて停止表示板（ま 
たは停止表示な)、発炎筒を使い、後続 
する車に故障車とわかるよラにします。 


踏切で動けなくなったとさ 


脱輪などで踏切内で動けなくなったとさ 
は、踏切の非常ボタンを押してください。 
非常ボタンびわからず、緊急を要ずると 
さは、発炎筒で合図をしてください。 


高速道路で故障したと 


車を路側帯に寄せ、非常点滅表示なを点 
滅させ、車両後ちに停止表示板(または 
停止表示な)を置いて表示して < ださい。 
法律で義務づけられています。 



人は車からおりて、を全な場所に避難し 
てください。 
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己. 万一のとさ 故障したとを 



道路で動けなくなったとさ 


一般道路で動けな<なったとさは、付近 
の人に安全な場所まで押してもらって< 
ださい。 



^ろ！知識-^ 

•マニュアル車、才ートマチック車 
ともにスターターを回して車を動 
かすことはでをません。 

クラッチ-スタートシステム 

I マニュアル車 I 

一1日4ぺージ 

'v. _ J 


故障の修理について 


Honda 販売店へお申しつけください。 



お持ちこみいただければ、簡単なをのは 
その場で修理いたします。長<かかるち 
のは、予定をお知らせします。 

お持ちこみのむずかしいとをには電話で 
ご連絡ください。 

遠出などのときは全国どこでも Honda 
販売店へご連絡<ださい。 

Honda 販売店および JAF の電話番号につ 
いては別冊の「ヴービス網一覧」をご覧く 
ださい。 
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事故が起きたとき 


あわてずになの処置をとります。 

1事故の続発を防ぐ。 

他の交通のさまたげにならないよ5な 
ま全な場所(路肩、あき地など）に車を 
移動させ、エンジンを止めまず。 



2負傷ちびいる場合は、応急手当を 
巧ラ。 

医師、救急車などび到着するまでの間、 
可能な応急手当を巧います。 

この場合、とくに頭部に傷などびある 
とさは、そのままの姿勢で動かさない 
よ5にしますび、後続事故のむ配びあ 
るときは安全な場所に移動させます。 



^みミロ識- N 

• が傷びな < てを医師の診断を受け 
ましよ5。後になってから後遺症 

び出るおそれびあ0ます。 

V_ J 
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己.万一のとを 


事技!が起きたとさ 



3警察へ連絡ずる。 

事故び発生した場所、状況、負傷者や 
負傷の程度などを警察官に報告し、指 
示を受けまず。 


4巧手方、事故の状況をメモずる。 

5ご購入された販売店や保険会社へ 
連絡ずる。 



麵 












けん引 


けん引は専門業者に依頼し、でさるだけ 
四輪または前輪を持ち上げて行ってくだ 
さい。 

P ァドバィス 

•車輪び動かないときなど動力伝達 
装置に異常びあると思われるとを 
は、必ず四輪または前輪を持ち上 
げてけん引してください。 


けん引されるとを 
(□-プによるけん引) 


やむをえず四輪を接地させて□ープでけ 
ん引を行う場合は、なのち法で行ってく 
ださい。 


の[才ートマチック車] 

トランスミツシヨンオイルの量び目盛 
りの上限と下限の間にあるかを点検し 
ます。 



下限より下びっている場合は、四輪また 
は前輪を持ち上げてけん引してくださし)。 
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己.万一のとき けん引 



⑥□ープをけん引フックにかけ、□ープ 
中央部に白い巧の. 3 m 平ち!;■(上)を付 
けまず。 



④チェンジレバーまたはセレクトレバー 
を N (ニュートラル）にしまず。 

⑥パーキングブレーキを解除し、けん引 
されまず。けん引中は、前の車の制動 
なにミ主意して□ープをたるませないよ 
5にしてください。 

⑥を ■ —トマチック車 
速度3日 km / hl ； (下、走行距離孤 km け内 
でけん引して < ださい。 


④エンジンをかけます。 

エンジンびかからないとさは、エンジ 
ンスイッチを‘‘ I "または‘‘ 11" にします。 
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p A ァド/ くィス- 

•けん引フックに□ープをかけると 
きは、車体やフックの破損•をあ 
を防ぐためになのことに気をつけ 
て < ださい。 

-けん引フックじ(外のところに □ 
ープをかけないで < ださい。 

• けん引時にけん引フックに大を 
な衝撃び加わるよラな運転をし 
ないでください。 

-けん引□ープはでさるだけ伸縮 
性のある□ープを使用してくだ 
さい。 

• ワイヤー□ープや金属製のチェー 
ンなどを使ってけん引されるとを 
は、車体にあたる部分のチェーン 
に巧をまくなどして行ってくださ 
し)。 

そのままけん引されると、バンパ 
一に傷をつけるおそれびあります。 


广みミロ識- -X 

•エンジンび停止している状態での 
けん引は、次のことに気をつけて 
ください。 

-ブレーキの倍力装置びはたらか 
な<なるので、ブレーキのをを 
び悪くなります。 

-パワーステア U ングのパワー装 
置びはたらかなくなるので、八 
ンドル操作び重くなります。 

• マニュアルトランス5ッシヨン 
車は、エンジンスイッチを"日" 
にするとキーび抜けることびあ 
り、八ンドルび□ックされノ V ン 
KJ レ操作びできなくなり、事故 
につなびるおそれびあ0ます。 

■長い下り坂では、ブレーキ部の温 
度び上びりブレーキびさかな < な 
るおそれびあります。レッカー車 

にけん引してをらつてください。 

V_ _ _ ) 














己.万一のとき けん引 



故障車をけん引ずるとを 


やむをえず故障車をけん引するときは、 
自車より重い車のけん引は避けてくださ 
し、。 



「 A ァドバィス- 

•けん引フックに□ープをかけると 
をは、車体やフックの破損■変形 
を防ぐために次のことに気をつけ 
て < ださい。 

-けん引フックじ(がのところに □ 
ープをかけないで < ださい。 

-けん引時にけん引フックに大を 
な衝撃び加わるよ5な運転をし 
ないで < ださい。 

-けん引□ープはでをるだけ伸縮 
性のある□ープを使用してくだ 
さい。 

• ワイヤー□ープや金属製のチェー 
ンなどを使ってけん弓 I するときは、 
車体にあたる部分のチてーンに巧 
をまくなどして巧ってください。 
そのままけん引すると、バンパー 
に傷をつけるおそれびあります。 






























パンクしたとき 


ジャッキの取り扱い 


♦ジャッキをかける位置 



参ジャッキの取り出しかた 

ジャッキをゆるめて外します。 



^ろ！知識- N 

■ジャッキを格納ずるときはドライ 
ノ く一などで無理に締めないでくだ 
さい。 

ジャッキ取り付け部びをおするお 
それびあります。 

'v. _ J 
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己.万一のとを 


バンクしたとき 



参ジャッキのかけかた 

①地面び固い平らなところに車を停めま 
す。 

③パーキングブレーキを十分にかけ、交 
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ 
の前後に石などで輪止めをします。 

⑥ジャッキを地面に置き、手で回してジ 
ヤツキの溝びジヤツキポイントに入る 
まで上げます。 



④ジヤツキ八ンドルとジヤツキ八ンドル 
バーを使って、タイヤと地面び少し離 
れるまで車体を上げます。 



A 警告 - 

•車びジャッキだけで支えられてい 
るとをは、不安定な状態にあるの 
で車の下に入ったりしないでくだ 
さい。 

万一、ジャッキび外れると、思わ 
め事故につなびります。 


r-/h 迂意 - 

•ジャッキを使うとさはま全のため、 
次のことを必ず巧つてください。 

-エンジンをかけたままにしない。 

- i 也面び固い平らなところな外で 
は使用しない。 

-指定された位置しが'(■にかけない。 

-人や荷物をのせたままにしない。 

-ジャッキの上や下に物をいれた 
りしない。 

• タイヤ交換やタイヤチェーン着 
脱しリタ I には使用しない。 


^る！知識- N 

• この車に搭載されているジャッキ 
をお使いください。他のジャッキ 
では支えられる重量(呼荷重)び不 
足したり、おがび合わないことび 
ありまず。 

V _ J 
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応急用スペアタイヤ 


固定ネジをゆるめて取り出しまず。 



応急用スペアタイヤは、タイヤびパンク 
したとさの応急用としてのみに使ラタイ 
ヤです。 


標準タイヤ 応急巧スペアタイヤ 


お使いになるとさはなのことをお守りく 

ださい。 

^る！知識- 

•空気圧はとさどを点検し、指定空 
気圧でお使いください。 

指定空気圧： 

420 kPa (4.2 kgf/cm^) 

•応急用スペアタイヤを装着したと 
をは、1册 km/h じ(下で走行し、で 
をるだけ早く標準タイヤに交換し 
てください。 

■応急用スペアタイヤを装着してい 
るときは最低地上高びさ日に低く 
なります。床下や マフラーを 損傷 
しないよラに十分ミ主意して走行し 
て < ださい。 

• この応急用スペアタイヤとホイー 
ルはこの車の専用品です。他の夕 
イヤやホイールと組み合わせたり、 
他の車に使わないでください。 

■応急用スペアタイヤにはタイヤチ 
ェーンは装着でさません。 

チェーン装着時に前輪びパンクし 
たとさは、応急用スペアタイヤを 
後輪に装着し、外した後輪タイヤ 
を前輪に取り付け、これにタイヤ 

チェーンを装着してください。 

V_ J 
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已.万一のとき 


パンクしたとき 



タイヤ交換 


1はじめに 

①車を地面び固く平らでま全な場所に停 
め、工具類、応急用スペアタイヤを取 
り出します。 

⑤パーキングブレーキを十分にかけ、交 
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ 
の前後に石などで輪止めをします。 



③応急用スペアタイヤは交換ずるタイヤ 
近くの車体の下にホイール表面を上に 
して置さまず。 

















2 ジャッキで車体を上げる 

①ジャッキをセットしまず。 

ジャッキをかける位置- -182 ページ 
③ホイールナットをホイールナットレン 
チで少し(約]回転)ゆるめます。 



③タイヤと地面び少し離れるまでジャッ 
キで車体を上げます。 
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己.万—のとき バンクしたとき 



3タイヤを交換ずる 

①ホイールナットを外し、タイヤを外し 
ます。 



^ろ！知識- N 

■標準装着のタイヤを横にして地面 
に置くときは、下に巧などを敷い 
てその上に置いてください。 
そのまま置くと、ホイールに傷び 
つ < おそれびあります。 

^_ J 


感応急巧スペアタイヤのホイールの接触 
面のよごれを这\さ取ります。 



感応急巧スペアタイヤを取り付けます。 
® ホイールナツトがホイール巧のシート 
部に軽く当たり、ホイールがガタつか 
ない程度までホイールナツトを締めま 
す。 


ホイールナット 


ホイール巧のシート部 
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⑥ジャッキをおろし、図の番号順に2〜 
3度にわたり、ホイールナットをしつ 
かり締め付けます。 

ホイールナット締め付けトルク： 

98-118 N'm (10.0-12.0 kaf ' m ) 



4標準タイヤを収納ずる 

①パンクした標準タイヤはセンターキヤ 
ップを外しまず。 



⑥パンクした標準タイヤをしまい、スぺ 
ーヴーを、応急用スペアタイヤを固定 
していたときとは逆向をにして固定し 
ぶ9 〇 























己.万—のとき バンクしたとき 



5標準タイヤを取り付けるときは 

①標準タイヤのホイールの接触面のよご 
れを&さ取ります。 



^ろ！知識- N 

■標準装着のタイヤを横にして地面 
に置くときは、下に巧などを敷い 
てその上に置いてください。 
そのまま置くと、ホイールに傷び 
つ < おそれびあります。 

J 

③標準タイヤを取り付けます。 


感ホイールナツトがホイール巧のシート 
部に軽く当たり、ホイールがガタつか 
ない程度までホイールナツトを締めま 
す。 



® ジャッキをおろし、図の番号順に2〜 
3度にねたり、ホイールナットをしつ 
かり締め付けます。 

ホイールナット締め付けトルク： 

98-118 N-m (10.0-12.0 kaf - m ) 
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^ づ?1が識-^ 

•この車専用のタイヤ、ホイールをお使いください。 

専用じ(外のタイヤ、ホイールを使ラと走行装置やブレーキ装置に支障をさたすお 
それびあります。タイヤ、ホイール交換に際しては、必ず Honda 販売店にご相 
談ください。 

• レンチを足で踏んだり、パイプなどを使って必要！;■(上に締め付けないでください。 
トルクびかかりずざることびあります。 

■パンク修理、タイヤの摩耗、1」ムのをおなどでホイールバランスび狂5ことびあ 
ります。車体の振動などの異常を感じたら Honda 販売店で点検を受けてくださ 
し'!。 

* タイヤ交換はを全のため、地面の固い平らな場所で、他の交通に十分ま意して行 
ってください。必要に応じて停止表示板、非常点滅表示なを使ってください。 
■おず同一指定サイズ、同一種類のタイヤを使って<ださい。指定サイズしソ外の夕 
イヤや種類の異なるタイヤを使5と安全性を損ないまず。 

■応急用スペアタイヤの空気圧は使5とさに調整してください。 

やむをえず、未調整のまま走る場合は、速度を控えめにしてください。 

タイヤの空気圧 一249ページ 

■パンク修理などでホイールを取り付け直したとをには、念のため1,孤 0 km 走行時 
にホイールナツトのゆるみの有無を点検してください。 

V_ J 
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已.万一のとき 


パンクしたとき 
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才ーバーヒートしたとき 


なのよラなとさは、オーバーヒートです。 
-水温計の針び" H " の目盛に入ったり、 
エンジンの力び急に落ちる。 

-エンジンルームから蒸気び立ちのぼっ 
てし''る。 

A 警告 - 

■エンジンルームか5蒸気び出てい 
るとさは、ボンネットを開けない 
で < ださい。 

蒸気や熱湯び&き出し、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれび 
あります。 

■エンジンび十分にをえ、水温び下 
びるまで ラジエーター キャップを 
外さないでください。 

冷ま P 水には圧力びかかってしぶた 
め、蒸気や熱湯びふさ出し、やけ 
どなどの重大な傷害を受けるおそ 
れびあ0ます。 


参処置のしかた 

①車をま全な場所に停めます。 

⑥エンジンをかけたままボンネットを開 
けて風通しをよくします。 



^る！知識- -N 

•エンジンルームから蒸気び出てい 
るときは、エンジンを止めます。 
蒸気び出なくなってからボンネッ 
卜を開け、エンジンをかけて<だ 
さい。 

V_ J 


























己.万一のとき 才ーパ'-ヒートしたとき 



④を却フアンの作動を確認し、水温計の 
針び下びってきてからエンジンを止め 
ます。 

を却フアンび作動していないときはず 
ぐにエンジンを止めてください。 



P A ァドゾくィス- 

• ;令ち P ファンび作動していない場合 
は、故障び考えられまずので、 
Honda 販売店へご連絡ください。 


④エンジンび;令えてから、：令却水量、ホ 
ースなどからの水漏れを点検します。 



⑥冷却水量び不足していたらラジエータ 
一と U ヴーブタンクに;令ま P 水を補給し 
ます。冷却水びない場合は、応急的に 
水を補給しまず。 

アド/ く'イス-1 

■エンジンび熱いとさに冷ま P 水を入 
れないでください。急に;令たい;令 
却水を入れると、エンジンび損傷 
ずるおそれびあ0まず。 

:令却水はエンジンび;令えてからゆ 
つくりと入れてください。 


⑥なるべく早< Honda 販売店で点検を 
受けて < ださい。 
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電気系統が異常のとさ 


バッテリーあびりのとを 


なのよラなときは、バッテ U —あびりです。 

-スターターび回らないか、回っても回転び謂くエンジンびかからない。 
-ライトびいつもより極端に日音かったり、ホーンの音びルさい。 

参処置のしかた 

ま全のため、巧しびけはしないでください。 

救援車のバッテ U —を利用してエンジンを始動させます。 

①ブースターケーブルをなの順までつなざます。 

。本 S 

〇自車のバッテリーの©端子 
0 救援車のバッテ U —の©端モ 

I 2 本目 

©救援車のバッテ U —の©端モ 
〇自車のエンジンのアース線端子 



③ 救援車のエンジンを始動し、回転数を少し高めにしまず。 

⑤ 自車のエンジンをかけまず。 

④ ブースターケーブルをつないだとさと逆の順まで外します。 

⑥ Honda 販売店や最寄りのガソ U ンスタンドなどで点検を受けてください。 
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己.万一のとを 


電気系統び異甫のとを 



「 A 警告 - 

• バッテ U - を取り扱うときは次のことを必ず守ってください。 

バッテ U —から発生する可燃性のガスに弓 I 火すると爆発のおそれびあります。 

-バッテ U —液び不足しているとさは、エンジンの始動または充電を巧わないで 
<ださい。 

-乂気を近づけないでください。 

-帯電した身体でバッテ1」一に軸れないでください。 

-換気に十分ま意し、換気の悪い場所では充電を行わないでください。 

-バッテ U - を充電するとさは、すべてのキャップを外してください。 

• ブースターケーブルをつなぐとをは次のことを必ず守ってください。乂巧び出て、 
バッテ U —から発生する可燃性のガスに弓 I 火すると爆発のおそれびあります。 

-自車のバッテ U —の©端子に直接ケーブルをつなびないでください。 

-©端子と©端テを間違えないでください。 

-ケーブルの先端どラしを接おさせないでください。 

■バッテ U —液は希硫酸です。目や巧ふに付くとその部分び侵されまずので十分を 
意してください。 

万一、付着したときはずぐにを量の水ですくなくとを5分間し U 上洗ミきし、飲み込 
んだとをはすぐにを量の飲料水を飲んでください。応急処置後は、専門医の診察 
を受けてください。 


广 知識 -N 

• バッテ U -液び不足しているとをは、使用しないでください。 

バッテ U —内部の劣化び進むおそれびあります。 

• ブースターケーブルのク1」ップは、エンジン始動時などの振動で外れたりしない 
よラに確実に固定してください。また、ブースターケーブルび;令却フアンやべル 
卜に卷を込まれないよラに十分気をつけてください。 

•救援車には、12 V のバッテ U - を装着している車を使用してください。 

■バッテ U —交換などでバッテ1」ーケーブルを外して再接続したとをは、運転席パ 
ワーウィンドーのオート作動びでさなくなります。バッテ U —ケーブルを接続し 
たあとは、オート作動の機能を復帰させてください。 

はさみ込み防止機構 一47ページ 

V__ J 
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ライト類び点なしないとき、 
電気装置び作動しないとを 


バッテ1」一びあびっていないとさは、ヒ 
ューズ切れや電球(バルで切れび考えら 
れます。 


①エンジンスイッチを" 0 " の位置にしま 
す。 

@ヒューズび切れていなし、かを点検しま 
す。 

-故障の状況から点検すベをヒューズ 
をヒューズボックスの表示と取扱説 
明書で確認し、点検しまず。 

④必要に応じて、ヒューズや電球を交換 
します。 


参ヒューズの点検、交換 
運転席足元のヒユーズボックス 



•各ヒューズの装備と容量 



表示 

装備 

容量 


匹） 

イグニッシヨンコイル 

15 A 

2 

四 

ECU (LAF センサー) 

(20 A ) 

3 

- 

- 

- 

4 

四 

発電機 

10 A 

己 

- 

- 

- 

巨 

四 

パヮーゥィンドー 

U レー 

7.5 A 

7 


サンルーフ 

(20 A ) 

8 


オーディオ 

7.5 A 

9 


I 」ャヮィパー/ 

ウオツシヤー 

(10 A ) 

10 

© 

メーター 

7.5 A 

11 

觸） 

ABS ユニット 

7.5 A 

12 

- 

- 

- 

13 

が 

SRS エアバッグシステム 

10 A 

14 

吗 

電動ドア = ラー 

10 A 

15 

- 

- 

- 

16 

- 

- 

- 

17 

0 

フユーエルポンプ 

15 A 

18 

左 

アクセサリーソケット 

20 A 

19 

ぐみ 

方向指示器 

7.5 A 

20 

V 

フ□ントワイパー/ 
ウオツシヤー 

20 A 

21 

- 

- 

- 

22 

AS 

包 

パヮーゥィンドー 
助手席 

20 A 

23 

DR 

包 

パヮーゥィンドー 
運転席 

20 A 

24 

- 

- 


25 

- 

- 
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己.万—のとき 電気系統び異甫のとき 



エンジンルーム内のヒューズボックス . 各ヒューズの装備と容量 



表示 

装備 

容量 


辑函 

冷却フアン 
(コンデンサーフアン) 

30 A 

2 

或 0 こ - 

車幅打/尾巧 

10 A 

3 


室内な/ 

マップランプ 

7.5 A 

4 

函 

冷却フアン 

20 A 

己 

A 

非常点滅表示な 

10 A 

巨 

Cs 

に P 

15 A 

7 

ち运） 

ホーン/制動巧 

15 A 

8 

觸 

ABS ュニット 

20 A 

9 

の 

パックアップ 

10 A 

10 

(@ 

ABS ュニット 

30 A 

11 

顿 

U ヤデフ□スター 

40 A 

12 

巧 

ヒーターモーター 

40 A 

13 

飼 

パヮーウィンドー/ 
サンルーフ 

40 A 

14 

四 

オプション 

30 A 

15 

l |0 

左側へッドライト 

20 A 

16 

白 

ドア□ック 

15 A 

17 

R |0 

ち側へッドライト 

20 A 

18 

- 

- 

- 

19 


バッテリー 

100 A 

20 

r 

イグニッション 

40 A 


巧四 

スペアヒューズ 














































ヒューズのがしかた 


ヒューズび切れているとさ 


備え付けのヒューズプラーでヒューズを 
列■しまず。 







美 


1 

i 1 



ヒューズボックスの表示に従い規定容量 
のヒューズに交換します。 



• 規定容量のヒューズしツ外の物は絶 
巧に使わないでください。 

配線コードなどを焼損させる原因 
となります。 


广みミロ識- 

•運転席パワーウィンドーのヒュー 
ズび切れると、ヒューズを交換し 
た後を運転席ノ くワーウィンドーの 
オート作動びでをなくなります。 
その場合は、オート作動の機能を 
復帰させてください。 

はさみ込み防止機構 一47ページ 
•交換してち、またヒューズび切れ 
る場合は、電気系統の異常び考え 
られますので、 Honda 販売店で 

点検を受けてください。 

V_ J 
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己.万—のとき 電気系統が異常のとき 



ヒユーズび切れていないとを 



■ライト類び点なしないときは、電球切 
れび考えられます。 

電球を点検し、切れているとさは交換 
して < ださい。 


^ろ！知識- N 

■電球び切れていない場合は、電気 
系統の異苗び考え5れますので、 
Honda 販売店で点検を受けてく 
ださい。 

V_ J 


•ライト類!;(外の電気装置び作動しない 
とさは、電気系統の異常び考えられま 
すので、 Honda 販売店で点検を受け 
て < ださい。 



























•電球(バルブ)の交換 

ヒューズが切れていないのにライト類が点灯しないとさは、電球切れが考えられます。 
電球を点検し、切れているとをは交換してください。 
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己.万一のとさ 


電気系統び異甫のとを 



^づ?1が識- N 

•ランプ本体やレンズを外すときは、ボディに傷を付けないよラにを意してくださ 
し)。 

•電球を交換するときはワット ( W ) 数の違ラ物を使わないでください。 

電球のワット数 一24日ページ 

•八□ゲンバルブはガラス球内部の圧力び高いため、落としたり、物をぶつけたり、 
傷をつけたりすると破損してガラスびとび散ることびあります。 

取り扱いには十分にを意してください。 

また、ノ V □ゲンバルブの電球の表面に手などび、触れないよ5にしてください。 
使用時電球び高温になるため、ミ由などび付着すると寿命び短くなります。細れた 
場合は、中性洗き Ij の薄い水溶液を柔らかい巧に含ませてよくふき取ってください。 
■ヘッドライト、制動ななどのランフは、雨天走行や洗車などの使用条件によりレ 
ンズ内面び一時的に曇ることびあります。これはランフ内部と外気の温度差によ 
るをので、雨天時などに窓ガラスび曇るのと同様の現象であり、機能上の問題は 
ありません。 

ただし、レンズ内面に大粒の水滴びついているときやランプ内に水びたまってい 
るときは、 Honda 販売店にご相談ください。 

^___ y 
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へッ ドライト （□- ビーム）について 

へッドライト （□- ビーム）の電球切れの 
点検、交換は必ず Honda 販売店で巧っ 
てください。 

「 A ミま意 - 

■ディスチャージへッドライトは高 
電圧を使用しており、不適切な取 
り扱いや分解を行ラと感電するお 
それびあります。 


へッドライト(八イビーム） 

ノ V □ゲン;!りレブを使用していますので、 
取り扱いにを意してください。 

八□ゲンバルブについて 一2日1ぺージ 


①I ち側のみ I 

パワーステア U ングオイルタンクを引 
さ上げがします。 
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己.万一のとを 


電気系統が異常のと走 



⑥カプラーのツメを押しなびらカプラー 
を外します。 


i 

ツメ/ 

} 旧すな T 

⑤電球を左へ回して抜き取りまず。 

1 

^fe\ 

\ ソヶット 


前面ち向指示器/前面非常点滅表示打 

ソケットを左へ回して外し、電球を巧き 
取ります。 




















車幅灯 

ソケットを左へ回して外し、電球を抜さ 


側面ち向指示器/側面が常点滅表示な 

①ランプ本体を後方に巧して外します。 


取りまず。 




⑥ソケットを左へ回してがし、電巧を抜 
を取ります。 
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己.万一のとを 


電気系統び異甫のとを 



制動打/尾打、を面ち向指示器/を面が 

當点滅表示な、を退打 

① カバーを がします。 



②ソケットを左へ回して外し、電球を巧 
さ取ります。 


八イマウントストップランプ 

① カバーを がします。 

⑥ソケットを左へ回してがし、電球を抜 
を取ります。 























番号な 

①ドライバーの先端に巧などを巻を、レ 
ンズを外します。 


カーゴ ルー ム照日月な 

①レンズを外します。 

⑥電球を抜を取ります。 


八 

德 

@電球を抜さ取りまず。 

/ 

S 
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己.万—のとき 電気系統び異甫のとき 



室内な 

①レンズを外します。 


マップランプ I サンルーフ装備車1 

①レンズを外します。 



レンズを押してずさまを作り 
ドライバーを差し込みまず。 



⑥電球を抜さ取ります。 

































テールゲートの解錠び 
でをないとを 


万一、テールゲートび解綻でをなくなつ 
た場合は、応急処置としてテールゲート 
解錠レバーを矢印のち向に動かして解綻 
して < ださい。 


^づ^1な識- -X 

•応急処置後は Honda 販売店で点 

検を受けてください。 

V_ ) 


①テールゲートの内側にある力 J (一を矢 
印のち向に外します。 



⑥ レバーを 矢印の方向に動かし、 テール 
ゲートを解錠します。 

テールゲー トの開閉 一43ページ 



テールゲー ト解錯 レパーを 元の位置にず 
ると施綻します。 
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己.万-のとき 電気系統び異甫のとき 



サンルーフび作動しないと丢! 


[サンルーフ装備車] 


万一、電動でサンルーフび閉まらなくな 
つた場合は、応急処置として工具トレイ 


^づ^1な識- -x 

•応急処置後は Honda 販売店で点 

検を受けてください。 

V_ ) 


内のサンルーフレンチを使って閉めてく 


ださい。 


工具一173ページ 


①後席ルーフ中央のキャップをコインな 
どで回し、キャップの溝び図のように 
前後を向いたところで取り外します。 



⑥六角巧にサンルーフレンチを差し込ん 
で回します。 
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車の手入れ 



参点検.壁備について■…212 
♦曰常の手入れ 

外装の手入れ . 215 

内装の手入れ . 218 

タイヤについて . 220 

アルミホイールについて……222 

•車にあった部品の使用 • •…224 









点検-整備について 


車は走行ずるにしたびい、また時間 
び経過するととわに部品の尧化や摩 
耗などび進んでいき、適切な点検整 
倫を行わないと、安全-快適に柔っ 
ていただけな < なるばかりか大気ち 
染や騒音の増加などを弓 I を起こすこ 
とびおります。 

このよ5なことから点検整備び必要 
であり、ドライバー(運転を)は点検 
整備を実施することび法律でち義務 
づけられています。 



詳しくは、別冊のメンテナンスノー 
卜に記載してありますので、 よくお 
読みになり必ず点検整備を行って< 
ださい。 


♦点検壁備の種類 

日常点検 

曰常の車の使用状況に応じて、お客 
様の判断で適時行5点検で、お客様 
自身で実施び可能な項目となってい 
ます。 

点検時期の目安としては長距離走行 
前や洗車時、給ミ由時などに実施しま 
す。 
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日.車の手入れ 


点検-整備について 


分 


法定定期点検 

年間走行距離び10,0孤 km 程度の標 
準的な使用を前提に、にか月および 
24か月ちに実施する点検です。 
法律で定められているちのと、 
Honda び指定ずるをのびあります。 



その他 


新車時のお料点検や定期交換、厳し 
い使われかたをしたとさの点検整備 
びあります。 



J 
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曰常の手入れ 


走行をは 

• 塗装面に付着したほこりを毛ばた 
きなどではらい落としましよう。 

• とび石などによる塗装面の傷は鐘 
の原因となります。見つけたら早 
めに巧修してください。 



保管、駐車は 


•風通しのよい車庫や、屋根のある 
場所をおすすめします。 



洗車を忘れずに 

•みなくとち月に一度は洗車しまし 
ょラ。 

•なの場合は、必ず洗車してくださ 
し'!。 

-凍結防止剤を散巧した道路を走 
行したとさ、'海岸地帯を走行し 
たとさ。 

鐘の原因となるので車体の下回 
り、 フェン ダーの内側を念入り 
に洗ってください。 

•コールタール、ばい煙、鳥の& 
ん、虫、樹液などびついたとき。 
化学変化で塗装面にむらびでを 
るので、中性洗剤で洗ってから 
水で完全に流し、必要に応じて 
ポ U シングワックス（ワックス 
幸し液)で磨いてください。 

ポ1」シングワックスは、 
Honda 純正ケ S カル用品をお 
使いください。 
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日.車の手入れ 曰常の手入れ 


分 


の国 


の手入れ 


参洗車のしかた 

•十分に水をかけなびら、下回り、 
足まわりのミちれを落としまず。 

. 塗装面は屋根から順に下のほ5へ 
水をかけなびら、スポンジかセー 
ム皮のよラな柔らかいちので洗い 
ます。 

-巧れびひどいところは中性洗剤で 
洗い、さらに水で完全に洗い落と 
します。 

-水び乾かないラちになさ取ります。 


■ボンネットの裏のインシユレ 
一夕一には、直接水をかけて 
洗わないでください。 
■故意に空気取り入れ口やエン 
ジンルーム内の電気部品に水 
をかけないで < ださい。 
故障のをとになります。 



自動洗車機を使5とさ 

ドアミラーを格納して洗車してく 
ださい。 


•自動洗車機を使うと、ブラシ 
の傷びつさ光沢び失われたり、 
劣化を早めることびあります。 


コイン洗車磯を使3とき 

洗車ノズルと車体の距離を十分に離 
して洗車してください。 
ウインドーまわりは、特にを意して 
行ってください。近づけずざると室 
内へ水び侵入することびあります。 


215 























♦ワックスをかけるとさ 

月に一回程度または水をはじかなく 
なったときに行います。 

洗ましたあと、曰陰か車体表面び体 
温じ(下になっているときにワックス 
をかけまず。 

• ワックスは Honda 純正ケミカル 
用品をお使いください。 



•みびき粉(コンパウンド)入り 
のつ ックスは使わないでくだ 
さい。 

塗装面に細かい傷び残ること 
びあります。 


•樹脂塗装部品 
(バンパーなど)の手入れ 

ガソリン、オイル、ラジェーター液、 
バッテ U —あなどび付着ずると、し 
みの発生や塗腹びはびれる原因とな 
ります。 

すみやかに柔らかい巧で拭き取って 
<ださい。 

• 樹脂塗装部品の傷の巧修をす 
る場合は、 Honda 販売店に 
ご相談ください。不適当な塗 
料を使ラと塗膜を傷めます。 
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日.車の手入れ 


日常の手入れ 




♦ガラスの手入れ 

ガラスの油腹を取るときは、ガラス 
ク U —ナーをお使いください。 

-ガラスク U - ナーは Honda 純正 
ケ5カル用品をお使い < ださい。 


ガラスの清掃をずるとさ 

ガラスの内側に電熱線やアンテナ線 
び装着されていますので、これに沿 
つて柔らかい巧でないてください。 


J 
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内 I 装 I の梓 I 入 I れ 


①中性洗きりの水溶液を柔らかい巧に 
軽く含ませて、ミちれを落とします。 
-飲を物などをこぼしたときは、 
すぐにミちれを落としてください。 

⑥真水を含ませた柔らかい巧で、残 
つた洗剤分をきれいに拭き取りま 
す。 

⑥直射曰光を避け、風通しのよい曰 
陰で乾燥させます。 

• 毛羽だつた巧を使用してイン 
ストルメントパネルのソフト 
パッド部分(運転席まわり）を 
拭< と、毛羽びその部分に付 
着します。毛羽のない巧を使 
用して < ださい。 

•室内に水をかけないでくださ 
し、電気部品に水びかかると 
故障の原因となります。 



参ケ S カル類、 

液体ち香剤について 

ケ5カル類、液体芳香剤はその成分 
によっては、樹脂部品、巧な、本革 
の変色、しみ、ひび割れを起こすこ 
とびあります。 

取り扱いには十分にごま意ください。 

•ベンジン、ガソ U ンなどのち 
機溶剤や酸、アルカ I 」性の溶 
剤は使わないで < ださい。 

また、ケ5カル類には、これ 
らの成分び含まれているおそ 
れびあります。ご使用の前に 
確認してください。 

• ケ S カル類を使用したあとは、 
必ず乾いた巧で軽 < 拭を取っ 
て < ださい。 

また、使用した巧はそのまま 
樹脂部品、巧がの上に長時間 
放置しないでください。 

• 液体芳香剤はこぼさないよう 
に、容器をお実に固定してく 
ださい。 

芳香剤の使用にあたっては固 
形タイプのをのをおずすめし 
〇 
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日.車の手入れ 曰常の手入れ 


分 


参本軍の取り扱い I を夕装備 I 

①ウール用中性洗剤の日％水溶液を 
柔らかい巧に軽く含ませて、ミちれ 
を落とします。 

③真水を含ませた柔らかい巧で、残 
つた洗剤分をきれいにふさ取りま 
ず。 

⑥直射曰光を避け、風通しのよい曰 
陰で乾燥させます。 


• 本革部分にミ由巧れなどび付< 
とカビなどの原因となるので、 
早めに落としてください。 
•本革部分を直射曰光に長時間 
さらずと、を質、縮みの原因 
となりまず。，駐車するとをは、 
日よけにむびけてください。 
■夏期などは、ビニール類を本 
革部分の上に置かないで<だ 
さい。 

室内び高温になっていると、 
ビニールび 変質して本革部分 
に付着するおそれびあります。 

•[ tt ■イドエアバツグシステム 
装備車_ 

助手席は、乾燥していない状 
態で使用するとサイドエアバ 
ツグの柔員姿勢検知システム 
び正しく作動しないおそれび 
ありまず。 


J 
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广 


因 DQ 旧 
百の B 


タイヤの異常摩耗、亀裂、損傷およ 
び指定外の空気圧は、柔りむ地、操 
縦性、タイヤの寿命を損ないます。 


また、摩耗したタイヤは雨天時の高 


ま走行で通常よりち八イド□プレー 
ニング現象を起こしやすくなります。 
• ま全のため、こまめに点検を行つ 
て < ださい。 

また、おず指定サイズ、同一種類 
のタイヤをお使いください。 

-標準装着のタイヤ/ホイールを、 


横にしてそのまま地面に置いたり 


重ねて積むと、ホイールに傷びつ 
くことびあります。 


置くときは巧を敷くなどして、ホ 
イールに傷びつかないよ5にして 
<ださい。 


「 ZL 警告 - 

•次のよラなタイヤは使わない 
で < ださい。 

コント□ールを失うことびあ 
り、思わめ事故につなびりま 
す。 

-摩耗限度を超えたタイヤ 
-指定空気圧に調整されてい 
ないタイヤ 
タイヤの空気圧 

一249ぺージ 


p A ;王意 - 

• タイヤの空気圧を調整すると 
をは、規定圧力を守って<だ 
さい。 

空気を入れ過ざると、タイヤ 
び破裂しけびをするおそれび 
あります。 


摩耗限界表示 
(ウェアインジケーター) 

ウェアインジケーターび表れたら夕 
イヤを交換してください。 

•ウェアインジケーターは、タイヤ 
の接地面にあり、他の部分より溝 
び1.日 mm だけ浅くなっています。 





ウェアインジケーター A 

禮罰 ! r マ-クの A 


酵 麵 

> 
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日.車の手入れ 曰常の手入れ 


分 


♦位置交換 

(タイヤ□—テ—シヨン） 

巳,〇册 km ごとにタイヤの位置を交換 

します。 

-同じ位置で長く走ると偏摩耗し、 
タイヤの寿命を縮めるだけでなく 
走行性、制動力にまで悪影響を与 
す 〇 

•応急用スペアタイヤは、位置 
交換に使わないでください。 
■前輪と後輪でタイヤの空気圧 
び異なるので、位置交換後は 
必ず空気圧を調整して < ださ 
しん 

タイヤの空気圧 

-249 ページ 
■標準装着のタイヤは、回転ち 
向び指定されています。タイ 
中の側面に回転ち向を指定す 
る矢印びありますので、タイ 
ヤを交換する際は回転ち向に 
ミ主意して < ださい。 


タイヤ回転指示マーク 

タイヤの性能上、回転ち向び指定さ 
れているタイヤには、タイヤ側面に 
回転指示 マークび あります。 

回転指示マークび前部へ向くよ5に 
取り付けてください。 
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参取り扱い 

• この車専用のホイールをお使いく 
ださい。専用 L ソがのホイールを使 
5と、走行装置やブレーキ装置に 
支障をきたずおそれびあります。 
ホイール交換に際しては、必ず 
Honda 販売店にご相談ください。 

•パンク修理などでホイールを取り 
付け直した際には、念のため 
1,孤日 km 走行時にホイールナット 
のゆるみの有無を点検してくださ 
し)。 

■アル5ホイールは傷つさやすいの 
で歩道の縁石などに乗り上げたり、 
すり当てたりすることを適けてく 
ださい。 

■バランスウェイトやバルブは 
Honda 純正のアル S ホイール専 
用品をお使いください。ホイール 
に傷をつけたり、機能を損なうこ 
とびあります。 

• タイヤチェーンを装着するとさは、 
正しく装着してください。ホイー 
ルに巧して片寄ったり、ゆるかっ 
たりするとホイールに傷をつける 
おそれびありまずのでま意して装 
着して < ださい。 

•標準装着のタイヤ/ホイールを、 
横にしてそのまま地面に置いたり 
重ねて積むと、ホイールに傷びつ 
<ことびあります。 

置くとさは巧を敷くなどして、ホ 
イールに傷びつかないようにして 
ください。 
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日.車の手入れ 


日常の手入れ 




•手入れ 

•アル-ホイールは、塩分やちれを 
嫌いますので、巧水や道路凍結防 
止剤などび付いたとをには、スポ 
ンジに中性洗剤を含ませ、ちれを 
早めに落としてください。 

• ホイールの光沢を維持するため、 
時々ワックスびけをしてください。 

• アルミホイールは傷つをやすいの 
で、砂入り石験や硬いブラシを使 
わないでください。高ま洗車機 
(ホイール 専用ブラシ付きのちの） 
によるホイールの洗ミきは避けてく 
ださい。 

■スチーム洗;きなどで、熱湯びホイ 
ールに直接かからないよラにして 
<ださい。 

光沢を失ラおそれびあります。 
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車にあった部品の使用 


f 

車の性能、品質を維持ずるために、 Honda 車に最も適した Honda 純正部品を 
お使い < ださい。 

純正部品は厳しい検査を実施し、 Honda 車に適合するように作られています。 
お求め、装着に際しては、 Honda 販売店にご相談ください。 

- Honda 純正部品(外の車の性能 
や機能に適さない部品を使用しな 
いで < ださい。 

適正な性能や機能を発揮しなかっ 
たり、思わめ事故のちとになった 
りずることびあります。 

-車の改造はしないでください。 
不正改造は、法律に軸れることは 
をちろん思わめ事故を起こす場合 
びありまず。 


^ - 


-純正部品には下のマークびついて 
います。 


HONDA 

GENUINE PARTS 
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車との上手なつをあいかた 



♦積雪-寒を時の取り扱い 


運転するまえ . 226 

運転するとさ . 228 

駐車するとき . 232 

を期の手入れ . 234 

♦こんなとさは 

雨の曰の運転 . 236 

夏場の取り扱い . 238 


参環境にやさしい 
省エネドライブを 

ずるために . 240 










積雪 • 寒冷時の取り扱い 


圈 


副引る引え 


♦車に積もった雪や着氷は 
取り除< 

屋根に積もった雪 

走行時にガラス面に落ちた雪び視界 
のさまたげとなり危険です。走行す 
るまえに取り除いて < ださい。 

-氷結している部分を無理に取り除 
くと塗装などを傷めます。氷び溶 
けてから取り除いてください。 



ガラス面の雪や霜 

雪や霜を落として視界を確保してく 
ださい。 

-プラスチックの板などを使ラとガ 
ラスに傷をつけずに落とすことび 
でさます。 


足まわりの着氷 

足まわりなどに氷塊び付着している 
場合は、部品を損傷しないよラに十 
分ミ主意して取り除いてください。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


積雪•寒冷時の取り扱い 


尚 


♦巧結しているとき 
ドアの凍結 

無理に開けるとドアまわりのゴムび 
はびれたりするので、お湯をかけて 
氷を溶かしてから開けてください。 

-ドアキー巧部には、お湯をかけな 
いでください。ず結すると、キー 
び差し込めなくなります。 



お湯をかけたあとは、凍結防止のた 
めに水分をよく拭き取ってください。 


♦乗車ずるとさ 

靴にこびりついた雪をよく落として 
から、柔車してください。 

• ペダル類を操作ずるとをに滑った 
り、室内の湿気びをくなりガラス 
び曇ったりすることびあります。 



運転ずるまえに 

ペダル類や八ンドルの動をび円滑か 
ど5か確認してください。 


ワイ > (- のま結(ガラス面び着氷、 
積雪しているとを） 

ワイパーブレード（ゴム部)を損傷し 
たり、モーターの故障となりますの 
で、氷や雪を取り除いてから動かし 
て < ださい。 
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圈 


副引ると 


国 


•雪道や凍結路では、たいへん滑り 
やすくなっているので、速度を落 
とし車間距離を十分とって運転し 
よ しょつ0 

また、八ンドルや ブレーキの 操作 
は特に慎重にしてください。 

• 急加速、急減連、急ブレーキや 
急ノ V ンドルは横すべりを起こし 
て方向性を失います。 



•を用タイヤ、タイヤチェーンを装 

着して走行してください。 

タイヤチェーンについて 

一2甜ぺージ 

-を用タイヤを装着ずるとさは、 
四輪とち同じ種類のちのに交換 
してください。 

-地区条例により違いびあります 
ので、そのせ区の条例に従って 
ください。 

•を用タイヤを装着したとさに 
は、ま全のため高ま走巧は避 
けてください。 
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7 .車との上手なつきあいかた積 ■.寒を時の取り扱し、 


尚 


参ブレーキの効をについて 

ブレーキ装置に付着した雪や水び凍 
結し、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびあります。 

その際には、前後の車に十分ミ主意し 
て、ブレーキペダルを軽<踏みなび 
ら低速で走巧し、ブレーキのしめり 
を乾かしてください。 



• ブレーキの効きび回復しない 
とさは、ブレーキ系統に異常 
び考えられますので、ただち 
に Honda 販売店で点検を受 
けてください。 


参ウォッシャー液を暖射するとき 

先にデフ□スターを使ってフ□ント 
ガラスを暖めてからウォッシャー液 
を噴射します。 

pA を意 - 

•寒を時はフ□ントガラスび暖 
まるまでウォッシャー液を噴 
射しないでください。 

ウォッシャー液び凍0ついて 
視界の巧げとなり、思わめ事 
故につなびるおそれびありま 
す。 


参八ンドルのされについて 
(タイヤまわりの着が） 

フエンダー裏側に付着した雪び氷結 
し、次第にたい積して八ンドルのを 
れび悪くなることびあります。 
ときどきお認し、着氷び大きくなる 
前に取り除いてください。 



♦パンクしたとき 
(タイヤチェーン装着時） 

前輪びパンクしたとをは、応急用ス 
ペアタイヤを後輪に付け、外した後 
輪タイヤを前輪に付けてタイヤチェ 
—ンを装着します。 

•応急用スペアタイヤには、タイヤ 
チェーンは装着でをません。 
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♦タイヤチェーンについて 

推奨タイヤチェーン 

フェンダーやホイール表面を傷つけ 
るおそれびありまずので 、 Honda 
純正スチールチ I ーンをお使いくだ 
さい。 

おホめは Honda 販売店へお申し付 
け < ださい。 

■タイヤチェーンはタイヤに合 
った適正な物をお使いくださ 
し'!。 

推奨タイヤチェーンけ外の物 
を使ラと、ブレーキ配管やフ 
エンダーなどを破損するおそ 
れびありまず。 


標準的なタイヤチェーンの 
取り付けかた 

タイヤチェーンは、駆動輪の前輪に 
装着してください。 
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7 .車との上手なつきあいかた 積■.寒を時の取り扱し、 


尚 


•タイヤチェーンに付属の取扱 
説明書にしたびって、正しく 
取り付けてください。 

•タイヤチェーンは平らな所で 
他の交通に十分を意して取り 
付けてください。 
必要に応じて非常点滅表示な 
などを使ってください。 

■タイヤチェーンを取り付けた 
とをには、ま全のため雪道、 
凍結路では3日 km / hli (下のま 
度で運転してください。 

なお乾燥路面ではタイヤチェ 
ーンを装着したままで走行す 
るのは避けてください。チェ 
-ンの摩耗を早めます。 

■応急用スペアタイヤには、夕 
イヤチェーンは装着でさませ 
ん。 

チェーン装着時に前輪びパン 
クしたとをは、応急用スペア 
タイヤを後輪に装着し、外し 
た後輪タイヤを前輪に取り付 
け、これに標準タイヤ用の夕 
イヤチェーンを装着してくだ 
さい。 
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圆 


車引ると 


国 


ノ（ーキングブレーキの凍結を防ぐた 
めに、パーキングブレーキは使わな 
いでください。 

マニユア J レ車はギヤを R (後退)か1 
に、才ートマチック車は回に入れま 
す。 

石などで輪止めをしておをます。 



♦屋外に駐車ずるとき 

• エンジンのをえすざを防ぐために、 
車の前部を風下や曰の当たるち向 
に向けて停めてください。 

-エンジンび;令えすざると始動し 
に << なることびありまず。 
■落雪や積雪を避けるために、軒下 
や樹木の下などには停めないでく 
ださい。 

-車の匡おなどびへこむことびあ 
ります。 

■ワイ パーアーム は起こしてくださ 
し)。 

-雪の重みでアームの取り付け部 
びこわれることびあります。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


積雪•寒冷時の取り扱い 


尚 


♦長期間使わないで 
屋外におくとき 

塗装面の保護とドアまわりの凍結を 
防ぐために、ボディカバーを使って 
<ださい。 

「 A を意 - 

•格納ずるとき、ェンジン部を 
毛布で覆ったり、ラジェータ 
一のまわりに段ボールや新聞 
紙をはさみ込んだりしないで 
ください。 

そのまま走行ずると、火災の 
おそれげあります。 



J 


233 



















广 


到期い梓 I 入 I れ 


•雪道走行後の手入れ 

-フェンダー裏側や足まわりに付着 
した;尼、雪は周囲の部品を損傷し 
ないよラに取り除いてください。 
足まわり（前、後輪の4か丽に車 
連感知装置び取り付けてあります 
ので、傷をつけないよラに特にを 
意してください。 



積雪時には道路に凍結防止剤びま 
かれていることびあります。鐘の 
原因になりまずので、走行をはす 
ぐに洗車してください。特に下回 
りは念入りに行ってください。 


•点検.壁備 

バッテ U - について 

気温び下びるとノ くッテ U —の性能び 
低下し、エンジン始動に支障をきた 
すことびありますので、液量、比重 
の確認をし、必要に応じて液の補給 
や巧充電をしてください。 


エンジンオイルについて 

冬期はオイルの劣化び激しくなりま 
す。 

冬期に主として短距離、または巿街 
地を運転されるちは、早めに交換し 
てください。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


積雪•寒冷時の取り扱い 


尚 


冷却水について 

冷却水の凍結を防ぐために点検して 
<ださい。 


•点検ち法はメンテナンスノー 
卜を参照し、 交換は Honda 

販売店にご相談ください。 

V . _ J 


ウォッシャー液について 

ウォッシャー液の凍結を防ぐために、 
ウォッシャー液の濃度を上げてくだ 
さい。 
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こんなとさは 


雨 I の I 日 I の幢歧 


雨の曰は視界び悪くなるラえ、窓ガ 
ラスび曇ったり、路面び滑りやすく 
なるなど悪条件び重なるので通常よ 
りを意巧い運転び必要です。 

•急加ま、急ブレーキや急八ンドル 
を避け、晴れの曰よりも速度を落 
とし、車間距離を十分にとって運 
転しましよつ。 

-八イド□プレーニング現象にま意 
しましよつ。 

-雨の降り始めの舗装道路は滑りや 
ずいので特に気を付けましよう。 

-冠水路などの深い水たまりは走行 
しないで < ださい。 

エンジンの破損や電装品の故障お 
よび車両故障につなびるおそれび 
あります。 

「 A 警告 - 

■滑りやすい路面では、急力礎、 

急ブレーキや急八ンドルは避 
けてください。 

車のコント□ールを失い思わ 
め事故につなびります。 


A イド□プレーニング現象とは 

路面び水でおおわれているところを 
高速で走行したとさに、タイヤと路 
面の間に水の膜びでを、タイヤび浮 
いたが態になることをいいます。 
•このよラな状態になると、八ンド 
ルや ブレーキ びをかなくなり、非 
常に危険です。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


こんなとさは 


尚 


参ガラスの量りをとりたいとき 

ガラスび曇って外び見にくいときは、 
エアコンのデフ□スターを使って曇 
りをとります。 


リヤガラスの量りは 

U ヤデフ□スタースイッチを押して、 
曇りをとります。 

♦ガラスの油膜をとりたいとき 

油膜びあると、雨の夜は対向車のラ 
イトなどび乱反射します。 

ガラスク U - ナーを使ってガラスの 
表面ををれいにします。 

-ガラスク U - ナーは Honda 純正 
ケ5カル用品をお使い < ださい。 


参ワイパーのふきむ5があるとき 

ワイノ V ’ーブレードのラ;! く一び傷んで 
いると、&をむらび出て視界のさま 
たげとなりまず。また、ガラス面を 
傷つけることびありまずので、早め 
に交換してください。 
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圓圆回 

圃回圆田 


参エアコンの上手な使いかた 

•; 令媒(ガス)び不足していると、；令 
房性能び低下します。 

夏になる前に点検、巧充をしてお 
さ:ましよ つ。 

-室内温度び高いとさは、窓を開け 
て熱気を逃びしてからエアコンを 
かけましよラ。 

-エアコンのをやしすぎは健康上良 
くありません。 


■この車のを煤は、環境保護の 
ため、新;令媒 HFC -134 a ( R - 
134 a ) を使用しています。 
補充' 交換び必要な場合は、 
Honda 販売店にご相談くだ 
さい。 


♦炎天下に駐車ずるときは 

•ボディーに覆いをかけたり、八ン 
ドルやシートにタオルなどをかけ 
て、室内温度の上昇を抑えましよ 
ラ。 

-フ□ントガラスにアル5光ミ尺性の 
曰除けバイヴーを使ラと、反射光 
び集光し、インストルメントパネ 
ルなどび変色、変おすることびあ 
ります。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


こんなとさは 


尚 


♦ミ毎から帰ってきたときは 

海に出かけた後は車を塩分をおびて 
います。鐘の原因になりまずので早 
めに洗車してください。下回りち念 
入りに洗いましよ5。 


♦才ーパーヒートを防ぐために 

を却水の量び不足しないよ5に、こ 
まめに点検しまず。 

-走行中、水温計の針び " H " の目盛 
に入った場合は、オーバーヒート 
のおそれびあります。ま全な場戸斤 
に停車してエンジンを;令やしてく 
ださい。 

オーバーヒートしたとさ 

一192ページ 
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環境にやさしい省エネドライブをするために 


♦点検壁備をきちんとし、タイヤの空気圧を適正にしましよう。 

■適正空気圧で日日 km 走ると日 OkPa {日.日 kgf / cm 2 } 減 
のときに比べてガソ U ン巧日 CC の節約。 CHEm 

▲ CO2 に甜 g 削減巧加 km / 月） ニニニ 'I 



• タイヤの空気圧び低下ずると走行抵抗び増加し、燃費に大をく影響しま 
す。また、を用タイヤや幅広タイヤを装着したとをも同様に燃費に影響 
します。 


♦不必要な荷物は降ろして走行しましよラ。 


■1 日 kg の荷物を降ろして加 km 走ると、 
ガソリン 15 cc の節約。 

▲ C 02 130 g 削減(祀 0 km / 月） 




♦エアコンは少し控えめにしましよう。 

室内温度が高いとさは、窓を開けて熱気を逃びしてからエアコンを 
かけましよつ。 车の'こ〇か 

■エアコンを日分停止して、ガソ U ン7日 CC の節約。 

▲ C 02 134日 g 削減 （3 時間/月） 



■エアコンは; 令媒を循環ずるため、コンプレッサーをエンジンで駆動して 
おり、エンジンに大きな負荷び発生します。それを補ラため、燃料消費 
び多<な0ます。 


♦へッドライトやリヤデフ□スターは電力ををく消費ずるため、不必 
要なときはスイッチを" OFF " にしてください。 


• 発電機はエンジンで駆動しており、消費電力び増加ずると発電量び増加 
し、エンジンの負荷び大きくなり、それを巧うため、燃料消費びをくな 
ります。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


環境にやさしい省エネ 


ドライブをずるために 



参空ぶかしはしないようにしましよう。 

■空ぶかしを1回やめて、ガソリン日 CC の節約。 
▲ COz 11甜 g 削減巧□日回/月） 




♦長時間停車ずるときは、エンジンを停止してください。 
また、長ずざる暖機運転をしないようにしましよう。 


■日分間のアイド U ングを止めて、ガソリン 
日日 CC の節約。 

▲COz 4孤 g 削減 (1 日回/月） 



♦変速位置の選択は、走行速度や坂の勾配に合わせて適切に巧って 
<ださい。 

-オートマチック車は通常は◎で走行します。 

-下り坂でま度び出すざてしまうときは、 

才ートマチック車は、固にし、マニュ 
アル車または才ートマチック車のシー 
ケンシャルモードのとさは、 ギヤを一 
段ずつ落としてエンジンブレーキを使 
います。 



■下り坂などでエンジンブレーキを使5目的で、より低まのギヤを有効に 
使うと、燃料カットの時間び長くなり、燃費び良くなることびあります。 


参経済速度について 

’高ま道路では10日 km/h を 80 km/h にして 
燃費10〜3日％の節約。 

-一般道路では法定速度 (40 〜日 Okm / h ) の 
範囲で一定走行すると燃費は良くなりま 
す。 

参考資料*社団を人日本自動車工業会：「あしたへ ECO — MOTION 」 参照 

《巧象車種2.01_乗用(4りの燃費=11.71<の/1(10' 1日モード)び計算べース》 
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广 


♦10. 1日モード燃費について 


10.15モード燃費とは 

まを都内の幹線道路における平均的な走行お態の1日モードと、高速走行やおお 
など大都市における走行お態を反映させた1日モードを図のよラに 
-市街地パターン （10 モード)を3回 
-高まパターン （1 日モード）を1回 

の計4サイク j レで走行したときの排出ガス量 ( g / km ) を測定します。 

このとをに消費した燃料を 10 ■ 1 日モード燃費 ( km / I ) として表示しています。 

* 計測走行距離 4.2 km 、 平巧時速 23 km ル 


(km/h) (km/h) 

70 
60 
車已〇 
40 
速30 
20 
10 


市街地パターン 

市街地パターン 

巿街地パターン 

高速パターン 

(10 モード） 

(10 モード） 

(10 モ ー H 

(15 モード） 

第 1 サイクル 

第 2 サイクル 

第 3 サイクル 

第 4 サイクル 



車 

速 


10 • 15モード燃費と実走巧燃費との違い 

1 日- 1 日モード燃費は図のようにシャーシ 
ダイナモメーター上で定められた試験条 
件のをとで行われた燃費値です。 

実際の走行時には気象、道路、車両、運 
転、整備などの状況び異なってさますの 
で、それに応じて燃費び異なります。 
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7 .車との上手なつさあいかた 


環境にやさしい省エネ 
ドライブをずるために 


10 • 1日モ~ ド燃費の計測ち法(国±交通省認可時測定を件) 

• 3,孤 0 km 慣らし走行後の車両 

•完全暖機状態日日 km / h 1日分暖機後モード測定 

-走行抵巧設定車両(空車)状態+11日 kg ( 2名乗車分） 

-搭載電気機器‘‘ OFF " 状態 
-エアコン" OFF " で測定 



243 















サービスデータ 
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サービスデータ 


点検整備については「メンテナンスノート」ち合せてご覧ください。 


項 目 


サー ビス デー タ 


ベルトのたわみ量 




発電機ベルト 

自動調整式 

(インジケーターが基準範囲内にあること） 

点义プラグ 

タイプ 

NGK 

ZFR 6 K -11 

DENSO 

KJ 20 DR - M 11 

電極のすき間 

1.0—1.1 mm 
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項 目 

サー ビス デー タ 

ブ レー キペダル 

遊 び 

1—5 mm 

巧板とのすき間 

マニュアル 

135 mm お上 |約 19 6 N ( 2 0 kgf ) の力| 

オー トマチック 

138 mm お上 |約 196 N (20 kgf ) の力| 

力一ぺツトとのすき間 
(参考値） 

マニュアル 

102 mm 切上惭 196 N (20 kgf ) の力 1 

オー トマチック 

105 mm 切上惭 196 N 御 kgf ) の力 1 

クラッチペダル 
(マニユアル車） 

遊 び 

10—16 mm 

巧板とのすき間 

114 mm じ^上（クラッチが切れたとき） 

力一ぺツトとのすき間 
(参考値） 

78 mm 凹上（クラッチが切れたとき） 

パーキングブレーキ 

弓1さしろ 

7 -9 回 1 約 l 9 6 N ( 2 0 kgf ) のが 

バツテリー 

容量/タイプ 

36 AH 间 /46 B 24 L 

電球（バルブ） 

W (ワット）数 

へ‘ソドライト（口ービーム） .12 V -35 VV &1 

(ハイビーム） .12 V -60 VV &2 

前面方向指示器/前面非常点減表示な •••• 12 V —21 VV (憧色) 

車幅灯 .12 V -5 W 

側面方向指示器/側面非常点減表示な •••• 12 V -5 W (憧色） 
後面ち向指示器/後面非常点減表示な ••••12 V — 21 VV (憧色) 

番号灯 .12 V -5 W 

制動な/尾巧 .12 V -21/5 W 

ハイマウントストップランプ••ぃ 12 V -21 W 

後退灯 .12 V -16 W 

室内灯 .12 V -8 W 

マップランプ .12 V -5 W 

力ーコルーム照明灯 .12 V —5 W 


:ディスチャージヘッドライト 
:八□ゲンバルブ 

P A を意 - 

■ディスチャージへッドライトのバルブを交換する場合は、必ず Honda 販売店で行 
つて< ださい。 

ディスチャージへッドライトは高電圧を使用しており、不適切な取り扱いや分解 
を巧ラと感電するおそれびあります。 
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ヴー ビス データ 


項 目 

サー ビス デー タ 

エアクリーナー 

エレメント 

タイプ 

湿式 

エンジンオイル 

お奨オイル 

Honda 純正オイル （ 4サイクル四輪車 用） 

ウルトラ LEOSL ( AF * ISI 7 GF -3級 SAE 0 W -20)* 
ウルトラ LTD SL(API SL / GF -3 級 SAE 5 W -30) 

ウルトラ GOLD SL (API SL 級 SAE 5 W -40) 

ウルトラ MILD SL(API SL / GF -3 級 SAE 10 W -30) 

規 ま： 量 

オイル交換時 

4.0 fi 

オイル、オイルフィルター 
同時交換時 

4.2 fi 


※： 0 W -20 は、最も省燃費性に優れたオイルです。 


推奨エンジンオイル 

Honda 純正エンジンオイルまたは API 
S J 級 li (上か、オイル宙に A P I 
CERTIF に ATION (ェーピーアイサー 
ティ フィケー シヨ ン）マークの入ったェ 
ンジンオイルをお使いください。 



API CERTIFICATIONS —ク 


市販のエンジンオイルは、外気温に応 
じた粘度のわのを下表にもとづさお使 
いください。 
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キャップ 


ウォッシャー液の量の点検 

ウオッシャー液の量は、キャップに付 
いているウオッシャー液レベルゲージ 
により確認しまず。 


項 目 

サー ビス デー タ 

燃 料 

指を燃料 

無鉛レギュラーガソリン（無鉛ハイオクも使用可能） 

タンク容量 

50 fi 

トランスミッション 

オイル 

指をオイル 

マニュアル 

Honda 純正オイルウルトラ MTF-II 

指を 液 

オー トマ チック 

Honda 純正ウルトラ ATF - Z 1 

規を量 

マニュアル 

(交換時） 

1.5 fi 

オー トマ チック 
校槪時） 

2.9 色 

冷 却 水 

指を 液 

Honda 純正ウルトラ e クーラント 

規を濃度 

50% 

規を量 
(交換時リザーブ 
タンク 0.5 G 含む） 

マニュアル 

(交換時） 

5.1 fi 

オー トマ チック 
校換時） 

5.0 fi 

ブレーキ液 

指を 液 

Honda 紳正ウル ト ラブレーキフルード DOT 3 または DOT 4 

クラッチ液 

指を 液 

Honda 紳正ウル ト ラブレーキフルード D 0 T 3 または D 0 T 4 

パワーステアリング液 

指を 液 

Honda 純正ウルトラパワーステアリングフルード -II 

ウォッシャー液 

タンク容量 

2.日な 
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サービスデータ 


項目 

タイヤ空気圧 
kPa ( kgf / cm 2 ) 

リムサイズ* 

タイヤサイズ 
標準タイヤ 
応急用スペアタイヤ 

215/4日 R 17 87 W 
T 125/70 D 16 96 M 

前輪1後輪 

220 (2.2) 

420 (4.2) 

スチールホイール 

16 X 4 T 

アルミホイール 

17 X 7 JJ 


タイヤの溝の深さ 

1.6 mm ]^^上 

位置交換時期（タイヤローテーシヨン） 

5,000 km ごと 


※：この車専用のホイールをお使いください。 

専用外のホイールを使ラと、走行装置やブレーキ装置に支障をさたすおそれがあ0ます。 
ホイール交換に隙しては、必ず Honda 販売店にご相談ください。 


名称 

排気量 ( cm 3 ) 

車体おが 

乗車を員（人） 

タイプ 

インテグラ 

1,998 

2ドア 

ハッチバック 

4 

TYPES 
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さ < いん 


巧 


アクセサリーソケット . 164 

雨の曰の運転 . 236 

アルミホイール . 222 

アンチ□ックプレーキシステム (ABS) 

運粒のしかた . 144 

ABS のしくみ . 144 

警告な . 90 • 145 

取り扱いについて . 145 

アンテナ . 161 


の 

イグニッシヨン（エンジン） 

キ— . 

スイッチ . 

イモビライザーシステム . 

表示な . 

イルミネーシヨンコント□—ル 

0 

ウィンカー 

スイッチ . 96 

雷畔の交換 . 203 • 204 • 205 

表示な . 82 

W (ワット）数 . 246 

ウインドー . 46 

ウエルカムランプ . 162 

ウォッシャー液 

スイッチ . 97 

タンクの容量 . 248 

を期の手入れ . 235 

補給 . 248 

運乾のしかた . 102 


〇 


エアクリーナーエレメント . 247 

エアコン . 148 

インデックス . 1已〇 

才ートエアコン . 152 

吹さ出し風の調節 . 149 

ベルト . 245 

SRS エアバッグシステム 
SRS エアバッグシステムの効果を 

十分に発揮させるために . 128 

SRS エアバッグシステムのしくみ••••124 

お子さまを乗せるときは . 129 

警告巧 . 90-131 

作動しないとき . 127 

作動ずるとき . 126 

取り扱いについて . 130 

エンジンオイル•フィルター 

オイル量 . 247 

を期の手入れ . 234 

エンジンキ ー（ キ ー）. 34 

エンジンスイッチ . 92 

照明な . 164 

エンジンのかけかた . 102 

エンジンブレーキ . 18 

エンジンルーム . 244 


34 

92 

50 

83 

79 
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さ < いん 


€> 


応急用スペアタイヤ 

格納場所 . 172 

空気圧 . 249 

ヴイズ . 249 

スペアタイヤについて . 184 

オーディオ 

上手な使いかた . 158 

才ートエアコン . 152 

オートマチックトランスミッション 

運拉のしかた . 103 

オイル . 248 

セレクトレバー . 108 

才ーパーヒートしたとさ . 192 

才。メータ. . 77 

溫度感知装置 . 157 


巧 


カーゴルーム 照明打 

電球の交換 . 206 

W (ワット数） . 246 

力ードホルダー . 165 

外装の手入れ . 21已 

学童用（ジュニア)シート . 15 - 67 

カッフホルダー . 167 

ガラスの手入れ . 217 

換気 . 13 

環境にやさしい省エネドライブを 

ずるために . 240 

寒;ち時の取り扱い . 226 

〇 

キー . 34 

キー巧き忘れ警告ブザー . 93 

キー レス エントリー . 38 

キーレステールゲートオーブナー . 42 

キックダウン . 20 

0 

量り取り（デフ□スター） . 156 

クラッチ液 . 248 

クラッチスタートシステム . 104 

クラッチペダル . 246 

クリープ現象 . 20 

車にあった部品の使用 . 224 

グ□—ブボックス . 166 


0 


警告口 

警告な類 . 84 

電球切れの点検 . 91 

携帯電話接続キット . 170 

ケミカル類 . 218 

けん引 

けん引されるとき . 178 

故障車をけん引ずるとを . 181 
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0 

コインホルダ. . 

工具(ツール） 

格納場所 . 

種類 . 

後写鏡(バックミラー） .•••• 
高速道路で故障したとさ •• 
後退な(バックランプ） 

電球の交換 . 

W (ワット)数 . 

後部ワイパー(リヤワイパー) 

コートフック . 

故障したとさ . 

故障の修理について . 

小物入れ . 

コンソー J レトレー . 


巧 


ヴー ビス データ . 244 

サイドエアバッグシステム 

サイドエアバッグシステムの効果を 

十分に発揮させるために . 136 

サイドエアバッグシステムのしくみ•-132 

警告巧 . 90-141 

自動停止表示口 . 83.139 

作動しないとき . 135 

作動ずるとき . 134 

乗員姿勢検知システム . 138 

取り扱いについて . 140 

H 点式シートベルト . 65 

サゾ/ パ ザ. . 16 己 

サンルーフ 

作動しないとき . 209 

サンシエード(遮光板） . 48 

操作 . 48 

スイ ツナ . 48 


2 3 9 4 56984566 
7 7 5 7 04967766 
11*1 2 2 • 11111 
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さ < いん 


巧 


シーケンシャルモード . 109 

シーケンシャルモード表示口 . 112 

シート . 己4 

正しい運転姿勢 . 54 

フ□ントシート . 56 

リヤシート . 己7 

ソ ートべ J レト . 62 

種類 . 64 

チャイルドシート固定機構 . 70 

着用のしかた . 68 

が着用警告な . 89 

リマインダー(非着用警報装置） . 65 

シート ベル ト プリテン シヨナー 
シート ベル ト プリテン ショナーの 

し <み . 142 

取り扱いについて . 143 

事故が起きたとを . 176 

室內な(ルームランプ） 

使いかた . 162 

電球の交換 . 207 

W (ワット)数 . 246 

シフト□ック装置 . 23 -117 

霜取り-量り止め 

前面/側面ガラス . 156 

ジャッキの取り扱い . 182 

車幅灯(ポジションランプ） 

電球の交換 . 204 

W (ワット）数 . 246 

巧電警告灯 . 87 

樹脂塗装部品 . 216 

ジュニア(学童用）シート . 15-67 

純正部品 . 224 

乗員姿勢検知システム . 138 


0 


水温計 . 78 

スイッチの使いかた . 92 

スノータイヤ(を用タイヤ） . 228 

スパークプラグ(点义プラグ） . 245 

XL —。メータ . . 77 

スペアタイヤ 

格納場所 . 172 

空気圧 . 249 

サイズ . 249 

スペアタイヤについて . 184 
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o 


制動口（ブレーキランプ） 

電球の交換 . 205 

W (ワット)数 . 246 

. 2 〇 

積雪*寒;ち時の取り扱い 

運陆ずるとき . 228 

運拉ずるまえ . 226 

駐車ずるとき . 232 

を期の手入れ . 234 

セキュリティーシステム . 50 

イモビライザーシステム . 50 

イモビライザーシステム表示好 . 83 

セキュリティーアラームシステム . 己2 

セキュリティーアラームシステム 

作動表示打 . 83 

セレクトレ/(— 

操作 . 108 

ポジション表示口 . 82 

洗車 . 214 

前照灯(へッドライト） 

上向をとで向きの切り換え . 94 

上向を表示打 . 82 

追越台図(パッシング） . 95 

才ートレべリング機能 . 95 

スイッチ . 94 

電球の交換 . 202 

W (ワット)数 . 246 

の 

速度計 . 77 

速度節囲 . 106 -111 

その他のま全装備 . 146 


远 


タイヤ 

位置交換（□—テーシヨン） . 221 

ウェアインジケーター . 220 

応急用スペアタイヤ . 184 

空気圧 . 249 

交換 . 185 

サイズ . 249 

スノータイヤ . 228 

チェーン . 230 

点検 . 220 

タコメーター . 77 

正しい運乾姿勢 . 已4 

〇 

チェーン . 230 

チェンジレバーの操作 . 106 

チケットホルダー . 16已 

チャイルド(幼児用)シート . 15-67 

チャイルドシート固定機構 

付きシートベルト . 70 

チャイルドシート固定装置 . 70 

駐車 

坂道 . 25 

積雪.寒;ち時の取り扱い . 232 

駐車ブレーキ(パーキングブレーキ） 

警告巧 . 86 

積雪.寒を時の取り扱い . 232 

操作 . 104 

チルトステアリング . 58 
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さ < いん 


を 


テールケート 

角军錠ができないとを . 208 

開閉 . 43 

開閉警告口 . 89 

施錠•解錠 . 42 

テザーアンカー . 73 

デフ□スター . 156 

点乂プラグ . 245 

電気系統が異常のとを . 194 

電気装置が作動しないとを . 196 

電球りりレブ） 

交換 . 200 

W (ワット)数 . 246 

点検•整備について . 212 

電動リモコンドアミラー . 60 

の 

ドア 

開閉警告口 . 89 

施錠•解錠 . 36 

積雪-寒を時の取り扱い . 227 

ドアミラー . 60 

を期の手入れ . 234 

道路で動けなくなったとき . 175 

塗装の手入れ . 216 

ドライパーズポケット . 166 

トランスミッション 

オイルの容量 . 248 

警告な . 88 

トリップメーター . 77 


巧 


内装の手入れ . 218 

夏場の取り扱い . 238 

0 

日常の手入れ . 214 

乳児用(べビ ー) シート . 15-67 

包 

燃料（ガソリン） 

指定燃料 . 44 - 248 

タンク客量 . 44 - 248 

燃料計 . 78 

燃料残量警告口 . 88 

補給 □. 44 
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巧 


パーキングブレーキ 

警告な . 86 

積雪.寒を時の取り扱い . 232 

操作 . 104 

ハイド□プレーニング現象 . 236 

八イビーム表示な . 82 

八イマウントストップランプ 

電球の交換 . 205 

W (ワット）数 . 246 

八ザードランプ(非常点滅表示灯） 

スイッナ . 96 

電球の交換 . 203 • 204 • 205 

W (ワット）数 . 246 

はさみ込み防止機構 . 47 

お炎筒 

格納場所 . 172 

発炎筒について . 173 

パックミラー(後写鏡） 

使いかた . 59 

パッテリー 

巧電 . 195 

を期の手入れ . 234 

バッテリーあがり . 194 

容量/タイプ . 246 

黄電機ベルト . 245 


パニティミラー(化粧鏡） . 165 

バルブ腫球） 

交換 . 200 

W (ワット）数 . 246 

八□ゲンバルブについて . 201 

パワーウインドー . 46 

パヮードア□ック（才ートドア□ック）••••36 
パンク 

積雪•寒を時の取り扱い . 229 

パンクしたとを . 206 

番号な(ライセンスランプ） 

電球の交換 . 205 

W (ワット）数 . 246 

ハンドル . 28 


0 


PGM-FI 警告口 ■. 87 

非常点滅表示'な(バザードランプ） 

スイッチ . 96 

電球の交換 . 203 • 204 • 20己 

W (ワツト)数 . 246 

尾な 

電球の交換 . 20己 

W (ワット)数 . 246 

ヒユーズ . 196 

表示口 . 80 


0 


のき出し風の調節 . 149 

踏切で動けなくなったとを . 174 

フユーエルリツド . 4 已 

プラグ . 245 

ブレーキ 

警告巧 . 86 

積雪.寒;ち時の取り扱い . 229 

倍力装置 . 18 

ブレーキ液 . 248 

ペダル . 246 

フ□ントシート . 已6 


〇 


へッ ドライト 

上向きと下向きの切り換え . 94 

上向き ( A イビーム)表示口 . 82 

追越含図(パッシング） . 95 

才ートレべリング機首目 . 95 

スイッチ . 94 

電球の交換 . 202 

W (ワット)数 . 246 

べビ ー( 乳児用）シート . 15-67 

ベルトのたねみ量 . 245 
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さ < いん 


0 

ホー ンスイッチ . 101 

ホイールサイズ . 249 

防お式 ルー ム ゴフー . 59 

ち香剤 . 218 

方向指示器(ウィンカー） 

スイツナ . 96 

電球の交換 . 203 • 204 • 205 

表示な . 82 

W (ワット)数 . 246 

本革の取り扱い . 219 

ボンネット . 40 


I I 

マップランプ 

使いかた . 163 

電球の交換 . 207 

W (ワツト）数 . 246 

窓ガラスアンテナ . 161 

万一のとき . 171 

ミラー 

ドアミラー . 60 

ルームミラー . 59 

を 

無線装置 . 27 

の 

メータ ー( 計器類） . 76 

0 

油圧警告丹 . 86 

雪道走行後の手入れ . 234 

© 

幼児用(チャイルド)シート . 15-67 
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を 


ライト消し忘れ警告ブザー . 94 

フイ トスイ ツチ . 94 

ライト類が点なしないとき . 196 

の 

リムヴイズ . 249 

リモートコント□—ルドアミラー . 60 

リヤシート . 57 

リヤシエルフ . 169 

リヤデフ□スター . 100 

リヤワイパー . 99 

⑩ 

ルームミラー(防に式室内後写鏡） . 59 

の 

を却水(ラジエーター液） 

水量 . 248 

を期の手入れ . 235 


巧 


ワイ パー 

スイッチ . 97 

積雪.寒を時の取り扱い . 227 

ワックスがけ . 216 
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さ < いん 


〇 


ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

運粒のしかた . 144 

ABS のしくみ . 144 

警告打 . 90 • 145 

取り扱いについて . 145 

A / C (エアコン） 

インデックス . 150 

才ートエアコン . 152 

吹き出し風の調節 . 149 

ベルト . 245 

AT (才ートマチックトランスミッション） 

運拉のしかた . 103 

オイル . 248 

セレクトレバー . 108 

0 

ELR 付き兰点式シートベルト . 64 

ELR . ALR 付き三な式シートベルト . 64 

の 

HFC -134 a (エアコン;ち煩） . 238 

〇 

INT (間欠ワイパー） . 98 

ISO FIX テザータイプチヤイルドシート 
固定装置 . 72 


⑩ 


M (シーケンシャルモード)表示な . 82 

MT (マニュアルトランスミッション） 

オイル . 248 

チェンジ レバー . 106 

〇 

PGM - FI 警告灯 . 87 

PRESS (シートベルトバックル） . 69 

SRS エアバッグシステム 
SRS エアバッグシステムの効果を 

十分に発揮させるために . 128 

SRS エアバッグシステムのしくみ•…124 

お子さまを乗せるときは . 129 

警告な . 90-131 

作動しないとき . 127 

作動ずるとき . 126 

取り扱いについて . 130 

〇 

TRIP (トリップメーター） . 77 

⑩ 

W 数(ライト類の電球のワット数） . 246 
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お車についてのお問い合わせ、ご相談は、まず、 Honda 販売店にお気軽にご巧談くだ 
さい。 


お問い合わせ、ご相談は、全国共通のフ U —ダイヤルで下記のお客様相談センター 
でちお受け致します。 

本田技研工業株式会社お客様相談センター 

フリーダイヤル 日12日-112日1日 

受付時間 9 :册〜12:0013:0日〜17:册 
干3日1 -0188 埼玉県和光市本町8— ] 

所在地、電話番号などび変更になることびありまずのでご了をください。 


お車に関してお問い合わせいただく際は、お客様へ正確、迅速にご対応させていただく 
ために、あらかじめ、お手元にお車の車検証をご準備いただき、下記の事項をご確認の 
うえ、ご相談ください。 

①車検証記載事項 

車両型式、車台番号、エンジン型式、登録番号、登録年月曰 

⑤ 車種名、タイフ名、走行距離 

⑥ ご購入年月曰 
④販売店名 
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こんなことでお困りのとさ 


♦キーレスエントリーで解錠しても、自動で閉まってしまう 

•キーレスエント U - で解錠してから、ドア、テールゲートを開けないまま、約 
30秒たっていませんか。 

キーレスエント1」一 一38ページ 

参キーが回せない 

"0" か日" I ■に回 5 ないとき（八ンドル□ックの解除） 

-八ンドルを左ちに動かしなびらキーを回してください。 

エンジンスイッチ ー92ページ 

" I "か 5" 0" に回 5 ないとさ I 才ートマチッタ司 

-セレクトレバーび回に入っていますか。 

_ キーを抜く とき-一 92ぺージ 

♦エンジンがかからない 

-オートマチック車は、セレクトレバーび回か四に入っていますか。 

•イモビライヴーシステム表示灯び点滅していませんか。 

イモビライヴーシステムについて 一50ページ 
•ガソ U ンび入っていますか。（メーター内の燃料計でお認してください。） 
•バッテ1」一びあびっていませんか。 

バッテ U — あび0のと去 一194 ページ 
-マニュアル車はクラッチペダルをいっぱいに踏み込んでいますか。 

クラッチ•スタートシステム -► lOA ページ 
参セレクトレバーが回から動かせない をートマチック 車 
-ブレーキペダルを踏んでから操作していますか。 

(操作でさないときは、キーをシフト□ック解除巧に差し込み、押しなびら 
セレクトレバーを動かしてください。） 

セレクトレバーび動かないとを一117ページ 
-エンジンスイッチを" 11" にしてから操作していまずか。 

シフト□ック装置の正しい理解を 一23ページ 

•パワーウィンドーの開閉ができない 

•パワーウィンドーのメインスイッチび‘‘ OFF " になっていませんか。 

バワーウィンドーー46ページ 















• ドアを開けるとブザーが鳴る 

「ピピピピ」とブザーび繰り返し鳴り続けるときは 

-キーをエンジンスイッチに差し込んだままになっていませんか。 

キーなさ忘れ警告ブヴー 

「ピー」とブザーが鳴り続けるときは 

-ライトを消し忘れたままになっていませんか。 

ライト消し忘れ警告ブザー 

一 93ページ 

一 94ぺージ 

参キーを閉じ込めてしまった 

- Honda 販売店または JAF へご連絡ください。 


♦水温計の針が " H " の目盛に入った 
♦エンジンルームか！ 5 蒸気が立ちのぼっている 

-オーバーヒートのおそれびあります。 

(ま全な場所に停車して、エンジンを;令やしてください。） 



オーバーヒートしたとさ一192ページ 


♦走行中にブレーキを踏むと金属的な摩擦音がずる 

-ブレーキパッドび摩耗して使用限界になっているおそれびあります。 
( Honda 販売店で点検を行ってください。） 


♦走行中にブレーキを踏むと、ペダルが振動ずる 

-アンチ□ックブレーキシステム ( ABS ) び作動したちのと思われまず。 

ABS のし<み一144ページ 


♦走行ずるとブザーが鳴る 

プザーが鳴り、シートベルト非着用警告なが点滅しているとをは 

-運転席シートベルトを着用していますか。 

(運転席シートベルトを着用してください。） 

シートベルト1」マインダー 

一65ぺージ 











HONDA 

The Power of Dreams 


万一、異常や故障などの不具台が生じた場台は、 

Honda 販売店で点検整備を受けてください。 

各戸斤な地、電話番号については、別冊の「サービス網一覧」 
をご覧 < ださい。 

インターネットでも取扱説明情報をお伝えしております。 
Digital Owner's Manual のホームぺージ 
http ソ /www.honda'co'jp/manual/ 
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